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「新大領」須恵器蓋



茨城県は，県土の均衡ある発展を念頭におきながら地域の特性を生

かした振興を図るために，高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤の

整備とともに，広域的な交通ネットワークの整備を進めております。

北関東自動車道建設事業も，その目的に添って計画されたものであり

ます。

このたび，日本道路公団は，岩瀬町堤ノ上地区において，北関東自

動車道（協和～友部）建設事業を決定いたしました。この事業地内に

は，埋蔵文化財包蔵地である当向遺跡が所在します。

財団法人茨城県教育財団は，日本道路公団から埋蔵文化財発掘調査

事業について委託を受け，平成14年4月から平成15年3月まで発掘調

査を実施しました。

本書は，当向遺跡の調査成果を収録したものです。本書が，学術的

な研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，ひい

ては教育・文化の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である日本道

路公団から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げ

ます。

また，茨城県教育委員会，岩瀬町教育委員会をはじめ，関係各位か

らいただいた御指導，御協力に対し，衷心より感謝申し上げます。

平成16年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例

1本書は，日本道路公団の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成14年度に発掘調査を実施した，茨城県
とうむかい

西茨城郡岩瀬町大字堤ノ上に所在する当向遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調査　平成14年4月1日～平成15年3月31日

整理　平成15年4月1日～平成16年3月31日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第二課長鈴木美治のもと，以下の者が担当した。

調査第二課第2班長　村上　和彦　平成14年4月1日～平成15年3月31日

主　任　調　査　員　小澤　重雄　平成14年4月1日～平成15年3月31日

主　任　調　査　員　田中　幸夫　平成14年4月1日～平成15年3月31日

主　任　調　査　員　近藤　恒重　平成15年1月6日～同年3月31日

調　　査　　員　早川　麓司　平成15年1月6日～同年3月31日

4　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理第二課長鶴見貞雄のもと，主任調査員小津重雄，同小野克敏

が担当した。執筆分担は，以下のとおりである。

小澤　第2章，第3章第3節4（1）の第1号住居跡～第130号住居跡，（2）・（3），5・6，第4節

小野　第1章，第3章第1・2節，第3節1・2・3・4（1）の第131号住居跡～第219号住居跡

5　本書の作成に当たり，「新大領」銘へラ書き須恵器について，財団法人辰馬考古資料館学芸員の青木政幸

氏に，栃木県産須恵器については，財団法人とちぎ生涯学習文化財団埋蔵文化財センター管理普及部主査の

篠原祐一氏，同調査部主任の池田敏宏氏に御指導いただいた。

6　出土した銅釧・和鏡の分析を株式会社吉田生物研究所に依頼した。成果は付章として巻末に掲載した。



例

1　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ＝＋40880．000m，Y＝＋19400．000

mの交点を基準点（Alal）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この

大調査区を東西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，

3日・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，C‥・j，西から

東へ1，2，3‥・0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　抄録の北緯及び東経の欄には世界測地形に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　実測図・一覧表・遺物観察等で使用した記号は次のとおりである。

遺　構　　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　柵跡－SA　地下式墳－UP　土坑－SK　井戸跡－SE

溝跡－SD　道路状遺構－SF　ピット群－Pg　柱穴－P

土　層　　撹乱－K

4　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正息・竹原秀雄編著　日本色研事業

株式会社）を使用した。

5　遺構及び遺物の実測図中の表示は次の通りである。

焼土・赤彩・施粕［コ　炉⊂コ　竃・粘土・黒色処理

柱痕・抜き取り痕・油煙・煤

土器●　土製品○　石器・石製品□　金属製品△　　瓦■　　硬化面一一一一一

6　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は400分の1，遺構は60分の1または80分の1に縮尺して掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合がある。

（3）文字資料のうち，焼成前に線刻されたものを「へラ書き」，焼成後に線刻されたものを「刻書」と分け

て記述した。

7　「主軸方向」は，炉または竃の中心と入り口を結んだ軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とみなし，

その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例N－100－E，　N

－100－W）。

8　遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

（1）計測値の単位は，法量がcm，重量がgで示した。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して

示した。

（2）備考の欄は，残存率や写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。

（3）遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品，金属製品，瓦ごとに通し番

号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。

9　遺構一覧表における計測値は，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。
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副　　 書　　 名 北関東自動車道 （協和～友部）建設事業地内埋蔵文化財調査報告書

巻　　　　　　 次 Ⅲ
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シ リ　ーズ 番 号 2 2 4－集

著　　 者　　 名 小澤重雄　 小野克敏

編　 集　 機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　　 在　　 地 〒310＿0911 茨城県水戸市見和 1丁目356番地の 2　 T E L　 O29－225－6587

発　 行　 機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　　 在　　 地 〒．310－0911 茨城県水戸市見和 1丁目356番地の 2　 T E L　 O29－225－6587

発　　 行　　 日 2004 （平成16）年 3 月26 日

ふ　 り　 が　 な ふ　 り　 が　 な コード 北 緯 東 経 標 高 調査期間 調査面積 調 査 原 因

当　 向　 遺　 跡 茨城県西茨城郡岩瀬町

1

08324 36度 140度 65 20020401 13，076Id 北開東自動車道

21分 3分 ノーヽヽJ′ ～ （協和～友部）

大字堤ノ上字当向
082

51秒 26秒 55 20030331 建設事業に伴う

ばん　ち32番地ほか
（・ii芸三 m 事前調査

所 収 遺　跡　名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　　　 な　　　 遺　　　 物 特　　 記　　 事　　 項

弥生時代後期から平

安時代にかけて断続的

に営まれた集落跡が中

当　 向　 遺　 跡 集落 跡 縄　　 文 陥し穴　　 18基 縄文土器片，石鉄

弥　 ・生 竪穴住居跡　 5 軒 弥生土器片，土製品 （紡錘車）

古　　 墳 竪穴住居跡　 43軒 土師器，須恵器

土坑　　　　　 4基 土製品 （土錘 ・土玉 ・紡錘車）

石器，石製晶 （砥石・石製模造品）

金属製品 （銅釧 ・耳環）

ガラス製品 （丸玉）

心の複合遺跡である。

古墳時代後期の住居跡

から銅釧が出土してい

る。

調査区城の中央部か奈良・平安 竪穴住居跡 147軒 土師器，須恵器，瓦

掘立柱建物跡18棟 土製品 （紡錘車） ら東斜面にかけて，平

溝跡　　　　 2 条 石器，石製品 （腰帯具・紡錘車・安時代の掘立柱建物跡

柵跡　　　　 3 条 砥石）　 金属製品 （刀子・鉄鉄・ が確認され，住居跡や

土坑　　　　 19基 鉄鎌 ・紡錘車・餃具） 土坑からは，石製の巡

方や 「新大領」とへラ

書きされた須恵器の蓋

が出土している。また，

遺構園ま伴っていなし一、

が小形仏像鋳型が1点

出土している。

新治郡衛や新治廃寺・

堀ノ内窯跡群との関連

が深い遺跡と考えられ

る。

l

中・近世 竪穴住居跡　 1 軒

掘立柱建物跡 1棟
痕跡　　 10条

井戸跡　　　 3 基

柵跡　　　　 4 条

道路跡　　　 1 条

土坑　　　　 10基

ピット群　 3 カ所

段切 り遺構 1 カ所

土師質土器 （小皿・内耳銅片）

陶器，磁器，銅製品（鏡），古銭

不　　 明 方形竪穴状遺構1軒

溝跡　　　　 1 条

柵跡　　　　 1 条

仏像鋳型

墓　 城 中・近世 地下式墳　　 8 基

火葬施設　　 2 基

墓墳　　　　 1 基

土師質土器

その他 不　　 明 土坑　　　　 342基
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（6）溝跡
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（9）道路跡

㈹　土坑

帥　ピット群

仕勿　その他の遺構（段切り遺構）

個　遺構外出土遺物

6　その他の遺構と遺物

（1）方形竪穴状遺構

（2）溝跡

（3）柵跡

（4）土坑

（5）遺構外出土遺物

第4節　まとめ

付　章

写真図版



第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

日本道路公団は，常陸那珂港と北関東の各主要都市を結ぶ北開東自動車道の早期開通をめざしている0

平成10年11月4日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して・北関

東自動車道建設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて照会した0これを受けて茨

城県教育委員会は，平成10年12月15～18日に現地踏査を，平成12年7月28日に試掘調査を実施し，遺跡の所在

を確認した。平成12年9月11日，茨城県教育委員会教育長は日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに

事業地内に当向遺跡が存在する旨回答した。

平成13年7月12日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して・文化財

保護法第57条の3第1項の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した0茨

城県教育委員会教育長は，計画変更が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，

平成13年7月13日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう

通知した。

平成13年10月9日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，北関東

自動車道建設に係わる埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した0平成13年10月11日，茨城県教育委員会教

育長は日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，当向遺跡について発掘調査の範囲及び面積等につい

て回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した0

茨城県教育財団は，日本道路公団から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成14年4月1日から

平成15年3月31日まで，当向遺跡の発掘調査を実施することとなった0

第2節　調査経過

調査は，平成14年4月1日から平成15年3月31日まで実施した0調査経過については，下表のとおりである0

期　 間

項　 目

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 1 1月 12月 1 月 2 月 3 月

調 査 準 備

表 土 除 去

遺 構 確 認

遺 構 調 査
l1
l
l

遺 物 洗 浄

注 記 作 業

写 真 整 理

l1
1

i
‡
王
t

補 足 調 査

後 片 付 け

－1－－－



－2－



第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

当向遺跡は，茨城県西茨城郡岩瀬町大字堤ノ上字当向32番地ほかに所在している0

茨城・栃木・福島の3県に連なる入港山地は，八溝・鷲の子・鶏足・筑波の山塊からなり，なだらかな山並

みを形成している。遺跡周辺の地勢は三方を山に囲まれ，西側が関東平野に開けた盆地状の地形となっている。

北は鶏足山塊から派生する支脈が仏頂山（430m），高峯（520m），雨巻山（533m），富谷山（365m）と連な

り，西側は小月川の沖積地が広がっている。南は御嶽山（231m），雨引山（409m），燕山（701m）と筑波山

塊の山々がそびえている。東は棟峰（263m）を境に，洞沼川水系が笠間盆地を経て太平洋に流れている。岩

瀬盆地では鏡ケ池を水源とする桜川が，竹輪川などの支流を合わせながら中央を西へ流れ，盆地の南西部で向

きを変え，筑波山の西側を南に流れている○この二つの水系は，入港山地を東西に貫く低地帯を形成している。

盆地の周縁部には，浸食により開析をうけた尾根とそれに続く台地が広がっている。盆地内部には残丘状の

丘陵が点在し，その間は桜川とその支流によって形成された沖積地が広がっている。

当向遺跡は，岩瀬市街地から西に約5kmほど離れた盆地の外縁部に位置している。当遺跡は，背後に標高約

280mの丘陵をひかえ，そこから南へ媛やかに延びる標高55－65mの尾根上に営まれている。遺跡の南側には

桜川に続く沖積地が広がり，東と西はこの沖積地から山裾に向かって延びる谷となっている。

第2節　歴史的環境

岩瀬地域は，北関東の内陸部から太平洋岸へ至る交通路と，霞ケ浦を北上して那須方面に至る交通路が交差

し，起伏が緩やかな地形のため，古来より人々の生活拠点として最良の場を提供してきた。このため，多くの

遺跡が所在している。
とうむかい

当向遺跡〈1〉では，縄文時代から中酎こかけての遺構が確認されている。ここでは当遺跡と同時代の遺

跡を中心に，分布の概要について述べる。
いぬだじんじゃまえ　　　　　いのくぼ

縄文時代では，集落は台地上や山麓付近に営まれている。盆地南西部の山麓には犬田神社前遺跡〈2〉，猪窪
ちょうへんじ

遺跡（1）〈3〉が，盆地中央に位置する長辺寺山の西側斜面には長辺寺遺跡〈4〉が位置している。桜川右岸に
たかもり　　　たかもりにし　　　　　　　　　　　　　　　みやもと

は高森遺跡〈5〉，高森西遺跡〈6〉があり，小月川の沖積地に面した台地には，宮本A・B遺跡〈7・8〉，
いしばた　　　なかだい　　　　　　　　　　　　　　　　　うらやま

石畑遺跡〈9〉，中台遺跡〈10〉などの遺跡が点在している。岩瀬盆地東部に所在する裏山遺跡（2）からは中期
まつだ

から後期の遺構が，桧田古墳群（3）の下層でも同時期の遺構が調査されている。また犬田神社前遺跡（4）からも

中期の遺構が確認され，岩瀬地域では中期以降に人々の活発な営みが行われていたようである。

弥生時代になると岩瀬地域は比較的早く弥生文化が波及しており，盆地北部の大泉地区から中期の特徴を持
たつかいどう　　　　　　　うらやま

っ壷形土器が出土している（5）。後期には辰海道遺跡〈11〉，協和町裏山遺跡（6）〈12〉でも遺構が確認され，稲
みなみいいだ　　　ばんしょうめん

作が広まっていった様子がうかがえる○また南飯田遺跡と番匠免遺跡から出土した土器（1）は，那珂川・久慈

川流域の土器と類似性が認められ，この方面と交流のあったことを示している。
きつねづか　　　　　ちょうへんじやま

古墳時代に入ると，比較的早い段階から狐塚古墳〈13〉，長辺寺山古墳〈14〉など有力な古墳が築かれる。

狐塚古墳は長辺寺山の山麓に築かれた全長約40mの前方後方墳で，短甲や鋼鉄が出土している（7）。山頂に築

かれた長辺寺山古墳は，全長約120mの規模を持つ地域最大の前方後円墳である。県内でも早い段階に埴輪を
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第2図　当向遺跡周辺遺跡位置図（国土地理院5万分の1「真岡」）
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樹立した古墳の一つで，中部高地方面と共通する特徴を持つことが知られている（8）。また，盆地東部に所在
やま

する松田古墳群では，全長約40mの前方後円墳から鏡・直刀・銅釧その他が出土している。後期に入ると，山

接古墳群〈15〉，巌声古墳群〈16〉，美都踊古墳群（9）〈17〉，篇古墳群（10・12），葺揃2号墳（14）〈18〉，嵩指
はら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなぞの

原古墳（13）〈19〉などが造営されている。終末期には装飾古墳の花園3号墳（14）や，圭頭大刀などが出土した協
うしづか

和町丑塚古墳群（6）〈20〉が築かれ，新治国造の系譜をひく人物の墓と思われる。
かな

また大規模な集落が営まれた辰海道遺跡は居館跡も確認されるなど拠点集落としての様相を持っている。金
や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いそべ　　　　　うらやま

谷遺跡〈21〉，大田神社前遺跡は古墳時代を通じて集落が形成され，磯部遺跡（15）や協和町裏山遺跡（6）でも古

墳時代の遺構が確認されるなど，前代よりも遺跡数は増加している。
さかど　　　　　　　　　　　　　　　　にい

奈良・平安時代に入ると岩瀬地方の大部分は，常陸国新治郡の坂門郷に編入される。協和町古郡地区には新

揃茹〈22〉や端巌蕃〈23〉といった郡の主要な施設が設けられている（16）。これに伴って呈蕗蒜瓦窯跡（16）
とみややくしだい　　　　　ほんごうかわらづか　　　　　　　　　　　まなか

〈24〉，富谷薬師台瓦窯跡（17）〈25〉，本郷瓦塚遺跡〈26〉などの瓦窯が整備され，間中遺跡（18）では製鉄が行われ
ほりのうち

るなど，開発が進められている。また須恵器生産も盛んになり，堀ノ内古窯跡群（13）〈29〉が下野国側の真岡市
みな叔：かおか　　　　　　　　　にしやま　もとぬま

南高岡窯跡群（19）〈27〉や益子町西山・本沼窯跡群（20）〈28〉などの窯跡と共に周辺の集落に製品を供給している。
れんげおういん

律令制が衰退すると各地で荘園が形成され，岩瀬地域でも蓮華王院を領主とする中郡庄が成立している。さ
ちゅうぐん

らに平将門の乱以後武士の台頭が目立ち，岩瀬地域では大中臣氏系の中郡氏が中郡庄の荘官として勢力を伸ば
かどげ

している。この地域には『回国雑記』を記した道興など様々な人物が訪れ，また門毛出土の経塚遺物（21）や謡

曲「桜川」の舞台とされたように中央文化の波及も見られる。しかし世情が不安定になると，争乱を招くよう

になる。南北朝期には中郡城をめぐる戦いがあり，その後も小栗氏の乱，結城合戦を始めとして多くの合戦が

行われている。しかし，中郡氏が没落してからは有力な豪族が現れず，結城氏・真壁氏，笠間氏，宇都宮氏な
さかど　　　　　とみおか　　　　　とみや

どの諸氏が勢力拡大のために盛んに進出を繰り返している。そのため，坂戸城跡〈30〉，富岡城跡〈31〉，富谷
いわせ　　　　　　おぐり

城跡〈32〉，岩瀬城跡〈33〉，小栗城跡〈34〉などの城館が所在している。坂戸城跡は芳賀氏の流れをくむ小宅

氏を城主とし，二つの交通路が交わる地点を見下ろす山上に築かれている。南麓に位置している金谷遺跡から

は，この城に関連すると思われる遺構が確認されている○

※文中の〈　〉内の番号は，第1図及び周辺遺跡一覧表の該当番号と同じである。
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表1　当向遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　　 跡　　 名

時　　　 代

轟

号

遺　　 跡　　 名

時　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

●

平

中

●
近
世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

●

平

中

●
近

世

1 当　 向　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ・18 青　柳　 2　号　墳 ○

2 犬 田神社前遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 19 古 郡 台 原 古 墳 ○

3 猪　 窪　 遺　 跡 ○ ○ 20 丑　 塚　 古　墳　 群 ○

4 長　 辺　寺　 遺　 跡 ○ ○ 21 金　 谷　 遺　 跡 ○ ○ ○

5 高　 森　 遺　 跡 ○ 22 新　 治　 郡　 街 ○

6 高　森　 西　 遺　跡 ○ ○ ○ 23 新　 治　 廃 ・寺 ○

7 宮　 本　 A　遺　跡 ○ ○ ○ 24 上 野 原 瓦 窯 跡 ○

8 宮　 本　 B　遺　 跡 ○ 25 富谷薬師台瓦窯跡 ○

9 石　 畑　 遺 ‘跡 ○ ○ ○ 26 本 郷 瓦 塚 遺 跡 ○

10 中　 台　 遺　 跡 ○ ○ 27 南 高 岡 窯 跡 群 ○ ○

11 辰　 海　道　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 28 西山・本沼窯跡群 ○

12 裏　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 29 堀ノ内古窯跡群 ○

13 狐　 塚　 古　 墳 ○ 30 坂　 戸　 城　 跡 ○

14 長 辺 寺 山古 墳 ○ 31 富　 岡　 城　 跡 ○

15 山 ノ 入 古 墳 群 ○ 32 富　 谷　 城　 跡 ○

16 坂　戸　 古　 墳　 群 ○ 33 岩　 瀬　 城　 跡 ○

17 犬田山神古墳群 ○ 34 小　 栗　 城　 跡 ○
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

当向遺跡は，調査によって，奈良・平安時代を中心とした，縄文時代から中・近酎こかけての複合遺跡であ

ることが確認できた。また，覆土中からは旧石器時代の遺物も出土している。

遺構は，縄文時代の陥し穴18基，弥生時代の竪穴住居跡5軒，古墳時代の竪穴住居跡43軒，土坑4基，奈

良・平安時代の竪穴住居跡147軒，掘立柱建物跡18棟，溝跡2条，柵跡3条，土坑19基，中・近世の竪穴式住

居1軒，掘立柱建物跡1棟，地下式墳8基，墓墳1基，火葬施設2基，溝跡10条，井戸跡3基，柵跡4条，道

路跡1条，土坑10基，ピット群3か所，段切り遺構1か所，時期不明の方形竪穴状遺構1基，溝跡1条，柵跡

1条，土坑342基が検出された。

遺物は，旧石器（尖頭器，石刃，剥片），縄文土器片，弥生土器（壷，高杯），土師器（恥高台付椀，椀，

高杯，相，嚢，甑，壷，手捏土器，ミニチュア），須恵器（杯，高台付杯，蓋，盤，高盤，壷，嚢，提瓶，円

面硯，平瓶，捏鉢），土師質土器（鉢，内耳鍋，措鉢），瓦，陶磁器片，土製品（球状土錘，支脚，紡錘車，羽

口，仏像鋳型），石器・石製品（蔽石，磨石，鉄，砥石，裏玉，紡錘車，石製模造品，腰帯具），鉄器・鉄製品

（鉄，刀子，餃具），鉄淳，銅製品（銅釧，腰帯具，和鏡），古銭，人骨，獣骨，種子等が出土し，遺物収納コ

ンテナ（60×40×20cm）119箱に収納された。代表的な遺物としては，古墳時代の竪穴住居跡の主柱穴から出土

した銅釧や，奈良・平安時代の土坑から出土し，「新大領」のヘラ書きが見られる須恵器杯蓋がある。

第2節　基本層序

テストピットは，調査区南端のL17f8区に掘削した○地表面の標高は61・6mで，地表面から深度2・3mまで掘

り下げた。

テストピットの土層は，色調・構成粒子・含有物・粘性などから10層に細分される。

第1層は黒褐色を呈する腐植土層で，耕作土である。

赤色粒子を少量含む。粘性・しまり共に弱い。層厚は23

～30cmである。

第2層は暗褐色を呈するソフトローム層で，原生植物

の根が見られる。粘性・しまり共に弱い。層厚は7～

14cmである。ゴボウトレンチヤーによる撹乱を多く受け

ている。

第3層は褐色を呈するハードローム層で，粘性は弱い

がしまりは普通である。層厚は7～15cmである。縦の割

れ目（クラック）が発達している。一部にゴボウトレン

チヤーによる撹乱を受けている。

第4層は暗褐色を呈するハードローム層で，粘性は弱

いがしまりは強い。層厚は20－25cmである。クラックが

発達している。
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第5層は暗褐色を呈するハードローム層で，粘性は弱いがしまりは強い。層厚は25～34cmである。第3・4

層のようなクラックは発達していない。

第6層は鈍い黄褐色を呈するローム層で，粘土化した鹿沼パミスを少量含む。粘性・しまりは共に普通であ

る。層厚は9－15cmで，クラックが発達している。

第7層は鈍い黄褐色を呈するローム層で，粘土化した鹿沼パミスを中量含む。粘性・しまりは共に普通であ

る。層厚は3～10cmで，クラックが発達している。

第8層は黄橙色を呈する鹿沼層で，2～5mmの粘土化していない鹿沼パミスからなる。粘性は弱く，さらさ

らしており，しまりは普通である。層厚は55～70cmである。

第9層は黄橙色を呈する鹿沼層で，2～3mmの粘土化していない鹿沼パミスからなる。粘性は弱く，さらさ

らしており，しまりは普通である。層厚は12－22cmである。

第10層は黄橙色を呈する鹿沼層で，2～3mmの粘土化した鹿沼パミスからなる。粘性は強く，しまりは普通

である。層厚は10～18cmである。下層は未掘のため本来の厚さは不明である。

住居跡・土坑等の遺構は，第3層上面で確認した。

第3節　遺構と遺物

1　縄文時代の遺構

今回の調査では，縄文時代の陥し穴と考えられる土坑18基を検出した。また，遺構外からは縄文時代の遺物

が出土している。以下，遺構と遺物について記述する。

（1）土坑

第60号土坑（第4図）

位置　調査区中央部のK17gO区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第88号住居に掘り込まれている。

⑥飛

規模と形状　残存部は，長軸1．3m，短軸0．5mの長方形で，主軸方向は

七。gl N－200－Wである。深さは80cmで，短軸方向の断面は逆台形である。
－Wlm

覆土　4層からなる。全体的にしまりのある堆積状況から自然堆積と

A
－61．2m

華1m
里　　；　一

第4図　第60号土坑実測図

考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量

2　にぷい黄褐色　　ローム粒子多量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

4　褐　　　色　　鹿沼パミス中量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。
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第78号土坑（第5図）

位置　調査区中央部のL18舵区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第106号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南側が調査区域外に延びているため全容は不明であるが，長軸1．6

m，短軸1mが確認され，残存部の形状から長方形と推定される。主軸方向は

N－70－Wである。深さは120cmで，短軸方向の断面は逆台形である。

覆土　8層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　にぷい黄褐色

ローム粒子・炭化粒

子少量

ロームブロック微量
ロームブロック少量

ローム粒子中量，
炭化粒子少量

5　褐　　　色　　ロームブロック・炭

化粒子少量
6　褐　　　色　　ロームブロック少量

7　暗　褐　色　　ローム粒子少量
8　褐　　　色　　ロームブロック・鹿

沼パミス少量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。

0　　　　　1m
呈　　　上　　1

第5図　第78号土坑実測図

第100号土坑（第6図）

位置　調査区西部のJ15b7区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．2m，短径0．9mの楕円形で，長径方向はN－800－Eである。深さは85cmで，底面は長楕円

形，短軸方向の断面は逆台形である。

覆土　6層からなる。全体的にしまりがあり，レンズ状の堆積状

況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化物微量

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック微量

ロームブロック少量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。

第101号土坑（第7図）

位置　調査区西部のJ15a8区に位置し，尾

根上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．3m，短径1．2mの楕円形

で，主軸方向はN－480－Eである。深さは

95cmで，短軸方向の断面は逆台形である。

覆土　7層からなる。全体的にしまりがあ

り，レンズ状の堆積状況から自然堆積と考

えられる。

⑥
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第6図　第100号土坑実測図

牟干
‾ニ≡三…

．Slm

一■ここ．－

∈

可
Lr）
く○

可

第7図　第101号土坑実測図
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土層解説
1　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
4　褐　　　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。

5　明　褐　色

6　明　褐　色

7　極暗褐色

ローム粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
炭化粒子少量，ローム粒子微量

第111号土坑（第8図）

位置　調査区西部のJ16cl区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径2．5m，短径1．3mの長楕円形で，長径方向はN－780－Wである。深さは120cmで，短径方向

の断面は逆台形である。

ピット　3か所。深さは10cm前後で，長径方向に沿って1列に並んでいる。

覆土13層からなる。全体的にしまりがあり，レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

第8図　第111号土坑実測図

第205号土坑（第9図）
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第9図　第205号土坑実測図

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子少量

ロームブロック少量

黒色粒子少量，焼土粒子微量
黒色粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子・黒色粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・黒色粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・黒色粒子微量
ロームブロック少量，黒色粒子微量

ロームブロック少量

鹿沼パミス多量，ロームブロック中量
ロームブロック中量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えら

0　　　1mれる。3か所の小ピットには，逆茂木などを立てた

ものと考えられる。また，軸線と配置から，第208号

土坑と対をなしていたと考えられる。

－10－

位置　調査区中央部のK17i2区に位置し，尾根上

の平坦部に立地している。

重複関係　第121号住居に掘り込まれている。

規模と形状　上部に撹乱を受けている。長径2．0m，

短径0．9mの長楕円形で，長径方向はN－00であ

る。深さは90cmで，短径方向の断面は逆台形であ

る。

覆土　7層からなる。全体的にしまりがあり，レ

ンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量



3　灰黄褐色　　ロームブロック・焼土粒子微量

4　にぷい黄褐色　　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。

6　灰黄褐色
7　暗　褐　色

ロームブロック微量

ロームブロック少量

第208号土坑（第10図）

位置　調査区西部のJ16i4区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第30号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．3m，短軸1．5mの長方形で，主軸方向はN－870－Eである。深さは90cmで，短軸方向の断

面は逆台形である。

ピット　1か所。深さ10cmほどである。

覆土　3層からなる。全体的にしまりがあり，

レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられ

る。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子・赤色粒子微量
2　褐　　　色　　ローム粒子・黒色粒子少量
3　褐　　　色　　黒色粒子中量，ローム粒子少量

遣物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考

えられる。小ピットには，逆茂木などを立てた

ものと考えられる。また，軸線と配置から，第

111号土坑と対をなしていたと考えられる。 第10図　第208号土坑実測図

第219号土坑（第11図）

位置　調査区中央部のL17C7区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第101号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長径2．2m，短径1．2mの長楕円形で，主軸方

向はN－600－Eである。深さは100cmで，短径方向の断面

は逆台形である。

覆土　7層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と

考えられる。

土層解説

1　極暗褐色
2　黒　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

7　にぷい褐色

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロツク・炭化粒子微量

呂霊荒；；芸芸，炭化粒子’鹿沼パミス微量　第11図第219号土坑実測図

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。
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第221号土坑（第12図）

位置　調査区中央部のL18fl区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第109・111号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南側が調査区域外に延びているため全容は不明だが，長径1．6m，短径1．0mが確認され，残存部

分の形状から長楕円形と推定される。主軸方向はN－50－Eであ

七8f2　る。深さは100。皿で，短径方向の断面は逆台形である。
Sl109　　　－S2m・Wlm

覆土　7層からなる。全体的にしまりのある堆積状況から自然堆積

と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

0　　　　　1m

宣　呈　！遣物出土状況

炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子中量
ローム粒子少量

ローム粒子中量，黒色粒子少量

鹿沼パミス少量，ロームブロック微量
ローム粒子・鹿沼パミス少量

遺物は認められなかった。

第12図　第221号土坑実測図　　　　　所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。

第244号土坑（第13図）

位置　調査区中央部のL17eO区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

規模と形状　長径1．8m，短径1．2mの楕円形で，主軸

鎚言〕－＋…鞋琶誓
亘二二二黛／「三：

第13図　第244号土坑実測図

0　　　　　1m

！　；・！

黒　褐　色　　黒色粒子少量，ローム粒子微量

暗　褐　色　　ローム粒子少量，しまり普通
暗　褐　色　　黒色粒子中量，ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子少量，しまり強
5　暗　褐　色　　黒色粒子中量，ローム粒子少量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えら

れる。

第292号土坑（第14図）

位置　調査区中央部のL18g5区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第310号土坑を掘り込み，第164号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．9m，短径1．6mの楕円形で，主軸方向はN－900－Eである。深さは120cmで，短径方向の

断面は逆台形である。
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覆土　5層からなる。全体的にしま

りがあり，レンズ状の堆積状況から

自然堆積と考えられる。

土層解説

1　にぷい黄褐色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　にぷい黄褐色

遺物出土状況

った。

ローム粒子中量

ローム粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック中量

ロームブロック微量

遺物は認められなか

第14図　第292号土坑実測図

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。

第310号土坑（第15図）

位置　調査区中央部のL18g5区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第164号住居と第292号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．4m，短軸0．6mの長方形で，主軸方向はN－

240－Eである。深さは50cmで，短軸方向の断面はU字形である。

ピット　1か所。深さは10cmである。

覆土　6層からなる。全体的にしまりのある堆積状況から自然堆

積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　にぷい黄褐色

6　暗　褐　色

ローム粒子微量
ローム粒子微量

ローム粒子中量
ロームブロック少量

ローム粒子多量

ローム粒子多量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。小ピッ

トには，逆茂木などを立てたものと考えられる。

第410号土坑（第16図）

位置　調査区東部のM19b5区に位置し，東側へ傾斜する斜

面部に立地している。

重複関係　第198号住居と第409号土坑に掘り込まれてい

る。

規模と形状　南側が調査区域外に延びており，全容は不明

であるが，長軸1．6m，短軸0．9mが確認され，残存部分の

形状から長方形と推定される。主軸はN－360－Eである。

深さは110cmで，短軸方向の断面はU字形である。

覆土　8層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と

考えられる。

－13－
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第15図　第310号土坑実測図

第16図　第410号土坑実測図
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土層解説

1　明褐色　　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　暗褐色　　炭化粒子少量，ワーム粒子・焼土粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　褐　　色　　ローム粒子多量，炭化粒子中量，焼土粒子微量

6　明褐色　　ローム粒子多量
7　褐　　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

8　暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片1点，土師器片9点，土師質土器片1点が出土しているが，撹乱による混入である。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。

・第418号土坑（第17図）

位置　調査区東部のL19i8区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

A
－56．6m

重複関係　第17号掘立柱建物，第485号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径2．0m，短径1．4mの長楕円形で，主軸方向は

N－270－Wである。深さは100cmで，短径方向の断面はⅤ字形で

ある。

覆土　4層からなる。全体的にしまりがあり，レンズ状の堆積状

況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子微量

3　にぷい黄褐色　　ローム粒子多量
4　褐　　　色　　鹿沼パミス中量，ロームブロック微量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

』　m所見規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。

第17図　第418号土坑実測図

第430号土坑（第18図）

位置　調査区中央部のL18C3区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第15号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　確認部分では長軸1．3m，短軸0．9mで，長方形と推定される。主軸方向はN－800－Eである。深

可

七8。4
A
－60．4m

、挙

l
ヽ
／

0　　　　　1m

！　；　！

第18図　第430号土坑実測図

さは40cmで，短軸方向の断面は逆台形である。

ピット　1か所。深さ10cmである。

覆土　4層からなる。全体的にしまりがあり，レンズ状の堆積状

況から自然堆積と考えられる。

色
色
色
色

褐
褐
褐

説解
黒
暗
黒
黒

層土

1

2

3

4

ローム粒子微量

ローム粒子少量
鹿沼パミス少量

鹿沼パミス少量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。小ピッ

トには，逆茂木などを立てたと考えられる。
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第446号土坑（第19図）

位置　調査区東部のL19i2区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している○

重複関係　第176号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長径2．2m，短径1．1mの長楕円形で，

長径方向はN－700－Eである。深さは100cmで，短

径方向の断面はU字形である。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から自然

堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　明褐色
4　明褐色
5　明褐色
6　黒褐色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
ローム粒子多量，炭化粒子少量

ローム粒子多量，炭化粒子微量

ローム粒子多量，炭化材微量
ローム粒子多量

遣物出土状況　遺物は認められなかった。 第19図　第446号土坑実測図

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えら

れる。また，軸線と配置から，第493号土坑と対をなすと考えられる。

第449号土坑（第20図）

位置　調査区東部のL20il区に位置し，斜面下部の低地に立地している○

重複関係　第440号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．2m，短軸1．1mの隅丸長方形で，主軸方向はN－

370－Eである。深さは80cmで，短径方向の断面はU字形である。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

4　褐　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。
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第20図　第449号土坑実測図

第493号土坑（第21図）

位置　調査区東部のL19gl区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第173号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．8m，短径0．9mの楕円形で，長径方向はN－

550－Eである。深さは90cmで，短径方向の断面は逆台形である。

覆土　8層からなる。全体的にしまりがあり，レンズ状の堆積状

況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒′褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
焼土粒子中量，ロームブロック少量

ロームブロック中量，炭化粒子少量
ロームブロック・炭化粒子少量

－15－
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第21図　第493号土坑実測図



5　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，しまり強

遺物出土状況　遺物は認められなかった。

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ロームブロック・炭化粒子微量

鹿沼パミス少量，ローム粒子・炭化粒子微量

所見　規模と形状から，縄文時代の陥し穴と考えられる。また，軸線と配置から，第446号土坑と対をなすと

考えられる。

（2）遺構外出土遺物

遺構に伴わない縄文時代の主な遺物について，観察表で記述する。
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第22図　遺構外出土遺物実測図
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遺構外出士遺物観察表（第22図）

番号 種　 別 器　 種 文 様 の 特 徴 色　 調 胎　　 土 焼成 出土位置 備　 考

T PlO 縄文土器 深　 鉢 沈線を沿わせた隆帯。隆管内に単節 L R 縄 文 にぷい黄橙 石英・長石 ・雲母 普通 SI－25覆土 中期後 半

T P15 縄文土器 深　 鉢 目線部に隆帯貼付。下部に単節縄文 R L を施文 明赤褐 長石 ・雲母 普通 SI－124覆土 中期 後半

T P 39 縄文土器 深　 鉢 地文に撚糸文。半裁竹管による波状文を施文 にぷい黄橙 長石 普通 SI－121覆土 前期後半

T P 44 縄文土器 探　 鉢 口唇に半裁竹管による刺突文。目線部に角押文を施文し，下部に隆帯貼付 明赤褐 石英 ・長右 ・雲母 普通 SI－188覆土 中期前半

T P ∴16 縄文土器 深　 鉢 地文に撚糸文。半裁竹管による平行沈線文と弧状文を施文 にぷい橙 長石 ・赤色粒子 普通 SK－97覆土 前期後半

T P 47 縄 文土器 深　 鉢 地文に撚糸文。半裁竹管による変形爪形文と平行洗練文を施文 にぷい橙 長石 ・雲母 普通 SK－97覆土 前期後半

T P48 縄 文土器 深　 鉢 目線部に先端が渦巻く隆帯を貼付。区画内を単節 R L 縄文で充填 暗灰黄 石英 ・長石 普通 SI－41覆土 中期後半

T P49 縄 文土器 深　 鉢 蛇行する太沈線文を施文。下部に隆帯を貼軋　 内側に角押文を施文 にぷい橙 石英・長石・赤色粒子 普通 SI－111覆土 中期前半

T P50 縄 文士器 深　 鉢
波頂部に 2 本 の刻み。地文に撚糸文。日録部を 2 段 の変形
爪形文で区画 し， 摘 βに平行沈線文

にぷい赤褐 石英・長石・雲母 普通 SI－108覆土 前期後半

T P51 縄文 土器 探　 鉢 胴部に波状貝殻文を施文 にぷい橙 石英・長石・赤色粒子 普通 SI－26覆土 前期後半

T P52 縄文 土器 探　 鉢 胴部に横位の太沈線文を施文 にぷい橙 石英 ・長石 普通 SH H 覆土 早期後半

T P53 縄文土 器 深　 鉢 胴部に斜位の変形爪形文を施文 明黄褐 石英 ・長石 普通 SI－26覆土 前 期後半

T P54 縄文士器 深　 鉢 目線部に横位の変形爪形文を施文 橙 石英・長石・雲母 普通 SI－26覆土 前期 後半

T P55 縄文士 器 探　 鉢 隆帯による渦巻文 にぷい橙 石英 ・長石 普通 SI－20覆土 中期 後半

番 号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 49 鉱 3．2 1．9 0 ．4 5 2．00 チ　 ャ　ー ト 断 面 レ ンズ 状 ， 基 部 に決 り， 端 部 欠 損 S I－6 9 覆 土 P L lO4

Q 64 鍍 2．5 2 ．0 0 ．72 2．76 チ　 ャ　ー ト 断 面 菱 形 S I－12 4覆 土

Q 9 1 銀 2．7 1．5 0．42 1．20 チ　 ャ　ー ト 基 部 に 決 り， 端 部 欠 損 S B 1 6 覆 土

Q 92 鉄 1．5 5 1．2 5 0．25 0．2 8 黒 曜 右 断 面 レ ンズ 状 ， 基 部 に決 り S I－11 表採 P L lO 4

Q 93 鍍 2．1 2 ．0 0．45 1．14 チ　 ャ　ー ト 断 面 レ ンズ 状 ， 基 部 に 明瞭 な決 り 表 採

2　弥生時代の遺構と遺物

今回の調査では，弥生時代の竪穴住居跡5軒を検出した。また，遺構外からも弥生時代の遺物が出土してい

る。以下，遺構と遺物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第93号健腰掛（第23図）

位置　調査区中央部のK16f9区に位置し，尾根上の平班部に立地している。

重複関係　第138号住居・・第246・247・248・249号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西側の壁が削平されているが，残存部から長軸6．3m，短軸4思mの長方形と推定され，主軸方

向はN－370－Wである。壁高は2▼～10cmで，外傾して緩やかに立ち上がっている。

床　ほぼ平土「tで，炉の周辺がやや踏み固められている。

炉　中央部のやや北西寄りに設けられ，長径55cln，短径40cmの楕円形を呈し，皿状にくぼんでいる。火床部は

地山のローム土が赤変硬化しており，中央から被熱した炉石が出土している。また，弥生土器の小片が炉の覆

士から出土している。

炉土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　　焼土粒子6炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量

－17－

4　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗赤褐色　　焼土ブロック・ローム粒子微量
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第23図　第93号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　単　一層である言覆土は薄く，撹乱も激しいため堆積状況は不明である。、

土層解説

＿1黒　褐　色　　ロームプロ、ソク・焼士粒子・炭化粒凸微量

遺物出土状況　弥生土器片50点（目線部上　胴部47，底部2），炉右上点の他，埋没時に混入したと考えられ

る縄文土器片7点，後世の耕作などで混入したと考えられる土師器片118点（杯類58，棄類60上　須恵器片10点

（杯類3，婆類7），陶器片8点（椀）が出土している。弥生土器片は炉の北側に多く見られ，1は破片の状態

で床面から出土している。

新風　時期は，出土土器から後期後半と考えられる。

第93号住居跡出土遺物観察表（第23回）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 文 様 の 特 徴 色　 調 胎　　 土 焼成 出土位置 備　 考

1 弥生土器 二士ご雪ぎ － （38．6） －

頚部に櫛歯状工具による簾状文。胴部に

附加条一種附加2 条の縄文を羽状構成
にぷい橙 砂粒 ・長石 e石英 普通 床面 10％

番号 種　 別 器　 種 文 様 の 特 徴 色　 調 胎　　 土 焼成 出土位置 備　 考

T P l 弥生土器 二土ご雪ぎ 胴部に附加条一種附加 2 条の縄文を羽状構成 にぷい黄橙 石英 ・長石 ・雲母 普通 覆土下層

T P2 弥生土器
i 壷 胴部に附加条一種附加 2 条の縄文を横位 e縦位 2 方向から施文 にぷい黄橙 石英 ・長石 普通 覆土下層

T P3 弥生士器 壷 胴部に附加条一種附加 2 条の縄文を施文 にぷい褐 石英 ・長石 普通 覆土下層

T P 4 弥生工器 まご笠g 胴部に櫛歯状工具による簾状文。下部に附加条一種附加2条の縄文を施文 にぷい黄褐 石英 ・長石 普通 覆土下層

第礪考健贋跡　第別図）

位置　調査区中央部のK16g4区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第39号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．0m，短軸3．7mの長方形で，主軸方向はN－00である。壁高は15～25cmで，わずかに外傾

して立ち上がる。

床　ほぼ平粗で，広範囲に踏み囲められているp

炉　中央部の西寄【‖こ設けられ，長径60elll，短径40cluほどの楕円形を呈し，jl山大にくぼんでいる∴覆十は15cm

ほど堆積しているが，火床部はあまり硬化していない。

炉土層解説

1　灰黄褐色　　炭化粒子中量，焼土粒子少量 2　にぷい黄褐色　　炭化物0焼土粒子微量

尊皇　3層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　　色　　ロームブロックe炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒千・焼士粒千・歳化粒子微量

3　明　褐　色　　ローム粒子多量

遺物出土状況　弥生土器片13点（胴部12，底部1）の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片3点，後

世の耕作などで混入したと考えられる土師器片57点（杯類25，聾類32），須恵器片2点（杯類1，襲類1つ，陶

器片4点が出土している。3は南東部の床面から横位で出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えら

れる。

所見　時期は，出土土器から後期後半と考えられる。、

…㍉桟上…
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第24図　第146号住居跡・出土遺物実測図

第146号住居跡出土遺物観察表（第24図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 文 様 の 特 徴 色　 調 胎　　 土 焼 成 出 土 位 置 備　 考

3 弥 生 土 器 ∃亘 － （ほ 6） 6．8 胴 部 に 附加 条 一種 附 加 2 条 の縄
文 を羽状 構 成 ハ底 部 大 貴痕 n

にぷ い橙 石英 ・長石 ・雲母 普 通 床 面 50％　 PL 84

－20－



第161号住居跡（第25・26図）

位置　調査区南部のL18h7区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第167・168号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南が調査区域外に延びているため，全形は不明である。確認されたのは長軸4．0m，短軸3．8mで，

方形もしくは隅丸長方形と推定される。主軸方向はN－30－Wである。壁高は10～12cmで，外傾して緩やか

に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，炉を中心にして中央部が踏み固められている。

炉　長径70cm，短径40cmの楕円形で，床面を皿状にわずかに掘りくぼめてある。火床部は赤変硬化しており，

焼土が厚く堆積している。火床部中央から被熟した炉石が出土している。

炉土層解説

1暗赤褐色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量　　　4　暗赤褐色　　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　　焼士粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量　　　　5　褐　　色　　焼土ブロック・ローム粒子微量
3　褐　　色　　ロームブロック少量

ピット　7か所。Pl～P6は，配置から柱穴と考えられる。P7は北壁中央に位置しているが，性格は不明

である。

第25図　第161号住居跡実測図
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覆豊　6層からなる。西の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼士粒子微量
3　褐　　　色　　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　　炭化粒子少量，ロームブロック6焼土粒子微量

5　黒　褐　色　　ローム粒子の焼土粒子も炭化粒子少量

6　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出立状況　弥生土器片87点（打線部8タ　胴部75，底部4），石製品1点（砥石），炉石1点の他，後世の耕

作などで混入したと考えられる土師器片16点（杯類12，聾類4），須恵器片1点（琢），陶器片1点が出土して

いる。確は逆位9　5は横位でそれぞれ床面より出土しておりタ　本跡の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

また，Qlは炉の中央から，Q2は炉の南側から～＿旧一二している、、

所凰　確認できた柱穴の配置と数から，8～10本の柱を持っていたと推定される。時期はタ　出土土器から後期

後半と考えられる。

第161号佃剛酎甘士遣物観察表（第26図）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 文 様 の 特 徴 色　 調 胎　　 土 焼成
出土位置 i 備 考

4 弥生土器 壷 ［20．7］ （8．2） －
口唇部に縄文を施文。口綾部附加条一種附
加2条の縄文。輪積み部分に縄文を押庄

にぷい橙 石英を長石せ雲母 普通
床面 ilO％ PL 84

5 弥生土器 －こお雪ぎ － （11．3） 7．6
胴部に附加条一種附加 2 条の
縄文を羽状構成。底部木葉痕

にぷい赤褐 石英・長石・雲母 普通
床面 恒 ％ PL 84

6 弥生土器 壷 … （2．4） ［5．8］ 胴部下端ナデ。底部木葉痕 にぷい黄橙 赤色粒子 ・雲母 普通
床面 ！5％

722 弥生土器 ”ニお雪ぎ － （4．3） ［15．2］
胴部に附加条一種附加 2 条の
縄文を羽状構成。底部木葉痕

明赤褐 長石 ・赤色粒子 普通
覆土下中 ％

番号 準　 別 器　 種 文 様 の 特 徴 色　 調 胎　　 土 焼成 出士位置 備　 考

T P7 弥生士器 壷 頚部に無文革。胴部に附加条一種附加 2 条の縄文を施文 にぷい褐 有英 ・長有 普通 覆土下層

T P8 弥生土器 Mことご二鑑 頚部を縦沈線で区画， 2 ～ 3条を 1単位とする桟走波状文で充填 にぷい褐
右奥 ・長有 ・白色
粒子 普通 覆土下層

T P 9 弥生土器 ー二王ご笠E 頚部に櫛歯状工具による簾状文。胴部に附加条一種附加2条の縄文を羽状構成 にぷい黄橙 石英 。長石 普通 覆土下層

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q l 炉 石 （2 1．4） 14 ．6 5 ．5 （19 90 ） 砂 岩 被 熱 痕有 り 炉内

Q 2 砥 石 21 ．1 12．5 10 ．3 2 9 30 砂 岩 砥 面 2 面 床 面

第帽号健贋跡（第27囲）

位置　調査区東部のL18i9区に位置し∴束へ傾斜する斜面部に立地しているJ

重複関係　第151・170号住居，第26・27星土坑に掘り込まれている。、L

規模と形状　東壁が削平されているため全形は不明である。確認できたのほ長軸4．8m，短軸3。8mで，隅丸長

方形と推定される。主軸方向はN－210－Wである。壁高は12cmで，外傾して緩やかに立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，炉を中心にして中央部が踏み囲められている。

炉　中央部やや東寄りにわずかに焼士の痕跡が見られるが，第170号住居の掘り込みでほとんど破壊されたも

のと考えられる。

ピット　＿11か所。Pl～P3は深さ30、50clllで，主柱穴である。、他に対応する主柱穴は確認できなかった。「、P

7～Pllは深さ10～30clnで、配置から柱穴と推定されるが，西壁以外では確認できなかった。

穫蓋　6層からなる。西の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子微量

4　褐　　　色　　ローム粒子多量

－23－



5　褐　　　色　　ローム粒子少量 6　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片27点（口緑部2，胴部25）の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片1点が

出土している。出土した弥生土器は何れも細片で，覆土中に散在している。また，重複する第170号住居から

は，本跡を掘り込んだ際に掘り起こされ，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片7点が出土している。

所見　時期は，出土土器から後期後半と考えられる。

叫鴇瑚細皿 鞠．脚

第27図　第169号住居跡・出土遺物実測図
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第169号住居跡出土遺物観察表（第27図）

番号 種　 別 器　 種 文 様 の 特 徴 色　 調 胎　　 土 焼成 出土位置 備　 考

T P 16 弥 生 土 器 笠壬
口唇部 に縄文 を施 文。 口綾 部附加条一種 附加 2 条 の 縄 文 を

羽状構成
にぷい褐 長石 ・雲母 普通 覆土 中

T P 1 7 弥 生 土 器 宣E
口 唇 部 に縄文 を施文。 口縁 部附加条一種附加 2 条 の 施 文。

輸積 み部分に縄文 を押圧 暗褐 長石 ・雲母 普通 覆土 中

T P 18 弥 生 土 器 ∃亘
口唇 部に縄文 を施文。 口緑部 附加条一種附加 2 条 の 施 文。

輪積 み部分に縄文 による刺突
灰褐 長石 ・雲母 普通 覆土中

T P 19 弥 生 土 器 宝E
附 加 条 一種附加 2 条 の 縄 文 を羽状構 成。輪積み部分 に縄 文

原体 による刺突
にぷい褐 石英 ・長石 普通 覆土中

T P 2 0 弥 生 土 器 宝E
附 加 条 一種 附加 2 条 の 縄 文 を羽状構 成。 輪積み部分 に縄 文

原体 による刺 突
橙 石英 ・長石 普通 覆土中

T P 2 1 弥 生 土 器 ヨE
口 縁 部 に附加条 一種 附加 2 条 の 施 文。下端 に縄文原体 によ

る刺突。頚 部に 8 本 の 櫛 歯状工具 による連 弧文
にぷい橙 長石 普 通 覆土 中

T P 2 2 弥 生 土 器 当亘 胴部 に附加条一種 附加 2 条 の 縄 文 を羽状構成 にぷい褐 石英 ・長石 普通 覆土 中

第202号住居跡（第28図）

位置　調査区東側のM19C7に位置し，斜面裾部に立地する。

重複関係　第166号住居，第491号土坑に掘り込まれている。

第28図　第202号住居跡・出土遺物実測図

皆714
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規模と形状　南は調査区域外に延びており，全体に撹乱や削平を受けているため，全形は不明である。西壁の

み90cmほどの範囲が残存している。

床　ほぼ平坦である。

ピット　3か所。深さは，Plが15cm，P2が10cm，P3が20cmである。性格は不明である。

覆土　2層からなる。覆土が薄いため堆積状況は不明である。

土屑解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック微量 2　褐　　　色　　ローム粒子中量

遣物出土状況　弥生土器片62点（口縁部2，胴部58，底部2），石器1点（蔽石），土製品1点（紡錘車）の他，

後世の耕作などで混入したと考えられる土師器片45点（杯類6，嚢類34，高杯5），須恵器片3点（杯類）が

出土している。159は西壁際の床面から出土している。Q21は使用面に赤色顔料が付着した状態で，覆土下層

より出土しているが，本跡に伴うかどうかは不明である。

所見　時期は，出土土器から後期後半と考えられる。

第202号住居跡出土遺物観察表（第28図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 文 様 の 特 徴 色　 調 胎　　 土 焼 成 出 土 位 置 備　 考

15 9 弥 生 土 器 宣E （12．9） 7 ．0
胴 部 附 加 条 一 種 附 加 2 条 の縄

文 で 羽 状構 成 。 底 部 木 葉 痕
橙 石英 ・長石 ・雲母 普 通 床 面 20 ％

7 14 弥 生 土 器 高 杯 － （3．0） 2 ．9 外 面 指 ナ デ にぷ い褐 長 石 ・雲 母 普 通 覆 土 中 10 ％ レ

番　 号 器　 種 長 さ （径 ） 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

D P 7 紡 錘 車 4．8 2．5 79 ．6 土 側 面指 頭 に よ るナ デ ， 孔 径 0，5 円 筒 形 覆 土 中 P L lO3

Q 2 1 敲 石 9．3 5 ．3 2．4 17 4 ．9 安 山 岩 打 突面 摩 耗 覆 土 下 層 赤色顔料付着

（2）遺構外出土遺物

遺構に伴わない弥生時代の主な遺物について，実測図と観察表で記載する。

∴車圭二手欝：．－．－

、二幸ぎ十∵．
第29図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第30図　遺構外出土遺物実測図（2）

遺構外出土遺物観察表（第29・30図）

0　　　　　　　　5cm

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L　　」

番号 種　別 器　種 口　径 器　高 底　径 文様の特徴 色　調 胎　　 土 焼成 出土位置 備　考

708 弥生土器 宣E （4．6） 9．0 剛汀条一種附加2条の羽状構成。底部木葉痕にぷい橙石英・長石・雲母 普通 表採 5％

709 弥生土器 当亘 － （3．7） ［7．9］ 附加条一種附加2条の縄文。底部木葉痕にぷい赤褐石英・長石・雲母 普通 段切り遺構5％

番号 種　別 器　種 文様の特徴 色　調 胎　　 土 焼成 出土位置 備　考

TP45 弥生土器 雲巨 頚部に11本単位の櫛歯状工具による連弧文。胴部との境に簾状文 明赤褐 石英・長石 普通 SI－196覆土

TP56 弥生土器 雲霞
口唇部に縄文原体を押圧。口綾部に無文帯を有し，下部は

附加条一種附加2条の縄文 明黄褐 石英・長石・雲母 普通 SI－97覆土

TP57 弥生土器 宣E
胴部を8本の櫛歯状工具による簾状文で区画。頚部に櫛歯

状工具による連弧文。胴部に附加条一種附加2条の縄文
にぷい橙石英・長石 普通 SI－200覆土

TP58 弥生土器 壷 頚部に10本単位の櫛歯状工具による波状文 にぷい橙石英・長石・雲母 普通 SI－200覆土

TP59 弥生土器 宝E 頚部に10本単位の2組の櫛歯状工具による波状文 にぷい橙石英・長石・雲母 普通 SI－200覆土

TP60 弥生土器 宣E 頸部に4本単位の櫛歯状工具による波状文 にぷい黄橙石英・長石・雲母 普通 SI－175覆土

TP61 弥生土器 宣E 頚部に櫛歯状工具による山形文 にぷい黄橙
長石・赤色粒子・

雲母 普通 SI－178覆土

TP63 弥生土器 ∃宣
頸部下に櫛歯状工具による簾状文。胴部に附加条一種附加

2条の羽状縄文
にぷい黄橙石英・長石・雲母 普通 表採

TP64 弥生土器 ∃亘
口唇部に縄文原体を押圧。ロ綾部附加条一種附加2条の羽

状構成。口緑部下端に縄文原体を押庄 にぷい黄石英・長石・雲母 普通 表採

3　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査では，古墳時代の竪穴住居跡44軒，土坑4基を検出した。また，遺構外からも古墳時代の遺物が

出土している。以下，遺構と遺物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第20号住居跡（第31図）

位置　調査区西部のJ16d4区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3．8m，短軸3．7mの方形で，主軸方向はN－200－Wである。壁高は10～15cmで，各壁とも外

傾して立ち上がっている。竃付近の北東コーナーが住居内にせり出している。

床　ほぼ平坦で，硬化面は確認できなかった。

竃　北壁の東コーナー寄りに位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで100cm，袖部幅は80cmである。

煙道部は壁外へ50cmほど掘り込み，緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部は崩落し，竃内に構築材の砂

質粘土が堆積している。袖部は，砂質粘土を地山上に貼り付けて構築されている。火床部は血状にわずかにく

ぼみ，焼土が3cmほど堆積している。

竜土層解説
1　黒　褐　色　　粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　粘土粒子少量，焼土ブロック微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量

4　暗　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗　褐　色

－27－

粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
焼土ブロック少量，ローム粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量



④
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第31図　第20号住居跡・出土遺物実測図

覆土　3層からなる。北西側から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

0　　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　　1m

246

0　　　　　　　　　　　10cm

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量　　　　　　3　褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片86点（杯類23，嚢類63）の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片1点，後世

の耕作などで混入したと考えられる陶器片1点が出土している。244は北東部，245は南西部の覆土下層からそ

れぞれ出土している。246は北西部の床面から出土している。

所見　北東コーナーの張り出しは，位置と形状から竃脇の棚状施設として利用された可能性がある。時期は，
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出土土器から6世紀前半と考えられる．

第20号住居跡出土遺物観察表（第31図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径
［

胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考

244 土 師器 林 ［10．0］ 4．3
！［4．8］

；
長石 にぷい褐 普通 体部内外面ナデ 覆土下層 20％

245 土 師器 杯 ［16．0］ （5．0） －
舘 義挙色粒子 。

にぷい褐 普通 体部外面へラ削 り，内面ナデ 覆土下層 15％

246 土師器 椀 ［11．6］ （5．8） － 長石 にぷい褐 普通 体部内外面ナデ 床面 5％　　 輪積痕

第25号健腰掛（第32◎33図）

位置　調査区西部のJl6f3区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸4。7m，短軸4。3mの方形で，主軸方向はN－00である。壁高は2～凱cmで　各壁とも外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平出で，中央部が踏み固められている。壁溝は竃部分を除き全周しており，断面U字形である。

竃　北壁中央部に位置し，規模は焚き口部から煙道部先端まで100cIu，袖部幅110cmである。煙道部は壁外へ40

cmほど掘り込み，ゆるやかに外傾して立ち上がっている。天井部は砂質粘土で構築され，奥行き30～50cm，厚

さ20cmほどが煙道部上に残存しているが，そのほかは前方へ向けて崩落している。袖部は，砂礫混じりの粘土

を芯材，石材を補強材とし，夕撒けに砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は，床面が皿状にわずかに

くぼみ，焼土が厚く堆積している。，天井部付近から耳環が出土している。

竃土層解説

1　にぷい褐色

2　灰　褐　色

3　にぷい褐色

4　褐　灰　色

5　灰黄褐色
6　黒　褐　色

7　赤　褐　色

8　灰　褐　色

9　暗赤褐色
10　暗赤褐色

11褐　灰　色
12　褐　灰　色

13　褐　灰　色

14　褐　灰　色

焼土粒子e砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

砂質粘土粒子多量

砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量
砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量

砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子微量

焼土粒子多量
粘土粒子中量

焼土粒子中量，しまり弱

焼土粒子中量，しまり中
粘土粒子多量
砂質粘土粒子少量

砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

焼土ブロックの砂質粘土粒子中量

15　灰黄褐色　　焼土ブロック少量，粘土粒子微量
16　赤　褐　色　　焼土ブロック微量

17　暗赤褐色　　砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
18　暗　褐　色　　ローム粒千微量

19　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
20　褐　灰　色　　砂質粘土粒子微量

21にぷい黄褐色　　焼土粒子少量
22　暗　褐　色　　焼土粒子微量

23　褐　灰　色　　粘土粒子中量，小礫少量，焼土粒子微量

24　灰　褐　色　　砂質粘土粒子中量
25　褐　灰　色　　焼土粒子・砂質粘土粒子少量

26　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量
27　暗赤褐色　　焼士粒子微量

ピット　7か所。P「～P5は深さ40～70cmで．配置から主柱穴である。〕P4は覆土の様子からP5より新し

く，P5を作り替えたものと考えられる。第2層がP5の土層である。P6　e P7は南側中央部に位置するこ

とから，出入り口施設に伴うピットと考えられるが，新旧関係は不明である。

ピット土層解説（P4・P5）
1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　褐　　　色　　ローム粒子・炭化粒子少量
3　褐　　　色　　ローム粒子微量

4　褐　　　色　　ローム粒子少量

5　褐　　　色　　ローム粒子中量，粘土粒子微量

6　褐　　　色　　ローム粒子中量
7　褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

覆土10層からなる。壁際から順に埋没した自然堆積と考えられる。

色
色
褐
褐

説解
暗
暗

層土

1

2

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
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3　褐　　　色

4　褐　　　色

炭化粒子少量，ロームブロック微量

ローム粒子微量
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第32図　第25号住居跡実測図

5　褐　　　色　　ローム粒子少量

6　褐　　　色　　ロームブロック・砂質粘土粒子微量

7　褐　　　色　　ローム粒子中量

0　　　　　　　　　　　　2m

8　褐　　　色

9　にぷい褐色

10　褐　　　色

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック微量

遣物出土状況　土師器片289点（杯類42，嚢類238，高杯9），須恵器片7点（杯類1，聾類5，提瓶1），石器

1点（砥石），銅製品1点（耳環）の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片5点が出土している。

7・11・TP12・Q3は床面から，Mlは竃上から出土していることから，住居廃絶時に遺棄されたものと考

えられる。

所見　時期は，出土土器から6世紀中葉と考えられる。
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第33図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表（第33図）

乃
TP12

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

7 土師器 杯 ［13．9］ 4．1 － 石英・長石・雲母 にぷい褐 普通 体部外面下部へラ削り 床面 30％

8 土師器 杯 ［15．0］ （3．6） － 石英・長石・雲母 黒褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 覆土中層 10％

10 土師器 嚢 ［14．6］ （7．1） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 体部外面斜め方向のナデ 覆土下層 10％　 輪積痕

11 土師器 高杯 ［15．6］ （4．4） － 石英・長石・雲母 にぷい赤褐 普通 杯部外面ナデ 床面 10％

番号 種別 器種 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

TPll 須恵器 嚢 長石 灰 普通 外面斜位平行叩き，内面同心円状の当て具痕 覆土中層

TP12 須恵器 捏瓶 黒色粒子 黄灰 普通 外面掻目整形，内面へラナデ，指頭押捺 床面

番号 器　 種 長さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 3 砥石 （10．2） 8．6 4．0 （427．0） 粘板岩 砥面4面 床面

番号 器　 種 外径 内径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M l 耳環 1．9 1．2 0．58 6．05 鋼 鍍金 竃 PLlO6
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第30号住居跡（第34・35図）

位置　調査区西部のJ16h3区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第208号土坑を掘り込み，第28・29・31・150号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．3m，短軸5．2mの方形と推定され，主軸方向はN－110－Wである。壁高は8～10cmで，各

壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竜の南側が踏み固められている。

竃　北壁の中央やや西寄りに位置している。竃上部及び右袖部は，第28・150号住居の掘り込みで破壊され，

左袖部の痕跡と考えられるロームの高まりがある。焚き口には血状のわずかな掘り込みが見られ，煙道部は媛

やかに外傾して立ち上がっている。

ピット　2か所。Plは深さ約20cm，P2は深さ約15cmで，性格は不明である。主柱穴は確認されなかった。

覆土10層からなる。不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

－32－

第34図　第30号住居跡実測図

ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量

ローム粒子微量

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　1m



5　褐　　　色　　ローム粒子少量
6　黒　褐　色　　ローム粒子微量

7　褐　　　色　　ロームブロック微量

8　褐　　　色　　ロームブロック少量

9　暗　褐　色　　ローム粒子微量
10　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片154点（杯類52，嚢類97，高杯4，壷1），須恵器片17点（杯類4，嚢類11，壷2），

石器2点（紡錘車1，砥石1）の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片1点が出土している。16は正

位で床面から，17も床面から出土しており，いずれも住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。12は南壁付

近の覆土下層から逆位で，Q4は竃西の壁際から出土している。

所見　時期は，出土土器から6世紀中葉と考えられる。

5cm

・「・
二‾．、

0　　　　　　　　　　　10m
し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿　　　」
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第3の号住居跡出土遺物観察衷（第35回）

番号 種 別 器 種 日経 器高
！底径

胎　 士 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴

」　」

出土位置 備　 考

12 土 師 器 杯 14．8 5 ．0 － 雲 母 灰黄褐 普通 体部外商 へ ラ削 り，　 面へ ラ
磨 き

覆土下層 10 0％　　　 P L 84

13 士 師 器 林 0 3．5］ ［4．6］ －
石 英 ・長石 ・赤
色粒子 ・雲母 にぷい赤褐 普通 体 部外 面へ ラ削 り，内面ナ デ 覆士中層 5 0％

14 土 師 器 杯 － ［5．3］ 6．0
石 英 ・′、 粒子 ・
雲母 にぷ い橙 普 通 体部外 面へラ削 り後ナデ，

面 ナデ　 当て 具痕 覆土下層 5 0％

16 須 恵 器 二土ご寛ぎ － ［10．6］ － 右 英 ・長右 灰 普通
ウ　　　　　　　　　　ノヽ体部外面上部ロクロナデ，下部か

ら底部回転へラ削り 1久の沈線 床 面 50％

17 土 師器 二まで隻E ［5．2］ （8．4） －
石 英 ・長石 ・雲
母 にぷい赤褐 普通 一　口　　　　　　　　　 L　＿上窮γ〃 ／グ

ロ縁部内外 面へ ラ宥 き，　 面
に指頭痕

床面 10％

番号 器　 種 直径 厚さ　 目 し径
重　 量 材 質 i　 特　　　 徴

出土位置 備　 考

Q 4 紡錘車 3．9～2．9
1・中 ・8

30．3
蝋石　 桓 錐台形，側面削 り

覆土下層 PL lOヰ

番号 器　 種 長さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 5 砥石 （32．2） 14．7 4．8 （3560．0） 粘板岩 砥面 3 面 覆土下層

夢二；・二言∴∴＿JJ‥・∴ふ　．声′

位置　調査区西部のK蟻掴区に位置し　尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第　号溝　第節士坑に掘　込まれている。

規模と形状　長車賂8mタ短車賂6mの方形で資主軸方向はN…00である。壁高は2～滋。孤で　各壁と　外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ出入り打付近から竃前までよく踏み固められている。壁藩は竃㊧出入り口付近を除き巡って

おり撃　断面U字形である。

竃　北壁中央やや東寄りに位置し，規模は焚き口部から煙道部先端まで引倣恥袖部幅110cmである。天井部は

崩落し，砂質粘土を主とする構築材が前方へ流出している○袖部は残りがよく，火床部に画した内壁は赤愛し

ている。竃内から土製の支卿と土師器鷺が前方へ倒れた状態で出土している。

電土層解説

1暗　褐　色　　ロームブロックの焼土ブロック微量
2　暗　褐　色　　ロームブロックe焼土ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少鼠焼土ブロック・炭化物微量
4　灰　褐　色　　砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量

5　褐　灰　色　　砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
（う　暗　褐　色　　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク少量

7　にぷい黄褐色　　ロームブロック少量

8　褐　　色　砂質粘土粒子少量，ローム粒子の焼土粒子・炭
化粒子微量

〔）褐　　　色　　粘土粒子中鼠　焼土粒子少鼠　ローム粒子・炭
化粒子微量

10　にぷい黄褐色　　砂質粘土粒子多量，ロームブロック少量

11褐　　色　焼士粒子e砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
12　褐　　色　　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量
13　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

14　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化物微量

15　褐　灰　色

16　にぷい黄褐色
17　褐　　　色

18　灰黄褐色

19　褐　　　色
20　暗灰黄色

21褐　灰　色
22　褐　灰　色

23　暗赤褐色

24　灰　褐　色
25　灰　褐　色

26　褐　灰　色
27　明　褐　色

28　褐　　　色
29　暗赤褐色

砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量

焼十粒ト炭化粒子・砂質粘土粒子少量

砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
砂質粘土粒子中量

砂質粘土粒子微量
砂質粘土粒子少量

ローム粒子・焼上粒子・砂質粘土粒J’一少量

砂質粘土粒子中量，焼士ブロック少量
砂質粘土粒子多量，炭化粒子微量

砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

ロームブロックさ粘土粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子・焼十粒子少量

ぽッ睦　ユ2か所。Pl～P4は深さ30～65cmの主柱穴である。PlとP4は掘り方が偽の2つより大きい。P

5ほ深さ32cmでタ南側中央に位置していることから，出入り口施設に伴うものと考えられる。他のピットの性

格は不明である。

貯蔵究　北東コーナー部に位置し　径祁cmの円形で，深さ28cmである。北側に段を持っている。
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第37図　第36号住居跡出土遺物実測図
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覆土13層からなる。第13層は竃から流出＝ノた覆土である．レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

ロームプロ、ソク・焼土粒子・炭化物微量

炭化物少量，ロームプロ、ソク・焼十粒子微量
ローム粒子微量

粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
ローム粒子も焼士粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームプロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子微量

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

＿11褐　　　色

12　明　褐　色

13　褐　　　色

ロームプロ・ソク・焼土粒子微量
ロームブロック・炭化物微量

ロームブロック・焼l二粒子・炭化物微量
ローム粒子少量，焼仁粒千・炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子の砂質粘土粒子微量

砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化物微量

遺物出藍状況　土師器片360点（捧類63，婆類295，高塚2），須恵器片3点（嚢類3），土製品3点（支脚2ラ

勾玉1）の偽，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片5点が出土している。土師器楽類の多くは，竃や貯

蔵穴周辺の床面や覆土下層から出土している。22e DP3は竃内から，23弓矧は竃前から逆位で＼DP2は中

央の床面付近から出土していることから，これらは住居廃絶時に遺棄されたと考えられる。26は破片の状態で

覆土下層の広い範囲に散在していることから，埋没過程の早い段階で投げ込まれたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から6世紀中葉と考えられる。

第36号住居跡出土遺物観察表（第37回）

番号 種 別 器 種 日経 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

2 1 土 師器 杯 17．2 6．3 －
石英 ・長石 ・赤色

粒子 ・雲母
明赤褐 普 通

体部外面 へラ削 り，内面ナデ

後へ ラ磨 き
覆土 中層 50％　　　　　 P L 84

22 土 師 器 く 聾 18．6 3 1．2 8ユ 石英 ・長石 ・雲母 明褐 普 通 体部外面上部へラ削 り後ナデ，
下端へラ削り後ナデ，内面ナデ

竃 90％　　　　　 P L 89

23 土 師 器 婆 16．6 2 4．3 7．2
石 英 ・長石 ・赤色
粒千 ・雲母

にぷ い橙 普通 体部外面下 部へラ磨 き，内面

へ ラナデ底 部磨 き
床面 80％　　　　　 P L 89

24 士 師 器 嚢 14．5 2 1．2 ［9．4］
長石 ・赤色粒子

雲母
にぷい赤褐 普通

体部外面へ ラ削 り後 ナデ，内
面へ ラナ デ 床面 60％ 輪積痕　 P L 89

25 土 師 器 婆 ［12．4］ 1 1．7 7．4
石英 ・赤色粒子
雲母

にぷい橙 普通 体部外面へ ラ削 り後 ナデ，底
部木葉痕

覆土下層 55％　　　　　 P L 89

2 6 土 師器 甑 2 4．0 20 ．8 ［10．6］
石英 ・長石 ・赤色

粒子 ・雲母　　 1
褐 普通 体部内面ナ デ，底部 内面削 り 覆土下層 50％ 輪積痕　 P L 91

2 7 土 師器 小形椀 9．1 4．9 5．6 長 石 ・赤色 粒子 にぷい褐 普通 体 部内外面へ ラ削 り後 ナデ，
底 部木葉痕

覆土下層 50％

番号 器　 種 長 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 2 勾 玉 3．9 1．8 0．9 4．7 士 ナデ，孔径 0．2 床 面 P L lO 3

D P 3 支 脚 10．9 5．2 4．8 34 0．0 土 ナデ，被熟痕有 り 竃 P L lO 3

第那考健贋跡（第38～41回）

位置　調査区西部のK16e5区に位置し∴束へ傾斜する斜面部に立地している。

規模と形状　長軸6．6m，短卓絶3mの方形で　主動方向はN－120－Eである。壁高は28－58cmで，各壁とも外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が出入り口付近から竃前まで踏み固められている。壁溝は竃部分を除き巡っており，

断面U字形である。

寵　北壁の中央部に位置しているが，撹乱により上部が破壊されている。残存部の規模は，焚き口部から煙道

部先端まで80C恥　袖部幅は100cmである。袖部は，地山上に若干の砂質粘土が残り，補強材と考えられる土師

器嚢が両袖付近から出土している。火床部には焼士が厚く堆積しており，長期間使用されたものと考えられる。

また，火床部上から3個体分の土師器嚢が破片の状態で出土している。第6層は掘り方の士層である。
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第39図　第37号住居跡実測図（2）

竃土屑解説

1　にぷい黄褐色　　砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量　　　　　　　　　4　黒　褐　色　　ロームブロック微量

2　にぷい黄褐色　　砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量　　　　　　5　にぷい黄褐色　　焼土ブロック少量，砂質粘土粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　6　明るい赤褐色　　焼土ブロック多量

ピット12か所。Pl～P4は，深さ70～80cmで主柱穴である。P8は深さ35cmで，配置から出入り口施設に

伴うピットと考えられる。その他のピットの性格は不明である。

覆土　20層からなる。第10～14層は，竃袖部の構築材が流れ出したものである。覆土下層からは，炭化物・炭

化粒子が検出され，特に第7層は顕著である。覆土下層はブロック状の人為堆積，第1層は土砂の流れ込んだ

自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　黒　褐　色

8　褐　　　色

9　黒　褐　色

10　褐　灰　色

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，炭化物少量
ローム粒子中量，粘性普通

ロームブロック少量，炭化物微量
ローム粒子中量

ロームブロック微量

炭化物中量，ロームブロック微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

11灰　褐　色

12　褐　灰　色
13　褐　灰　色

14　暗　褐　色
15　褐　　　色

16　黒　褐　色
17　褐　　　色

18　褐　　　色

19　褐　　　色

ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
砂質粘土粒子中量，焼土ブロック微量

焼土粒子・砂質粘土粒子微量
焼土ブロック・砂質粘土粒子微量

ロームブロック・炭化物微量
ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子中量，粘性強

20　にぷい黄褐色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片757点（杯類142，嚢類614，高杯1），須恵器片27点（杯類19，嚢類8）の他，後世の

耕作などで混入したと考えられる陶器片2点が出土している。また，覆土下層からは炭化材が多数出土してい

る。28・30・31は竃周辺の床面から，29・34は南壁際の床面から，35・36・39は竃内からそれぞれ出土してお

り，これらは住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また37は両袖からの出土で補強材として使用された

ものである。
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第40図　第37号住居跡出土遺物実測図（1）
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第41図　第37号住居跡出土遺物実測図（2）
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所見　検出された炭化柚ま，覆士中に焼士が確認きれなかったことから，焼失によるものではなく遺棄もしく

は投棄されたものと考えられる。時期は，出土土器から7世紀前葉と考えられるJ

第37号住屠跡出土遺物観察表（第40・41図）

番号 種 別 器 種 日経 器高 i 底径 胎　 士 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

28 土 師器 林 13．1 4．0 － 白色粒子 ・雲母 にぷい黄橙 普通 目線部桟 ナデ，器面 荒れのた
め調整不明 床 面 95％　　　　　 P L 84

2 9 土 師器 林 1 3．5 4．1 － 雲母 にぷい黄橙 普通 体部外面へ ラ削 り， 内面 ナデ 床 面 70％　　　　　 P L84

3 0 土師器 杯 12．5 4．5 － 長石 ・雲母 橙 普通 体部外面へ ラ削 り， 内面 ナデ 床面 55％

3 1 須恵器 林 8．4 5．3 － 白色 粒子 灰 普通 ロク ロナデ，底部へ ラ削 り 床面 100％　　　　 P L86

3 4 土師器 高塚 － ［6．3］ ［1 0．0］石英 ・長石 ・雲母 明赤褐 普通 脚部へ ラ削 り，裾端部ナ デ 床面 35％

3 5 土師器 婆 ［2 1．2］ 3 6．7 7．2 石英 0 長石 e雲母 にぷい橙 普通 体 部外 面下位へ ラ磨 き， 内面

へラナデ
火床部上 70％焼土付着　 PL 89

3 6 土師器 襲 ［20．4］ （3 2．2） － 石英 ・長石 ・雲母 明赤褐 普通 休部外面へラナデ 火床部上 45％

37 土師器 婆 ［2 0．4］ （18．5） －
石英 ・長石 ・赤色
粒子 ・雲母

明赤褐 普通 体部外面 へラ磨 き，内面へ ラ
当て痕 袖部 40％ 輪積痕

38 土 師器 嚢 ［16．5］ ［1 9薫］ － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 体部 内外面 へラ削 り後ナデ 覆土下層 30％ 輪積痕 焼土付着

39 土 師器 嚢 ［14．4］ 14．7 10．3 石英 ・長石 ・雲母 明赤褐 普通
外面磨滅 のため調 整不 明，内

面交互 に削 り　のナデ
火床 部上 65％

番号 器　 種 長さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出士位置 備　 考

Q 7 磨石 15．2 賂4） 2．3 （264．0） 安山岩 楕円形，中央部摩耗 覆土中

第堵詔風考健腰跡（第42～45図）

位置　調査区西部のm蝕区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第∠13B号住居跡を掘り込み，第‘十号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長車由8。6m，短観紺地の方形で　主軸方向はN…蟻○…Eである。壁高は35～63cmで，各壁ともほ

ぼ直立している。

床　ほぼ、印lで，中央部が出入り口付近から竃前面まで踏み固められている、、二、砂質粘土や炭化物が含まれるロ

ーム土で貼床されている。壁溝は竃部分を除いて巡っておi上　断面U字形である。

電　北壁中央やや東寄りに位置し，上部を第4号溝に破壊されているほか，全体に崩落が激しい。推定される

規模は，焚き口部から煙道部先端まで140cm，袖部幅は100～．130cIllである。煙道部は壁に沿ってI狛二立ち上が

り，上部に粘土が貼り付けられている。，天井部は崩落し，竃前面に構築材の砂質粘土が流れ出している。∴袖部

には，補強材と考えられる土師器聾が見られるが，袖部の崩壊が激しく本来の位置は不明である。火床部は＿lTl‾‾L

状にくぼみ，焼士が5cluほど堆積しており，火床部の北寄りに石製の支脚が出土している。

色
色

説

　

褐

解層

褐

暗

土竃

1

2

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

（う　暗　褐　色

7　褐　灰　色

粘土粒子中量，ローム粒子0焼土粒子微量　　　　　8　暗　褐　色
焼土粒子e砂質粘土粒子少量，ローム粒子や炭

化物微量

砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子
微量

ローム粒子・焼L粒千・秒質粘土粒子微量
砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

9　暗赤褐色

10　暗赤褐色

H　にぷい黄褐色

12　にぷい黄褐色

13　暗赤褐色

14　灰　褐　色

焼士粒子・砂質粘土粒子少量．ローム粒子・炭化
粒子微量

焼土粒子0砂質粘土粒子微量

焼土粒子少量，ローム粒子0炭化粒子微量
砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量

砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
砂質粘土粒子中量，焼土粒子0炭化粒子微量

ぽッ紅15か所（Pl～P15）。Pl～P4は，深さ70～90cmの主柱穴である。P7。P9　e P12◎P13は，

深さ4～繍cmで　配置から補助の柱穴と考えられる。P9が東寄り，P13が西寄りに位置しているのは，出入

l日工．Iや竃との干渉を避けたためと考えられる。PlOI Pllは深さ20／～30cmで，南壁際の中央部に位置している

ことから出入り口施設に伴うピットと考えられが，新旧は不明である。その他のピットの性格は不明である。
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第42図　第43A・43B号住居跡実測図（1）

ピット土眉解説（Pl～P4）
1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　明　褐　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

ロームブロック・焼土粒子・炭化物・砂質粘土
粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘
土粒子微量

炭化物・粘土粒子・鹿沼パミス微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘
土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・鹿沼パミス微量

ローム粒子少量，焼土粒子・鹿沼パミス微量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パ
ミス微量

0　　　　　　　　　2m

L　　：　　！

9　褐　　色　　ローム粒子・炭化物・砂質粘土粒子・鹿沼パミ
ス微量

10　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス
微量

11褐　　　色

12　褐　　　色
13　褐　　　色

14　褐　　　色

15　褐　　　色

－42－

ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
ローム粒子・鹿沼パミス少量

鹿沼パミス少量，ロームブロック・炭化粒子微
量

炭化粒子・鹿沼パミス微量

ローム粒子・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量，
ローム粒子少量



第43図　第43A・43B号住居跡実測図（2）

0　　　　　　　　　2m
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0　　　　　　　　　1m
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覆土　30層からなる。第3・18・21層は竃から流出した土層で，第23～30層はしまりのある貼床の土層である。

壁際の層や下層は土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられ，第1・2層は粘土粒子や大量の土器片が混入してい

ることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化物・砂質粘土
粒子微量

2　褐　　　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘
土粒子微量

3　暗　褐　色　　砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化物微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒
子微量
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5　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
しまり弱

6　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗　褐　色　　焼土粒子少量・ローム粒子・炭化粒子微量

8　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

9　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
10　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

しまり弱
11暗　褐　色　　ローム粒子少量

12　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
しまり普通

13　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

14　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
15　褐　　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

16　暗　褐　色　　ローム粒子少量
17　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

18　にぷい褐色

19　暗　褐　色

20　暗　褐　色
21褐　　　色

22　暗　褐　色
23　褐　　　色

ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・砂質粘土
粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・砂質粘土
粒子微量

24　明　褐　色　　ロ

25　暗　褐　色　　ロ

26　褐　　　色　　ロ

27　褐　　　色　　ロ

28　明　褐　色　　ロ

29　褐　　　色　　ロ

30　明　褐　色　　ロ

ーム粒子多量，

－ム粒子少量，
－ム粒子中量，

－ム粒子中量，

－ム粒子多量，
－ム粒子中量，
－ム粒子多量

砂質粘土粒子少量
炭化粒子微量

鹿沼パミス微量

砂質粘土粒子微量
鹿沼パミス微量

炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1605点（杯類430，嚢類1172，高杯3），須恵器片68点（杯類21，襲類46，壷1），石

器2点（砥石1，紡錘車1），ガラス製品1点（丸玉），鉄製品1点（鍍），土製品1点（紡錘車）の他，埋没

時に混入したと考えられる縄文土器片5点，後世の耕作などで混入したと考えられる陶器片2点（椀）が出土

している。50は竃左袖付近から出土し補強材と考えられる。QlOは床面から，40・52・Q9は壁際から出土し

ており住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。47・48・DP4・Q8・M2は覆土中層から下層にかけて

出土しており，埋没過程での混入と考えられる。

所見　面積は約69Idで，古墳時代後期の住居跡では当遺跡最大である。床面下から第43B号住居跡の壁溝が検

出され，出入口の位置も対応していることから，本跡は第43B号住居跡を拡張したものと考えられる。時期は，

出土土器から7世紀前半と考えられる。

二三

第44図　第43A号住居跡出土遺物実測図
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第45図　第43A・43B号住居跡出土遺物実測図

第43A号住居跡出土遺物観察表（第44・45図）

番号 種 別 券 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特 徴 出土位置 備　 考

4 0 土 師 器 坤こ 12．1 （5．3） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通
体部外面へ ラ削 り，内面へ ラ

磨 き
覆土 中層 5 0％　　　　 P L 84

4 1 土 師 器 杯 ［14．2］ 4．2 － 石 英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通
体部外面へ ラ削 り後 ナデ，内
面削 り後 ナデ，一部 へラ磨 き 覆土 下層 35％

4 2 土 師 器 杯 ［14．0］ 3．7 －
石英 ・長石 ・赤色
粒子 にぷい橙 普通

体部外面へ ラ削 り，内面へラ
削 り後ナ デ 床面 30％

4 3 土 師 器 均こ ［11．8］ （4．0） － 雲 母 にぷい橙 普通 休部外面へ ラ削 り， 内面 ナデ 覆土下 層 30％

44 土 師 器 杯 ［13．2］ 4．6 － 石 英 ・長石
にぷい黄橙 普通 体部外面へ ラ削 り， 内面 ナデ 覆土下層 35％

45 須 恵 器 土不 ［1 1．0］ （3．6） －
石英 ・長石 ・針状
物質

灰 普通 ロタロナデ，底部へ ラ削 り 覆土下層 20％

46 須 恵 器 蓋 10．8 3 ．4 － 長 石 ・雲母 灰 黄 普通 ロタロナデ，天井部 回転へ ラ
削 り

覆土下層 50％　　　　 P L 8 8

47 須 恵 器 蓋 ［1 1．6］ （3．4） － 長 石 ・黒色粒子 灰 普通 ロクロナデ，天井部回転へ ラ削 り 床面 30％　　　　 P L 8 8

48 須 恵 器 董 － （3．6） －
石 英 ・長石 ・黒色

粒子
灰 普通 ロクロナデ，天井部回転へ ラ削 り 床面 2 5％

4 9 須 恵 器 宣E － （5．0） － 黒 色粒子 灰 自 普 通
体部外 面へ ラ状工具に よる刺
突， 1 条 の 沈 線 覆土下層 5％

5 0 土 師 器 要 ［18．6］ （11．6） － 石 英 ・長石 明赤褐 普 通
休部 内外 面ナデ，内面へ ラ当

て痕
覆土下層 10％

5 2 土 師 器 甑 ［2 6．2］ （9．3） －
長石 ・赤色粒子
雲母 橙 普通 体部 内外面 へラ削 り 床 面 5 0％

番 号 器　 種 直径 厚 さ 孔径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

D P 4 紡 錘 車 ［3．9～2．8］ 2．0 ［1．0］ （8．0） 土 ナ デ，円錐 台形 覆土 下層

Q 8 紡 錘 車 （3．8～ 1．7） 4．1 0 ，7 （2 9 ．5） 砂 岩 円錐台形 覆土 中層
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番号 器　 種 長 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 9 磨石 18．5 6．2 5．2 10 10．0 安山岩 両端に磨 り ・敲 き痕有 り 壁溝 上

M 2 赦 3．4／4．9 1．6 0．28 （5．14） 鉄 辣 関長三角形鉄，箆被部一部欠損 博士 中層

番 号 器　 種 径 厚 さ 孔径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q lO 丸玉 0．9 0．55 0．3 1．12 ガラ ス 外面乳 白色 床 面

第堵議随考健贋静（第42◎45図）

位置　調査区西部の日蝕区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第43A号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6励恥　短軸5．9mの方形と推定され，主車由方向はN－160一斑である。

床　第43A号住居跡の貼床下では確認できなかったことから，第43A号住居跡と同一面か，その上面にあった

と推定される。壁溝はタ　竃部と考えられる北側中央部と南東コーナー部を除いて巡っており，断面U字形であ

る。

磯　壁溝の状況から，北壁の中央部に位置したと推定されるが，残存していない。

ぽッ睦　6か所（P16～P21）。P16～P19は深さ70～10駄mで　主柱穴である。ブロック状の堆積状況から，

桂を抜き取ってから埋め戻されたと考えられ，P鼠8の覆土中層から銅釧が出土している。P20蝕㌘21は深さ25

～50cInで，南側壁溝の中央付近に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

ピット土層解説（P16～P19）

16　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量　　21褐　色　　ロームブロック少数鹿沼パミス微量
17　褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
18　褐　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

19　褐　　色　　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
20　暗褐色　　ロームブロック微量

22　褐　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
23　褐　　色　　ロームブロック少量

24　明褐色　　ローム粒子多量，焼土粒子微量
25　褐　　色　　ローム粒子微量

遺物出藍状況　銅製品1点（釧）がP18の覆土上層から出土している。

所凰　本跡は，第43A号住居として拡張する以前の住居跡と考えられる。銅釧は廃絶時に主柱穴（P18）に埋

めたものと推測されるが，意図は不明である。時期は，年代を特定できる遺物が出土していないが，第43A号

住居跡の時期から，先行する7世紀前半ごろと考えられる。

第43B号f口調亦出土遺物観察表（第45図）

番号 器　 種 長 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

M 3 銅釧 7．2 6．4 0．28～ 0．3 2 9．4 銅 1 か所破 断 P 1 8覆 土 上層 P L lO 6

第鯛号健屠跡（第46図）

位置　調査区西部のH6f9区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第65号住居，第23号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北側が調査区域外に延びており全形は不明である。確認できたのは長辺2。7m，短辺2。3mで方形

または長方形と推定され，主軸方向はN－780－Eである。壁高は23～62cmで，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は南壁と酋壁に巡っており，断面はU字形または逆台形であ

る。
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覆土　5層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　4　褐

2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　5　褐

3　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片64点（杯類19，襲類44，手控土器1），須恵器片1点（杯類）が出土している。391は

中央部，392は南壁際のいずれも床面から出土しており，廃絶直後に混入したものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から6世紀中葉ごろと考えられる。

第46図　第50号住居跡・出土遺物実測図

第50号住居跡出土遺物観察表（第46図）

駐日。94
0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

391 土師器 杯 ［14．6］ 3．4 － 石英・長石 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り，内面放射
状のヘラ磨き

床面 50％

392 土師器 杯 ［12．6］ （3．9） － 石英・長石 灰褐 普通 体部外面へラ削り，内面放射
状のヘラ磨き

床面 40％

394 土師器 手捏 3．1 1．9 1．5 長石 ・白色粒子 橙 普通 内外面に指頭庄痕 覆土上層 50％

第52号住居跡（第47図）

位置　調査区中央部のJ16jO区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第51・152号住居，第11号掘立柱建物，第241号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．0m，短軸5．5mの方形で，主軸方向はN－10。－Wである。壁高は24～34cmで，各壁とも外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央付近がよく踏み固められている。中央部東寄りに，長径70cm，短径30cmの楕円形に火を

受けた面が見られる。壁溝は，東壁付近の一部と南壁から西壁付近にかけて巡っており，断面U字形である。
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磯　北側に位置していたと推定されるが　第別の蟻号住居に掘　込まれ，確認できなかった。

ぽッ匪12か所。P38P8は深さ2～渕cmで　南側に位置する主柱穴と考えられる。配置を考え床面を精査

したが，北側に対応するピットは確認できなかった。P5◎P6ほ深さ2～測cmで　南壁際の中央部に位置す

ることから汐　出入日施設に伴うピットと考えられるがタ　新旧は不明である。その他のピットの性格は不明であ

る。

覆土　7層からなる。レンズ状の自然堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　　色　　ロームブロック少量

2　褐　　　色　　ローム粒子中量
3　褐　　　色　　ローム粒子多量

4　褐　　　色　　ローム粒子少量

5　黒　褐　色　　ローム粒子微量

6　黒　褐　色　　ローム粒子中量

7　暗　褐　色　　口レムブロック少量

遺物出羞状況　土師器片260点（榛東94，襲類且茄　高塚自　須恵器片摘点　杯類信　楽類5）芦　石器2点（砥

石）タ銅製品1点（耳環）の傲埋没時に混入したと考えられる縄文土器片3点が出土している。204は逆位で，

20は正位でそれぞれ床面から出土してお酌　住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。割は商壁付近の覆

土下層から出土しており，埋没過程の早い時期に混入したものと考えられる。また　M盤は　南東部の覆土中

から出土している。．

所凰　時期は，出土土器から6世紀複葉と考えられる。

第52号住居跡出土遺物観察衷（第47図）

番号 種 別 器 種 日経
器高 i 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出上位置 備　 考

204 土師器 杯 16．4
6・7 ！ 赤色粒子 ・雲母 にぷい橙 普通 体部外面へラ削 り内面ナデ 床面 90％　　　　 P L84

205 土師器 杯 13．8
5eO i

長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通 体部外面へラ削 り，内面ナデ 床面 50％　　　　 P L84

206 土師器 椀 10．0
7・1 i 4・6

長石 ・赤色粒子 にぷい赤褐 普通
体部外面へラ削 り後ナデ，内
面ナデ

覆土下層 80％　　　　 P L87

番号 器 可　 外径 内径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 92
耳環 l 2・2

1．4 0．55 8．2 鋼 鍍銀 覆土中 PL lO6

誉禁皇誉∴∴了　弓′、′‘？、‾：いノ‘、

位置　調査区中央部のm撒区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第54・56号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長都賂4m，短軸5。6mの方形で，主軸方向はN当30…Wである。壁高は3一群cmで　各壁ともほ

ぼ直立しているご

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁港は竃部分を除き巡っており，断面U字形である。

竃　北壁の中央部に位置し撃　規模は焚き口部から煙道部先端まで且20cm　袖部幅は祁cmである。煙道部は真っ

直ぐに立ち上がった後，緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部は崩落し，竃前面に構築材の粘土が流れ

出している。袖部は地山に直接のせた粘土を芯材としタ　その上に砂質粘土とロームを混ぜた構築材を貼り付け

てある。火床部に画した部分は赤愛し，もろくなっている。火床部は皿状に20cmほどくぼみ，焼士が厚く堆積

している。袖部や火床部の様子から，長期にわたり使用されたと推定される。
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第48図　第53号住居跡実測図（1）

－50－

0　　　　　　　　　　　　2m



第49図　第53号住居跡実測図（2）

埴土層解説
1　灰黄褐色
2　灰　褐　色

3　灰　褐　色

4　灰　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

粘土粒子多量，焼土粒子微量
砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量

0　　　　　　　　　　　2m

ヒ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿　　　」

0　　　　　　　　　　　1m

7　暗　褐　色

8　暗赤褐色
粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　9　黒　褐　色
ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量

粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒　　10　青　灰　色
子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11赤　褐　色

砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量

砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒
子微量

焼土粒子中量，砂質粘土粒子微量
ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ
ック微量

粘土粒子多量
赤変粘土粒子多量

ピット　7か所。Pl～P4は，深さ75～80cmの主柱穴である。P5は深さ15cmで，南壁際の中央部に位置し

ていることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。その他のピットの性格は不明である。

覆土16層からなる。第12・13層は，崩落した竃の構築材を含む土層である。不規則な堆積状況から人為堆積

と考えられる。

土屑解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

ローム粒子中量

ロームブロック少量

ロームブロック微量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ローム粒子微量

ローム粒子多量

ローム粒子中量

9　灰　褐　色　　砂質粘土粒子少量

10　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量
11暗　褐　色
12　褐　灰　色

13　暗　褐　色
14　黒　褐　色

15　暗　褐　色
16　暗　褐　色

ローム粒子・炭化粒子少量
砂質粘土粒子中量

砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片453点（杯類104，襲類349），須恵器片25点（杯類15，嚢類10），鉄製品1点（鉄），鉄

淳3点の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片9点，石器1点（剥片），後世の耕作などで混入した

と考えられる土師質土器片2点（鍋）が出土している。55・57・58・60は炭化材と共に北東部床面から，61・

62・63は破片の状態で南東部の床面から覆土中層にかけて，それぞれ出土している。また，54・55は床面から，
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第50図　第53号住居跡出土遺物実測図（1）
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第51図　第53号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　5cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

64は南の壁溝付近から出土している。これらは住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。M4は中央部の覆

土下層から出土している。炭化材はP3付近の床面や，北西コーナーからも出土している。

所見　時期は，出土土器から7世紀中葉と考えられる。

第53号住居跡出土遺物観察表（第50・51図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

5 4 土 師 器 杯 1 1．6 5 ．1 － 石 英 ・長 石 に ぷ い黄 褐 普 通 体 部外 面 へ ラ削 り， 内 面 ナ デ 床 面 85％　　　　　 PL 84

5 5 土 師 器 i不 1 1．2 4 ．3 －
石英 ・長石 ・赤色
粒 子

に ぷ い黄 橙 普 通 休 部外 面 へ ラ削 り， 内 面 ナ デ後 一 部 へ ラ磨 き 床 面 55％

5 6 土 師 器 杯 ［1 1．0 ］ （4 ．1 ） － 石 英 に ぷ い 褐 普 通 口緑 内側 に 沈 線 ， 休 部 外 面 へ

ラ削 り， 内 面 ナ デ
擾 土 中 層 30％

5 7 土 師 器 椀 9 ．9 7 ．0 －
赤 色粒 子 ・白色
粒 子 ・雲 母

に ぷ い橙 普 通
体 部 外 面 へ ラ削 り， 内 面 削 り

後 ナ デ ， 一 部 不 定 方 向 に 磨 き
床 面 95％　　　　　 P L 87

58 土 師 器 椀 9 ．6 6 ．7 5 ．9
長 石 ・赤色粒 子 ・
雲 母 に ぷ い赤 褐 普 通 休 部外面 ナデ， 内面削 り後 ナデ 床 面 85％ 輸横痕　 P L 86

59 土 師 器 要 ［19 ．2 ］ 14 ．8 13 ．6
石 英 ・長石 ・赤色
粒 子 ・雲母

にぷ い 赤 褐 普 通
体 部外面 下部横 方向へ ラ削 り，
内面 ナ デ，指頭押 捺，底 部 ナデ 床 面 45％　　　　　 P ll 9

60 土 師 器 要 18．5 2 0．9 ［7 ．1］ 赤 色 粒 子 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 体 部 外 面 へ ラ 磨 き， 内 面 へ ラ
削 り後 ナ デ

床 面 75％ 焼土付着　 P L 90

6 1 土 師 器 嚢 15．7 19．9 － 石 英 ・長 石 にぷ い褐 普 通
体部 外面 へ ラ削 り後ナ デ，内 面

へ ラ削 り後ナデ ，底部 木葉痕
覆 土 中 85％　　　　　 P L 90

62 土 師器 要 ［2 3．6 ］ 3 3．7 7 ．4 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い 黄橙 普 通
体 部 内 外 面 へ ラ 削 り後 ナ デ ，
底 部 木 葉 痕

床 面 70％

6 3 土 師 器 嚢 ［2 2．8］ （33 ．5 ） － 石英 ・長石 ・雲 母 橙 普 通 休 部 外 面 上 位 ナ デ ， 内面 ナ デ 覆 土 下 層 40％　　　 論積痕

6 4 土 師 器 椀 6．5 5 ．6 3 ．0
長石 ・赤色 粒子 ・
雲母

にぷ い 赤褐 普 通 体 部 外 面 ・底 部 へ ラ削 り， 内
面 削 り後 ナ デ

床 面 65％　　　　　 P L87

番 号 器　 種 長 さ 帽 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

M 4 鉄 （6 ．7 ） 1．2 0 ．2 8 （4 ．0 6 ） 鉄 赦 身 断 面 台 形 ， 鉄 身 先 端 ・箆 被 部 欠
相

覆 土 下 層
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窮感望考健贋跡（第52e53図）

位置　調査区中央部のK膵a区に位置し，尾根上の平坦部縁辺に立地している。

重複関係　第59◎6臣61号住鼠　第5且5砂516号土塊に掘り込まれている。

規模髪形横　長車酪Om，短車賂9mの方形で，主軸方向はN－70－Eである。壁高は25～3飯mで　各壁と　ほ

ぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が出入日付近から竃前面まで踏み固められている○壁溝は竃部分を除　巡ってお酌

断面U字形であるp

竃　北壁の中央部に位置しタ焚き口部から煙道部先端まで柑駄m　袖部幅は開cmである。煙道部は壁外へ30cm

ほど掘り込み，緩やかに立ち上がっている。天井部は崩落し，砂質粘土を室とする構築材が前面に流れ出して

いる。第768層は天井部下側の被熱した面が崩落した土層と考えられる。袖部は粘土を芯材とし，周りに砂

質粘土とロームを混ぜたものを粘り付けて，地山上に構築されている。火床部に画する部分は，赤愛している。

火床部は掘り込まれておらず，焼士が厚く堆積している。

電土層解説

1　灰　褐　色

2　灰　褐　色

3　灰　褐　色

4　灰　褐　色

5　暗赤褐色
6．灰　褐　色
7　暗赤褐色

8　灰　褐　色

9　黒　褐　色

ユ0　褐　　　色

焼土粒子e砂質粘土粒子中量
砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

砂質粘土粒子中量夕　焼土粒子少量
粘土粒子中量

焼土粒子中量
砂質粘土粒子中量，炭化物微量

焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，
炭化粒子微量

焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
砂質粘土粒子少量

ローム粒子中量

H　褐　　　色

12　暗赤褐色

13　褐　灰　色
14　赤　褐　色

15　褐　灰　色
16　灰　褐　色

17　灰黄褐色

18　灰　褐　色
19　褐　灰　色

20　にぷい黄褐色
21灰黄褐色

ロームブロック少量，炭化粒子微量
焼士ブロック少量，炭化粒子微量

砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
焼土ブロック少量

砂質粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
粘土粒子多量，焼土粒子微量

粘土粒子多量
砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量

砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量

ロームプロ、ソク・砂質粘土粒子少量
ロームブロック・焼士粒子0砂質粘土粒子少量

ぽッ紅　9か所。Pl～P3は，深さ70～100cmの主柱穴である。PHこ対応する主柱穴は確認できなかった。

㌘4は深さ60cmで，南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。その

他のピットの性格は不明である。

ピット土層解説（Pl～P3）

1暗　褐　色　　ロ、－ム粒子微量

2　褐　　　色　　ローム粒子中量，しまり弱
3　褐　　　色　　ローム粒子中量，しまり普通

啓羞　25層からなる。壁際から中央床面付近の土層は焼土や炭化物を含んでおり，ブロック状の堆積が見られ

ることから人為堆積と考えられる。第1層はその後に土砂が流れ込んだ自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐

2　暗　褐

3　褐

4　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

7　褐

8　暗　褐

色　　ローム粒子少量

色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
色　　ロームブロック・炭化物微量

色　　ローム粒子多量

色　　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量
色　　ローム粒子・炭化粒子微量
色　　ローム粒子中量

色　　ローム粒子微量

9　褐　　　色　　ロームブロック少量
10　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

11褐　　　色　　ローム粒子微量
12　褐　　　色　　ローム粒子少量

13　暗　褐　色

14　褐　灰　色

15　褐　　　色

16　褐　　　色

17　褐　　　色

18　暗　褐　色

19　暗　褐　色

20　黒　褐　色

21にぷい黄褐色

22　黒　褐　色

23　褐　　　色

24　褐　　　色
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ローム粒子少量，炭化粒子微量
砂質粘土粒子少量

ローム粒子0炭化粒子微量

ロームブロック微量

ローム粒子・焼上粒子・炭化粒子少量
炭化物少量，ロームブロック微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
炭化物少量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
炭化粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
焼土粒子少量，ロームブロック微量
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第52図　第62号住居跡実測図
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第53図　第62号住居跡出土遺物実測図
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遺物出藍状況　土師器購9点　埠類別軋嚢類鴫　高塚自　須恵器片1点　榛東勘嚢類2），鉄製品1点

（釘ヵ）の胤　後世の耕作などで混入したと考えられる瓦1点が出土している。且8は南壁中央部付近の床面か

ら学65872は南東コーナー部付近の床面から出土しているが　覆土の堆積状況から　本跡の廃絶直後に投棄さ

れたものと考えられる。73074875は，壁際の覆土上層から出土しておりタ埋没過程の早い時期に投棄された

ものと考えられる。

新風　時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

第寝号住居跡出土遺物観察衷　第5回）

番 号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　 考

18 士 師器 林 14．2 5．1 －
長石 ・白色粒子 ・
雲母 にぷ い橙 普通

体部外面へ ラ削 り，内面削 り
後ナヂ 床 面 95％　　　　　 P L 84

65 士 師器 林 13．8 5．1 － 長右 ・雲母 にぷい赤褐 普通 休部外面へ ラ削 り，内面 ナデ 床 面
60％　 へラ記号 「三」

P L85

6 6 土 師器 杯 ［15．6］ （4．2） －
長石 ・赤色粒千 ・
雲母 にぷい橙 普通 休部外面へ ラ削 り， 内面 ナデ

後へ ラ磨 き 覆土中 30％

6 7 土師 器 杯 白亜 1 3．6 －
右英 ・長石 ・赤
色 粒子 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り，内面構ナデ 将士中 20％

7 2 士師器 高林 － （6．3） 10．0
長有 ・赤色粒子 ・
雲母 橙 普通 塔 部内歯磨 き，脚部へ ラ削 り 床面 55％

73 土師器 聾 2 1．0 3 5．5 6．4 右英 ・長石 ・雲母 にぷい黄橙 普通 休部外面 へ ラナデ，内面へ ラ
削 り後 ナデ，底部木葉痕 覆土上層 80％ 輪積痕　 P L 90

74 士 師器 嚢 ［2掴 ］ （2 3。7） － 石英 ・長石 にぷ い褐 普通 休部外面へ ラ磨 き，内面ナデ 覆 土上層 30％　　　 輪積痕

75 士 師器 甑 ［2 8．8］ （1 9．9） －
有英 ・長石 ・赤
色粒子 にぷい橙 普通

体部 内外面へ ラ磨 き，内面上
部横方向へ ラ磨 き 覆土上 層 35％

番号 器　 種 長さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出上位置 備　 考

M 5 釘カ （4潮 0．52 0．38 3．06 鉄 上部欠損 覆土上層

第8号健腰掛　第別図）

位置　調査区中央部のK膵a区に位置し　東に傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第82号住居に掘り込まれている。

規模と形状　北東部が調査区域外に延びており全容は不明である。確認できたのほ長軸3。9m，短車酪8mでタ

方形または長方形と推定され　主軸方向はN…器0－Wである。壁高は　～柑cmで　はぼ直立している。

床　やや起伏があ娠　南壁から竃の前面にかけて踏み固められている。

篭　北壁に位置してお酌煙道部と右裾部は調査区域外に延びている。天井部は崩落してお娠　第　層に構築

材の砂質粘土が見られる。磯部は砂質粘土を用いて構築されている。火床部は皿状にわずかにくぼみ，火床癖

は赤変しておl）焼土が堆積している。

電土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒J′・中量，焼1斗白’一少量

2　暗赤褐色　　焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
3　褐　　　色

4　暗赤褐色
ローム粒子少量，炭化物。焼土粒子微量

ローム粒子の焼土粒子少量

穫量　8層からなる。ブロックを含む層位が見られることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

＿1　褐　　　色　　ロームプロ、ソク少量

2　褐　灰　色　　ローム粒子。砂質粘土粒子中量
3　褐　　　色　　ロームブロック微量

4　灰　褐　色　　砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量

5　にぷい黄褐色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
7　黄　褐　色　　ローム粒子中量

8　褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子の砂質粘土粒子少量

遺物出羞状況　土師器片鼠7点（杯類7，嚢蜜柑）芦　須恵器片12点（高塚）が出土している。467は竃の西脇から
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正位で，468は中央部から横位でいずれも床面から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

＿超√

第54図　第81号住居跡・出土遺物実測図

第81号住居跡出土遺物観察表（第54図）

0　　　　　　　　　　　　1m

0　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　考

467 土師器 呵こ ［11．8］ 4．2 －
石英・長石・赤色
粒子 にぷい貴橙 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 床面 55％

468 須恵器 高杯 ［9．3］（10．7） － 石英・長石 灰 普通 ロクロナデ，脚部2段透かし，
透かし間に沈線2条 床面 60％

第84号住居跡（第55図）

位置　調査区中央部のK17C9区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第9・10号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　東側と南側が削平されており全容は不明である。確認できたのは長軸4．3m，短軸3．0mで方形ま

たは長方形と推定され，主軸方向はN－00である。壁高は15cmで，外傾して立ち上がっている。
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床　平坦で，東側は削平されている。

竃　北壁の東コーナー寄りに位置し，天井部や袖部は，削平により失われている。火床部は5cmほど皿状にく

ぼみ，焼土が厚く堆積している。火床部の奥には石製の支脚が見られる。

篭土屑解説
1　赤　褐　色　　焼土粒子多量，炭化物微量

覆土　単一層である。削平のため土層が薄く，堆積状況は不明である。

土屑解説
1　褐　　　色　　ローム粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片51点（杯類6，賓類45），須恵器片3点（嚢類2，平瓶1），石材1点（支脚）が出土

している。124は，北西部の床面から正位で，125・240は南西部の覆土下層から破片の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から7世紀中葉と考えられる。

旦61．8m

一‾‾ニ：＿二

第55図　第84号住居跡・出土遺物実測図
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第84号住居跡出土遺物観察表（第55図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

124 土 師 器 土不 1 1．5 4．0 － 石英 ・長 石 にぷ い橙 普 通
口縁 内側 に 沈 棟 ，体 部 外 由へ

ラ削 り． 内 面 へ ラ 削 り後 ナ デ
床 面 95％　　　　　 P L 85

125 土 師 器 要 ［19 ．7 ］ （9．2） － 石 英 ・長 石 にぷ い橙 普 通 体部 外面 ナデ， 内面削 り後 ナデ 覆 土 下 層 15％　　　 輪穂痕

2 40 須 恵 器 平 瓶 （4．3） （6．5） － 長石 灰 オ リー ブ 普 通 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 下 層 10％　　　　 自然粕

第90号住居跡（第56・57図）

位置　調査区西部のK16a2区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第33・34・79・83号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．2m，短軸4．3mの長方形で，主軸方向はN－20－Wである。壁高は22－30cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃周辺が踏み固められている。

第56図　第90号住居跡実測図

－60－

1



竃　北壁の中央部に位置しているが，左袖は失われている。規模は焚き口部から煙道部先端まで90cm，袖部幅

は推定で100cmである。煙道部は壁外へ30cmほど掘り込み，急傾斜で立ち上がっている。天井部は破壊され，

構築材が竃内に堆積している。第3層は煙道部の痕跡と考えられる。右袖部は，ローム土に砂質粘土を盛り上

げて構築されている。火床部は皿状に掘りくぼめられており焼土がわずかに堆積しているが，赤変はほとんど

認められなかった。第6層は掘り方の土層である。

寵土層解説

1　灰　褐　色　　砂質粘土粒子微量

2　灰　褐　色　　砂質粘土粒子微量，粘性強
3　暗赤褐色　　焼土粒子・砂質粘土粒子少量

4　褐　灰　色

5　褐　灰　色

6　灰　褐　色

砂質粘土粒子少量

焼土粒子・砂質粘土粒子少量

ロームブロック・砂質粘土粒子少量

ピット　3か所。Pl・P2は深さ25－30cmで配置していることから主柱穴と考えられる。P3は深さ25cmで

あるが，性格は不明である。

覆土　3層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

第57図　第90号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子中量

2　にぷい褐色　　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出羞状況　土師器片147点（捧類42　嚢類鋸　高杯飢）芦須恵器片6点（杯類2タ嚢類4）が出土している。

且88は北東コーナー部の床面から逆位で，249はその南側から破片の状態で出土している。464は，249上から破

壊された状態で出土している。何れも住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所凰　完形の甑が逆位で床面に伏せられている一方，高塚が破壊された状態で出土していることから，住居廃

絶に伴い何らかの祭祀行為が行われた可能性がある。時期は，出土土器から6世紀復業と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表　第野図）

番号 種 別 器 種 日経 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

14 3 土 師器 林 13．7 4．8 －
石英 ・赤色粒子 ヰ
雲母 にぷい褐 普通 体部外面へ ラ削 り後 ナデ，内

面横ナデ 床面 80％　　　　　 P L8 5

144 土師器 j不 ［15．1］ 4．5 －
石英 ・長石 ・赤
色 粒子

にぷい赤褐 普通
体 部外面へ ラ削 り後 ナデ，内

面へラ磨 き
床面 5 5％

145 土師器 杯 1 2．9 4．5 － 長右 ・赤色粒千 にぷい橙 普通 体 部外 面へ ラ削 り，内面 ナデ 床面 75％　　　　　 PL 85

24 8 士 師器 林 1 1．2 3．8 － 長石 ・赤 色粒子 灰黄褐 普通 体 部外 面へ ラ削 り，内面へ ラ
ナデ 床面 90％　　　　　 P L 85

24 9 士 師器 牽 18．9 （19．5） － 石英 ・長石 にぷい橙 普通 体部外面 ナデ，内面指頭庄痕 床 面 40％

18 8 士 師器 甑 25．0 2 4．3 9．7 石英 ・長石 橙 普 通 体部 内外面 へラ磨 き 床 面 100％ 底部炭化物付着
P L 92

4 6 4 土 師器 高捧 ［14．9］ 8．2 ［10．1］ 赤色粒子 ・雲母 にぷい赤褐 普通 林部外面 ・脚 部へラ削 り，林

部内面へ ラ磨 き
覆土下 層 40％

第9番号健腰掛（第58859図）

位置　調査区中央部のKl罰区に位置し　尾根上の平坦部縁辺に立地している。

重複関係　第121号住居，第1780502号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．2m，短軸55mの長方形で，主軸方向はN－30…Eである。壁高は26～節cmで，各壁とも

直立している。

床　はぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は竃部分を除き巡っており，断面U字形である。

寵　北壁の中央部に位置し，焚き口部から煙道部先端まで120cm，袖部幅が150cmである。北東部は第502号土

坑に破壊されている。煙道部は壁外へ40cmほど掘り込み，緩やかに立ち上がっている。天井部は砂質粘土で構

築され竃内部へ崩落しており，第2～5層に該当する。その下には被熱で赤変した構築材が見られる。袖部も

砂質粘土で構築され，火床部に画する部分は赤変硬化している。火床部は赤変し，焼士や崩落した構築材の砂

質粘土が厚く堆積している。第13層は被熱により赤愛した掘り方の土層である。

竃土層解説

1　灰　褐　色

2　褐　灰　色

3　褐　灰　色

4　褐　灰　色

5　灰　褐　色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色

雛
色
酌
色

噛
褐
噛
褐

描
赤
描
灰

8
9
1
0
1
1

砂質粘土粒子中量，
砂質粘土粒子多量，

砂質粘土粒子多量，
砂質粘土粒子多量，

砂質粘土粒子多量，

砂質粘土粒子中量，
焼土ブロック中量，
粒子微量

焼土ブロック中量，

焼土ブロック微量
焼土粒子微量

ローム粒子微量
炭化粒子微量

焼土ブロック微量

焼土ブロック微量
ロームブロック・砂質粘土

砂質粘土粒子微量

焼士粒子多量，砂質粘土粒子中量
焼土ブロック微量

焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子
微量

2　3　4　5　6　7　8　9　0　1
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暗赤褐色
暗赤褐色
灰　褐　色

暗 褐赤

褐　灰　色

褐　灰　色

暗　褐　色

褐　灰　色

灰黄褐色
灰　褐　色

焼土ブロック少量，ローム粒子微量
焼土ブロック中量

砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量

焼土粒子・砂質粘土粒子中量
ローム粒子・砂質粘土粒子微量
砂質粘土粒子多量

ローム粒子中量

砂質粘土粒子多量
砂質粘土粒子多量

砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
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第58図　第98号住居跡実測図
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ピット　5か所。Pl～P4は，深さ80～100cmの主柱穴である。P4は柱を受けた痕が2箇所確認できたこ

とから作り替えが行われたと推測される。P5は深さ15cmで，南壁際の中央部に位置していることから，出入

り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。壁際から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　4　褐　　　色　　ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量
2　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・　　　5　暗　褐　色　　ローム粒子少量

砂質粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
3　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量

造物出土状況　土師器片253点（杯類55，嚢類197，高杯1），須恵器片19点（杯類15，嚢類4），石器1点（砥

石），鉄棒1点の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片2点，後世の耕作などで混入したと考えられ

る陶器片1点（壷），瓦1点が出土している。19は北壁際の床面から，20は竃内から，Q6は東側覆土下層か

ら，それぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から7世紀中葉と考えられる。

第59回　第98号住居跡出土遺物実測図

第98号住居跡出土遺物観察表（第59図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

19 土 師 器 杯 ［1 4．0 ］ 4 ．7 － 石 英 ・長石 ・雲母 に ぷい 赤 褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 ナ デ 床 面 3 0％

2 0 土 師 器 要 ［20 ．4 ］ （9 ，7 ） － 長 石 ・雲 母 にぷ い 褐 普 通 体 部 内外 面 ナ デ 竃 5％

番号 種 別 器 種 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考

T P 34 須 恵器 整 石英 ・長石 暗灰 普通 外面横位平行叩き，内面同心円状の
当て具痕

覆土下層
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番 号 器　 種 長 さ （径） 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 6 砥石 （16．1） 6．9 6，3 （82 4．0） 頁岩 砥 面 3 両 覆土下層

第107号住居跡（第60・61図）

位置　調査区中央部のL18e3区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第109号住居跡を掘り込み，第110号住居，第18号掘立柱建物，第213号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北東コーナー部から東側にかけて削平されており全容は不明である。確認できたのは長軸3．5m，

短軸3．2mで方形または長方形と推定され，主軸方向はN－30。－Wである。壁高は5C皿で，外傾して立ち上が

っている。

床　ほぼ平坦で，竃前面と南側が踏み固められている。

竃　北壁のほぼ中央部に位置し，上部は削平を受け，東側は第213号土坑により破壊されている。焚き口部か

ら煙道部先端まで80cm，袖部幅は70cmである。煙道部は壁外へ30cmほど掘り込み，媛やかに外傾して立ち上が

っている。天井部は崩落し，第5層が該当する。袖部は原形を保っていないが，左袖脇に見られる粘土が構築

材の一部と思われる。火床部は皿状にわずかにくぼみ，中央に石材の支脚が見られる。

埴土層解説
1　黒　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック微量

4　暗赤褐色　　焼土ブロック少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
6　褐　　　色　　ローム粒子中量

覆土　8層からなる。．西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

第60図　第107号住居跡実測図
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土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子微量

3　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

4　黒　褐　色　　ローム粒子微量，しまり弱

5　黒　褐　色　　ロームブロック微量
6　黒　褐　色　　ローム粒子微量，粘性弱

7　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
8　暗　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片137点（杯類36，聾類101），須恵器片1点（嚢類），石材1点（支脚）の他，埋没時

に混入したと考えられる弥生土器片2点が出土している。図化した土器は何れも中央部の床面から出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から7世紀中葉と考えられる。

第61図　第107号住居跡出土遺物実測図

第107号住居跡出土遺物観察表（第61図）

番 号 種 別 券 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

13 6 土 師 器 杯 10．8 4．4 －
石英 ・白色粒 子 ・
黒色粒 子 橙 普 通 口 緑 内 側 に沈 線 ， 体 部 外 面 へ

ラ削 り， 内 面 ナデ
床 面 8 5 ％　　　　 P L 8 5

13 7 土 師 器 杯 10．4 3 ．8 － 石 英 ・赤 色 粒 子 に ぷ い黄 橙 普 通
ロ緑 内側 に 沈 線 ， 体 部 外 面 へ

ラ 削 り， 内 面 ナ デ
床 面 7 5％　　　　 P L 85

138 土 師 器 聾 19 ．8 （32 ．5 ） －
石英 ・長石 ・白色粒
子 ・黒色粒子 ・雲母 にぷ い赤 褐 普 通 体 部外面 へ ラ磨 き， 内面横 ナデ 床 面 70 ％　　　　 P L 90

13 9 土 師 器 嚢 ［15 ．1 ］ （15．6 ） －
石英 ・長石 ・白色粒
子 ・黒色粒子 ・雲母 にぷ い 赤褐 普 通

口 綾 部 横 ナ デ ，体 部 器 面 荒 れ

の た め 調 整 不 明
床 面 30 ％
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第109号住居跡（第62・63図）

位置　調査区中央部のL18f2区に位置し，束へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第221号土坑を掘り込み，第107・110・111号住居，第18号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．6m，短軸4．5mの方形で，主軸方向はN－890－Wである。壁高は14～16cmで，各壁とも外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から炉の周辺が，よく踏み固められている。

炉　西壁際に位置し，長径70cm，短径50cmの楕円形で，10cmほど皿状に掘り込まれている。火床面には焼土が

堆積し，赤変硬化している。

炉土層解説

1褐　　　色　　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　4　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　5　暗　褐　色　　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
3　赤　褐　色　　焼土ブロック中量，炭化粒子微量

ピット　7か所。Pl～P4は，深さ50～60cmの主柱穴である。P5は深さ10cmで，Pl・P4の中間やや北

寄りに位置していることから，補助柱穴と考えられる。その他のピットの性格は不明である。

－67－
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覆土　7層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物微量

2　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

3　褐　　　色　　ローム粒子中量
4　褐　　　色　　ロームブロック・炭化物微量

5　暗　褐　色　　ローム粒子中量

6　黒　　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量

7　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片356点（杯類67，聾類278，高杯11）の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片

4点，弥生土器片4点，後世の耕作等で混入したと考えられる須恵器片2点（嚢類）が出土している。231～

234はいずれも床面から出土している。本跡廃絶直後に，投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から5世紀末と考えられる。

第63図　第109号住居跡出土遣物実測図

第109号住居跡出土遺物観察表（第63図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

22 9 土 師 器 杯 ［15．4］ 5 ．3 －
石 英 ・長 石 ・赤
色 粒 子

明 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り， 内面 放 射
状 の ヘ ラ 磨 き

覆 土 中 20％ 内面から口緑部
赤彩

2 30 土 師 器 杯 ［1 4．8 ］ （4 ．3 ） －
赤 色 ・白 色 ・黒
色 粒 子 ・雲 母 明 赤 褐 普 通

体 部 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ

磨 き
覆 土 中 30％

2 3 1 土 師 器 高 杯 ［1 4．5 ］ 1 1．6 9．3 石 英 ・赤 色 粒 子 橙 普 通
杯 部 内 面 一 部 へ ラ磨 き， 脚 部

へ ラ削 り
床 面 50％　　 内外面赤彩

2 32 土 師 器 高 杯 － （3．0 ） 5．8 赤 色 粒 子 ・雲 母 橙 普 通 脚 部 内 外 面 ナ デ 床 面 40％

2 33 土 師 器 嚢 ［20 ．2 ］ （13．1） －
石 英 ・長 石 ・赤
色 粒 子 ・雲 母 にぷ い褐 普 通 体 部 内 外 面 ナ デ 床面 15％　　　 輪積痕

2 34 土 師 器 甑 ［20 ．0 ］ 3 1．0 11．4 石 英 ・赤 色 粒 子 褐 灰 普 通 休部外 面 ナデー 部削 り，内 面へ

ラ削 り後 ナデ，底 部 内面指頭 痕
床 面 40％　　　 輪積痕
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窮醐　考健贋跡　第糾0駈図）

位置　調査区中央部のL18el区に位置し．東へ傾斜する斜面部に立地している、、

重複関係　第柑号住居跡夕　第霊号士坑を掘　込み　第且摘号住居　第測号士坑に掘　込まれている。

規模と形状　南の一部が調査区域夕机こ延びておりタ　東側が削平されていることから全容は不明である。確認で

きたのは長躯。m　短躯．mで　長方形と推定され　主軸方向はN一　〇一Eである。壁高はⅢ～40cmで，各

壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平川で．中央部が出入l＿周一近から竃前面まで踏み固められているしつ酎井は北側の西半分から西側にか

けて見られ，断面U字形であるご

磯　北壁のほぼ中央部に位置し，天井部から右裾までが第206号土坑により破壊されている。規模は焚き打部

から煙道部先端まで100cm　磯部幅は相貌mである。煙道部は壁外へ30cmほど掘り込みタ　外傾して健やかに立ち

上がっており，煙道に沿って粘土を貼りつけてある。天井部は崩落し，砂質粘土を主とする構築材が，前面へ

流れ出している。左裾は，火床部に画した部分が赤変硬化している。火床部はわずかにくぼみ9　焼土が厚く堆

積し赤変碩化している。

電土層解説

1　暗　褐　色　　焼土ブロック8砂質粘土粒子少量
2　暗赤褐色　　焼士粒子を炭化粒子0砂質粘土粒子微量

3　褐　灰　色　　砂質粘土粒子中量ヲ炭化粒子少量，焼士粒子微意
4　褐　灰　色　　焼土粒子の炭化粒子を砂質粘土粒子少量

5　暗赤褐色　　焼土ブロック少量
6　暗赤褐色　　焼土粒子少量

7　灰　褐　色　　砂質粘土粒子多量

ぽッ匪　5か所。㌘鼠　ゆP3ゆP4は，深さ3の～70cmの主柱穴である。配置を考え南東部の床面を精査したが診

対応する主柱穴は確認で　なかった。P　は深さ茹cmで　商壁際の中央部に位置することから　出入　持施設

に伴うピットと考えられる。P5の性格は不明である。

尊皇　鼠5層からなる。第蟻の蟻層は　竃から流出した士層である。偽は炭化物や粘土粒子を含む不規則な堆積

状況から．人為堆積と考えられる。，

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少軋　粘土ブロック・炭化粒子微量

2　黒　　　色　　ローム粒自微量

ニ1暗　褐　色　　ロームプロ、ソク・炭化物・砂質粘目白’・少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物微量

5　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量

黒
黒
暗

6
　
7
　
8

色
色
褐
褐

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子少量

褐　色　　砂質粘土粒子少量

9　褐　　　色　　ローム粒子中量
10　褐　　　色　　ロームブロック少量

H　暗　褐　色　　ローム粒子少量

12　灰黄褐色　　砂質粘土粒子多量，炭化物微量
＿13　暗　褐　色　　焼土粒千・炭化粒J’・少量

H　褐　灰　色　　砂質粘十粒子少鼠　焼士粒子・炭化粒子微量
15　赤　褐　色　　焼土粒子多量

遠地出藍状況　土師器片930点（塔類206，嚢類695，高杯29）須恵器片飢点　種類相　愛類の　石器　点

砥石上　着製品　点　剣形模造品）鉄製品　点　刀子）の偽，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片7

点，弥生土器片34点が出土している。同形の237の238は北西コーナーの覆土上層から横位で，239は中央の床

面から破片で，Q25・Q26・Q27はいずれも床面から出土している。これらは住屠廃絶時に遺棄されたものと

考えられる。

所見　当遺跡の同時期の中では規模が比較的大きく，同じ器形の小形高林2点や剣形石製模造品が出土してい

ることから，集落の中で何らかの性格を持たされた住居であると考えられる。時期は，出土土器から6世紀未

から7世紀初めと考えられるご
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第64図　第111号住居跡実測図
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⊂
第65図　第111号住居跡出土遺物実測図

第111号住居跡出土遺物観察表（第65図）

り

l

瑠

I

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

5cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿」」　　」

番号種別器種口径器高底径胎　土色　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　考

235土師器杯［10．6］3．2－
赤色粒子・白色
粒子 にぷい橙普通

体部外面へラ削り，ロ縁部・
休部内面植ナデ
壁際
覆土上層25％

236土師器杯［10．8］3．3－
赤色粒子・白色
粒子・空母
にぷい橙普通体那外面へラ削り，口縁郡・
休部内面椿ナデ
覆土中20％

237土師器高杯11．65．37．5石英・赤色粒子赤普通
口縁内側に洗練，杯部内面ナ

デ．脚部へラ削り

壁際
覆土上層98％　　　　　PL88

238土師器高杯－（4．5）［7．6］石英・赤色粒子赤普通
脚部へラ削り，巧こ部中央に焼
成前穿孔
壁際
覆土上層55％　器台に転用か

239土師器賓［23．6］（15．7）－石英・長石・雲母．にぷい橙普通体郎外面ナデ，内面へラナデ床面20％

番号器　種長さ幅厚　さ重　量材　質 特　　　　　　徴 出土位置備　考

Q25砥石（10．1）5．1 2．88 （261．0）粘板岩砥面4面 床面

Q26砥石（19．4）10．1 9．4 （1700．0）砂岩砥面4両 床面 PLlO4

Q27
剣形模造
口
．．
4．4 2．4 0．7 8．5滑石孔径0．2，周縁部面取，磨き 床面 PLlO4
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第128号住居跡（第66～68図）

位置　調査区東部のL17dl区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

重複関係　第236号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西側が調査区域外に延びており全形は不明である。確認できたのは東壁3．3m，北壁2．9mで，

方形または長方形と推定され，主軸方向はN－300－Wである。壁高は20C皿で，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁の中央部に位置しているが，撹乱により破壊されており，覆土の堆積状況は不明である。規模は袖部

幅が100cmほどと推定される。右袖付近からは甑が横位で，両袖付近からは焼土が付着した嚢が破片の状態で

出土している。

ピット　Plは深さ56cmで，柱穴と考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子
微量

5　明　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片228点（杯類20，嚢類207，高杯1），須恵器片1点（杯類），石器1点（砥石）の他，

埋没時に混入したと考えられる縄文土器片4点が出土している。84・85・86は竃袖部付近の床面から，Q17は

竃前面の床面から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から6世紀中葉と考えられる。

第66図　第128号住居跡実測図

第67図　第128号住居跡出土遺物実測図（1）

V‾

0　　　　　　　　　　　　2m
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／二ユ
第68図　第128号住居跡出土遺物実測図（2）

第128号住居跡出土遺物観察表（第67・68図）

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

番号種別器種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　考

82土師器杯13．1 4．3 －石英・長石・雲母にぷい黄橙普通体部外面へラ削り，内面ナデ床面80％　　　　　PL85

83土師器杯［13．2］4．7 －石英・長石・雲母にぷい赤褐普通体都外面へラ削り，内面ナデ覆土中55％

84土師器襲19．232．3 6．2石英・長石・雲母橙普通体部外面へラ削り後ナデ 床面75％壌土付着　PL90

85土師器聾－（31．2）［5．8］
石英・長石・赤色
粒子・雲母 にぷい橙普通

体部外面へラ削り複ナデ，一
都へラ磨き 床面65％

86土師器甑［24月］27．0 9．1石英・長石・雲母橙普通
体部外面へラ削り後一部へラ
磨き．内面へラ磨き 床面50％

番号器　種長さ（径）幅厚　さ重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q17 砥石26．5 14．7 7．8 3030．0 砂岩表面に14条の研磨痕 床面
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第160号住居跡（第69・70図）

位置　調査区東部のL18g4区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第106号住居，第18号掘立柱建物，第77・293・295・301・302号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西コーナーがわずかに調査区域外へ延びているがほぼ全体を確認でき，長軸6．5m，短軸5．8m

の長方形で，主軸方向はN－180－Wである。壁高は5－15cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

－74－
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床　ほぼ平坦で，竃前面を中心に踏み固められている。

竜　北壁のほぼ中央部に位置し，上部は削平されている。規模は，焚き口部から煙道部先端まで150cm，袖部

幅は130cmである。煙道部は壁外へ10cmほど掘り込み，外傾して綬やかに立ち上がっている。天井部は削平を

受けているため残存していないが，竃の覆土に崩落した粘土が見られないことから，竃廃絶時に取り除かれた

と考えられる。袖部は地山上に粘土を貼り付けて構築されているが，粘土の残存はわずかである。また，左袖

内側が被熱で赤変硬化している。火床部は皿状にくぼみ，赤変硬化しているが，焼土はほとんど堆積していな

い。火床部奥の左袖寄りに高杯が逆位で，その奥から小形嚢の破片が出土している。

篭土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック少量 2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

⊂
第70図　第160号住居跡出土遺物実測図
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3　褐　　　色　　ローム凝子中還
4　黒　褐　色　　炭化物の焼土粒子微量

5　黒　褐　色　　焼士粒子微量

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，しまり強

一・ン　一　、が訂　’、lノ　㌦・：莞∵ミ）、＼こ、丁、′、一、・ノ）巨ノー　ノ′、′J、／．）、辛′fP∴‘、相一、、里人－、・√′）つ了「十一当∴’

いることから，出入り「l施設に伴うピットと考えられる．二一1

穫丑　2層からなる。覆土が薄く，堆積経緯は不明である。

土層解説

l　暗　褐　色　　ローム粒子申軋　しまり強　　　　　　　　　　　2　暗　褐　色　　ローム粒J’・少量

遺物出藍状況　土師器片29の鰯（棒類63，襲類2膵　高塚摘），石器2点（磨石1タ砥石日，士製品1点（士王）

の飽　埋没時に混入したと考えられる縄文土器片　点　弥生土器片飢点が出土している。Ⅲ　も摘ほ火床部上

から，且480蟻は火床部奥からタ　蟻は右裾上部からタ　それぞれ出土している。また鼠49のQ温9e Q20。りP6

はいずれも床面より出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所凰　竃の袖部や火床部にはしっかりと使用した痕跡がありながら，竃内に焼土がわずかしか残存しておらずタ

竃から逆位で出土した高塚に被熱痕が認められないことからタ廃棄する前に竃内の灰を取り除いたり，高塚を

伏せたりする行為を伴う竃祭祀が行われたものと考えられる。さらに　重複する第頴尊王坑から同形の高塚

が出土していることから　祭祀に使用したま静を住居廃絶時に埋めた可能性もある。時期はタ　出土土器から5

世紀末から6世紀初めと考えられる。、

第160号f日朝亦出士遺物観察表（第70図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 ！底 径 ！ 胎 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

14 6 士 師 器 林 ［15 ．4 ］ 4．9 －
右 姓 ・長石 ・赤色
粒子 ・雲母 橙 普 通

目線部 へ ラ磨 き，休 部外 面へ ラ
削 り，内面放 射状 のヘ ラ磨 き 竃 30 ％

且4 7 士 師 器 林 日鋼 ］ （4．2） －
赤 色 粒 子 ・黒 色

粒 子 ・霊 母
橙 普 通 目 線 部 楯 ナ デ 、 器 面 荒 れ の た

め 調 整 不 明 電 30 ％

148 士 師 器 高 林 16．3 1 3．7 ［9 ．5］
右薬 ・長有 ・赤色粒
子 ・黒色骨子 ・雲母

橙 普 通 埠 部外 面 へ ラ磨 き， 脚 部 削 り
後 へ ラ磨 き 火 床 部 奥 8 0％　　　　 P L 8 8

149 士 師 器 婆 ［1 6．4 ］ （13 ．0 ） － 右 奥 ・長石 ・雲母 に ぷ い 橙 普 通
捧 部 内外 面 へ ラ磨 き， 脚 部 へ

ラ削 り後 へ ラ 磨 き
覆 土 下 層 2 0％

1 50 土 師 器 小 形嚢 ［14 ．0 ］ （10 ．3 ） － 有 英 ・長有 ・雲母 褐 灰 普 通 体 部 内外 面 ナ デ 床 面
10％　 外面煤 付着

輪積 痕

15 ユ 士 師 器 小形 餐 ［12 ．4 ］ （五 和 － 右 奥 ・長 有 ・雲母 にぷ い 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 ナ デ 袖 部 上 20 ％

15 2 土 師 器 小形婆 は2．6］ （9．2） －
石英 の長石 一白色粒
子 ・赤色骨子 ・雲母 にぷ い橙 普 通 頚 部 指 頭 痕 ， 体 部 内面 ナ デ 火 床 部 奥 15 ％

番 号 器　 種 長 さ 厚 さ 孔 径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

りP 6 土 工 1．8 1．1 私2 3 ．5 士 ナ デ 床 面 P L lO 3

番号 器　 楯 長 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出 上 位 置 備　 考

Q 19 磨 石 8．8 6．8 4．2 3 78 。0 安 山 岩 両 端 に 使 用 痕 床 面

Q 2 0 砥 石 （H 。2） 8．3 5．6 （6 62 ．0 ） 粘 板 岩 砥 商 2 面 床 面

第閥考健腰掛　第m囲）

位置　調査区東部のL18f5区に位置し∴束へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第163・164号住居に掘り込まれているご

規模と形状　確認できたのは長辺。m　短辺。mで　方形または長方形と推定され　主軸方向はN…柑0－W

である。壁高は15～′21eIuで，外傾して立ち上がっている。

床　はぼ平坦で，竃前面から中央部が踏み固められている。東半分は削平されている。

竃　北壁の中央部に位置しタ　上部は削平を受けている。規模は焚き口部から煙道部先端まで80cIn9　袖部幅は80

cmである。煙道部は壁外に測cmほど掘　込み　外傾して緩やかに立ち上がっている。天井部は崩落したと推定
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第71図　第162号住居跡・出土遺物実測図
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され，第1層にわずかに痕跡が見られる。袖部は，地山にローム土を積み上げ，さらに砂質粘土を盛り上げて

構築されている。火床部は，皿状にわずかにくぼみ硬化している。奥に土師器嚢の底部が正位で出土している。

竃土屑解説

1灰黄褐色　　砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量　　　　　　　　5　黒　褐　色

2　暗　褐　色　　ローム粒子・砂質粘土粒子微量　　　　　　　　　　6　褐　灰　色
3　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　7　灰黄褐色

4　暗赤褐色　　焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量　　　8　褐　　　色

ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

ロームブロック・砂質粘土粒子微量
ロームブロック少量

ピット　Plは深さ20cmで，南壁際に位置している。やや西寄りではあるが，硬化面の広がる手前であること

から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子少量

ロームブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
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遺物出藍状況　土師器片23点（琢類3　婆類獅）の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片3点が出土

している。119は竃左側床面から，120も竃内からそれぞれ正位で出土しており，何れも住居廃絶時に遺棄され

たものと考えられる√

所見　時期は，出十王器から7世紀中葉と考えられるJ

第162号住居跡出土遺物観察表（第71図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出士 位 置 備　 考

H 9 土 師器 林 10．3 4．0 － 石英 ・長石 ・白色粒子 にぷ い赤 褐 普 通
体 部 外 面 ナ デ ， 内面 横 ナ デ タ
底 部 へ ラ削 り 床 面 10 0％　　　 P L 8 5

12 0 土 師器 聾 － （6．2） 6．3 石 英 ・長 石 に ぷ い赤 褐 普 通 体 部 内 外 面 ナ デ ， 底 部 木 葉 痕 火 床 部 上 10 ％

第帽ア考健腰掛（第72◎73回）

位置　調査区東部のIJ，18115区に位置し∴束へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第蟻号住居跡を掘　込み　第摘号住居　第測号土坑に掘　込まれている。

規模と形状　南西部が調査区域外に延びており全容は不明である。確認できたのは長辺7．6m，短辺4。8mでタ

方形または長方形と推定され，主軸方向はN－130－Wである。壁高は35～50cmで，各壁とも直立している。

床　はぼ平坦で，北東コーナー部を除き踏み固められている。焼士の炭化物混じりのローム士で貼床されてい

る。壁溝は竃部を除いた北壁下に見られ，断面tT字形である。

囁　北壁の中央部東寄りに位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで130cm，袖部幅は100cmである。

煙道部は壁に沿って立ち上がった後，わずかに外傾して立ち上がっている。天井部は前面に向かって崩落して
′

おり，第3層がこれに該当する。右袖部は，前端が調査中に失われてしまったが，地山上にローム士で土台を

作りその上に粘土を盛り上げている。左袖部は焼土を含むローム士を積み上げた乳砂質粘土を貼り付けて構

築されている。また汐　火床部に画する部分は赤変硬化している。火床部は皿状にわずかにくぼみ，焼士が厚く

堆積している。掘り方は第21022層が該当し，長径100cm　短径粥cmの楕円形に掘り込んだ後，焼土e粘土粒

子混じりのローム土で埋め戻している。左袖は掘り方上に構築されていることから，作り替えが行われたと考

えられる。火床部の奥から土師器高塚，煙道部付近に土師器杯が何れも逆位で出土している。

電土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック中量0
2　暗　褐　色　　ローム粒子0焼土粒子微量

3　灰　褐　色　　砂質粘土粒子多量，ローム粒子e焼土粒子微量
4　黒　褐　色　　焼土粒子・砂質粘土粒子微量

5　暗赤褐色　　焼土粒子中量，砂質粘土粒子微量
6　灰　褐　色　　砂質粘土粒子中量

7　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

8　暗赤褐色　　焼土粒子多量，ローム粒子微量
9　暗赤褐色　　赤変した粘土粒子多量

10　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
は　灰　褐　色　　砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

黒
暗
黒
灰
黒
黒

6

　

7
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n
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1

1

　

1

　

1

　

1

　

2

　

2

褐

赤褐

褐
褐
褐
褐

色
色
色
色
色
色

22　暗　褐　色

23　暗　褐　色

24　暗　褐　色

25　にぷい赤褐色

12　灰　褐　色　　砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　26　灰　褐　色

13　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量　　　　27　灰　褐　色
14　にぷい赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子多量　　　　　　　　　　　　28　暗　褐　色

15　暗赤褐色　　ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　　29　灰　褐　色

ローム粒子微量

ロームブロック・焼上プロ・ソク微量
砂質粘土粒子少量

焼土粒子少量，ローム粒子微量

焼土粒子・砂質粘土粒子微量

ロームブロック・焼土ブロックe砂質粘土粒子
微量

ローム粒子中量，焼土ブロック少量
焼土ブロックeローム粒子微量

ローム粒子少量，焼土ブロック微量
焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子・砂質粘土粒子微量
砂質粘土粒子多量

ピット　Plは深さ70cmで主柱穴と考えられる。

覆堂　9層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。第9層は貼床の土層である。

土層解説

1黒　褐　色　　ロームブロック少鼠　廃土粒子0炭化粒子微量　　2　黒　褐　色　　ロームブロック。炭化物微量

－78－



＠）

第72図　第167号住居跡実測図

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　極暗褐色

6　暗　褐　色

ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質
粘土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒
子微量

粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロ
ック少量，炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　1m

7　暗　褐　色　　焼土ブロック・炭化粒子中量，ロームブロッ
ク・粘土ブロック少量

8　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量

9　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況　土師器片184点（杯類48，嚢類116，高杯20）の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片

2点，弥生土器片11点が出土している。153・156は竃内から逆位で，154は竃右の壁際から正位で出土してい

る。250は東壁付近の床面から出土している。これらは住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　竃から出土している杯や高杯に被熱痕が認められないことから，隣接する第160号住居跡と同様に，住

居廃絶に伴い，高杯を伏せる行為を伴う竃祭祀が行われたものと考えられる。しかし，竃本体の様相が異なる

点は，なお検討の必要がある。時期は，出土土器から5世紀末から6世紀初めと考えられる。

第73図　第167号住居跡出土遺物実測図

第167号住居跡出土遺物観察表（第73図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

1 53 土 師 器 珂こ 1 1．8 5，2 － 石 英 ・長 石 赤 褐 普 通 休 部 内 外 面 へ ラ磨 き， 底 部 へ

ラ削 り
煙 道 部 95 ％　　　　 P L 8 6

1 54 土 師 器 坪 15 ．2 5．4 － 石 英 ・長 石 明赤 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り， 内 面 放射
状 の ヘ ラ磨 き

壁 際
覆 土 中層 10 0％　　　 P L 8 6

15 6 土 師器 高 堵こ 17 ．8 （12．3） －
石英 ・長石 ・赤色

粒 子
橙 普 通

杯 部外 面へ ラ削 り，内面 へ ラ磨

き，脚 吾βへ ラ削 り後一部 磨 き
火 床 部 奥 75 ％ 杯部内面煤付着

P L 8 8

25 0 土 師器 高 林 － （8．5） － 石 英 ・雲 母 明赤 褐 普 通 脚 部 へ ラ削 り 床 面 35 ％　 煤付着，輪積痕

15 7 土 師 器 要 ［13 ．8］ （7．1） － 石 英 ・長石 ・雲母 橙 普 通 口縁郎横 ナ デ，体部 内外 面ナ デ 壁 際
覆 土 中 層 10 ％

第168号住居跡（第74図）

位置　調査区東部のL18i8区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第161号住居跡を掘り込み，第12号溝，第296号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南が調査区城外に延びており全容は不明である。確認できたのは長辺5．5m，短辺0．8mで，方形

または長方形と推定され，主軸方向はN－50－Wである。壁高は7～20cmで，各壁とも外傾して立ち上がっ

ている。

床　ほぼ平坦で，竃前面が踏み固められている。

竃　北壁の中央部に位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで120cm，袖部幅は100cmである。煙道部

は壁外へ若干掘り込み，緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部は崩落し，構築材の砂質粘土が第9－13

層に見られる。袖部は焼土・炭化物を含むローム土上に砂質粘土を盛り上げて構築されており，火床部付近は

赤変硬化している。火床部は皿状にくぼみ赤変している。
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第74図　第168号住居跡：・出土遺物実測図
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電土層解説

1　暗赤褐色
2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　極暗赤褐色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色

7　暗赤褐色
8　暗赤褐色

9　灰　褐　色

焼土ブロック少量，ローム粒子0焼士粒子微量

焼土ブロックや炭化粒子少量，ローム粒子微量
ロームプロ、ソク・焼士プロ、ソク・炭化粒子少量

ロームブロックの焼土ブロック少量，炭化粒子
微量

ローム粒子e焼士粒子少量，砂質粘土粒子微量

焼土ブロック中義，炭化粒子少鼠　ローム粒子
微量

焼土粒子8砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子。炭化粒子微量

砂質粘土粒子少量，ロームブロックe焼士ブロ
ック。炭化物微量

10　暗赤褐色
H　暗赤褐色
12　にぷい赤褐色

13　暗赤褐色
14　灰黄褐色
15　明赤褐色
16　にぷい赤褐色

17　暗赤褐色

18　にぷい黄褐色

砂質粘土粒子少量，焼土粒子0炭化粒子微量

炭化粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

砂質粘土粒子少亀　焼土ブロック0炭化物微量
砂質粘土粒子多鼠焼土粒子・炭化粒子微量

焼土ブロックe砂質粘土粒子少量
砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量

砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少鼠　ローム
粒子微量

砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土ブロッ
ク・炭化粒子微量

ぽッ匝　P　は深さ朝cmで主柱穴と考えられる。

尊皇　7層からなる。第1層は竃から流出した土層である○他は，西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然

堆積と考えられる。

土層解説

1　暗赤褐色
2　暗　褐　色

3　窯　褐　色

4　暗　褐　色

炭化物e焼土粒子少量，ロームブロック微量

ロームプロ、ソク・焼士粒J’一少量．炭化粒自微量
ロームブロック0焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼士粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，焼士粒子さ炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器楕73点（琢類36，婆類33，高塚4）が出土している0土器片は竃周辺に集中しており，

覆土下層から床面にかけて出土している。16l⑳蟻e蟻は左裾脇からまとまって，163は竃内の覆土および竃

右の床面から破片の状態で出土している。これらは住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

新風　時期はタ　出土土器から6世紀後某と考えられる。

第168号住居跡出土遺物観察表（第74図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

160 土 師器 林 1 3．4 5．4 － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 体 部外 面へラ削 り，内面ナデ 床面 8 0％　　　　 P L 85

1 6 1 土 師 器 林 13．1 4．1 －
長石 ・白色粒子 ・
雲母 にぷ い橙 普 通 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ 床 面 8 0％　　　　 P L 85

16 2 土 師器 杯 13．0 4．1 － 石英 ・雲母 にぷ い褐 普通 体部外面へ ラ削 り， 内面 ナデ 床面 80％　　　　 P L 8 5

16 3 士 師 器 杯 13．2 4．7 － 長石 ・雲母
i
にぷい赤褐 普通 体郎外面へラ削り，内面へラ磨き 竃お よび

床面 75％　　　　 P L 8 5

164 土 師 器 杯 ［17．9］ （5．7） － 石英 ・長石 ・雲母 明赤褐 普通 体部外面下部へラ削り，内面へラナデ 床面 2 5％

165 土 師器 ま不 1 5．6 4．5 － 石 英 ・雲母 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り，内面放射状のヘラ磨き 床面 8 0％　　　　 P L 85

第贈号健應跡（第75～77図）

位置　調査区東部のL18hO区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第ユ69号住居跡を掘り込み，第173号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸403期短軸3・8mの長方形で，主軸方向はN－410－Wである。壁高は15～30cmで，各壁とも

ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，炉付近の中央部が踏み固められている。壁溝は全周し，断面U字形である。

炉　北壁近くに位置している。長径60cm，短径40cmの楕円形で，床面が皿状にくぼみ，火床部は赤変硬化して

いる。

炉土層解説

1　暗赤褐色　　焼土ブロック少量
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第75図　第170号住居跡実測図

ピット13か所。Pl～P4は深さ20～40cmで主柱穴である。P5は深さが36cmで炉の北側に位置しており，

覆土上及び覆土中から土師器嚢の破片が出土している。P7・P8・Pllは深さ30～20cmで，配置から補助の

柱穴と考えられる。その他のピットの性格は不明である。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置している。長軸50cm，短軸40cmの長方形で，深さは30cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。覆土中から土師器杯が出土している。

貯蔵穴土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ロームブロック微量

覆土　9層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。

土眉解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子微量

3　褐　　　色　　ローム粒子中量
4　暗　褐　色　　ローム粒子中量

5　黒　褐　色　　ローム粒子微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少量

7　褐　　　色　　ローム粒子中量，粘性強
8　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

9　黒　褐　色　　ローム粒子中量，しまり強

遺物出土状況　土師器片177点（杯類26，嚢類127，高杯23，ミニチュア1），石器3点（砥石）の他，埋没時

に混入したと考えられる縄文土器片1点，弥生土器片7点が出土している。出土した土器は南側の覆土下層か

ら床面に多く見られ，特に貯蔵穴周辺に集中している。166は斜位，167は逆位，173は正位で貯蔵穴北側の床

面から並んで出土している。168は破片の状態で貯蔵穴の覆土中層から，170は南西コーナーの床面から杯部と
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第76図　第170号住居跡出土遺物実測図（1）
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第閻図　第膵号住居跡出土遺物実測図綾）

脚部が分かれた状態でそれぞれ出土している。膵はP　の覆土中から破片で　甑を模した膵は北東コーナー

部から逆位で出土している。これらは住居廃絶時に遺棄されたと考えられる。

所見　主柱穴の配置が東側に寄っており，住居西側に空間がある。この空間はタ　南西部から土器が多く出土し

ていることや貯蔵穴と考えられる掘り込みが見られることからタ　収納ゆ貯蔵場所としての役割を持っていたと

推測される。またタ　高杯珍ミニチュアが南西と北東のコーナー部から出土してお酌　住居廃絶時に何らかの祭

祀的な行為が行われた可能性がある。時期は，出土土器から　世紀複葉と考えられる。

第170号住居跡出土遺物観察表（第76・77図）

番号 種 別 器 種 日 経 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

16 6 士 師器 林 1 5．9 6．3 … 石英 ・長石 にぷい橙 普通
目線 部内面パケ 帖　 休部外面

下部 へ ラ削 り，内面へ ラナデ
床面 95％　　　　　 P L 86

16 7 十 師 器 林 14．2 5．6 5。4 石 英 ・長有 ・雲母 明赤褐 普通 休 部内外 面へ ラ磨 き，底部へ

ラ削 り
床 面 90％　　　　　 P L 86

ユ68 土 師器 杯 15．6 6．0 5．1 石 英 e 長 石 明赤褐 普通 体部内外面ナデ，底部へラ削 り
貯蔵穴

覆土 中層 70％　　　　　 P L8 6

169 士 師 器 椀 は4．8］ 8．0 6．2
石 英 ・長石 ・赤色

粒子 ・雲母
にぷ い橙 普 通 休 部内面 へラ削 り後ナデ，底

部木葉痕
覆土下層 40％

l TO 土 師器 高林 17．8 1 6．7 14 ．7 石英 e長石 e雲 母 明赤褐 普通 杯部外面へ ラ削 り，内面不定方
向へラ磨き，脚部外面へラ磨き 床面 65％　　　　　 PL 88

17 1 土 師器 婆 ［接 1］ 30．9 7．3 長 石 ・赤色 粒子 にぷい橙 普通
体部外面一部へ ラ磨 き， 内面
削 り後ナデ，底部 ナデ P 5 覆土中 60％　　　　　 PL 91

17 2 士 師器 婆 16．3 （25．8） －
長石 ・赤色粒子 ・

雲母
にぷい橙 普通 休部外面 ハケ臣　 内面へ ラ削

り後ナデ 床面 55％　　　　　 P L 91

17 3 土 師 器 小形嚢 1 1．2 15 ．0 7．2 石英 ・長右 ・雲母 にぷい橙 普通
目線 部内面パケ ＝調整 後ナ

デ，体 部外 面パケ 目
床面 90％　　　　　 P L 90

174 十 師 器 甑 17．2 H ．7 6．9 石 英 ・長石 橙 普通 ＝縁 部祈 り曲げ，休部内面へ
ラナデラ　単乳底部

床 面 60％　　　　　 P L 92

175 土 師 器
．、　　＿＿
1ヽ 　ヽ’’叫チュア 6．7 4．5 3．2 石 英 ・長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通 体部 内外 面ナデ，甑模 倣

壁 際
覆土 下層 100％ 輪積痕　 P L 92

番号 器　 種 長さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 22 砥石 （15．5） ユ0．2 6．7 （762．0） 片岩 砥面 1 両 覆土下層

第閻望考健腰掛（第78砂79図）

位置　調査区東部のL18fO区に位置し，束へ傾斜する斜面部に立地しているし、、

重複関係　第303号土坑に据i）込まれている二
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第78図　第172号住居跡実測図
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第79図　第172号住居跡出土遺物実測図

規模と形状　長軸4．9m，短軸4．8mの方形で，主軸方向はN－30－Wである。壁高は20－30cmで，各壁ともや

や外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は竃部を除き巡っており，断面U字形である。

竃　北壁の中央部に位置しているが，本体は破壊されており，ほとんど残存していない。掘り方から推定され

る規模は，焚き口部から煙道部まで90cm，袖部幅は90cmである。壁外への掘り込みはなく，手前に構築材と推

測される粘土塊が見られる。火床部は皿状にくぼみ赤変硬化しており，焼土が5cmほど堆積している。掘り方

は焚き口付近から壁まで二段階の掘り下げが見られ，奥から順に埋め戻している。

寵土層解説

1　灰　褐　色

2　灰　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック少量
ローム粒子・焼土ブロック中量，炭化物・砂質

粘土粒子微量
3　明　褐　色　　ローム粒子多量

4　灰　褐　色　　炭化物少量，焼土粒子微量
5　暗　褐　色　　ローム粒子少量

6　赤　褐　色　　焼土粒子多量

7　暗赤褐色　　焼土粒子中量，炭化粒子少量



8　灰　褐　色　　ロームブロック少数　焼士粒子か砂質粘土粒子

9　褐　　　色
10　暗　褐　色

11灰　褐　色

12　暗赤褐色

微量

炭化物微量

焼土プロ、ソク・ローム粒J’・少量．炭化粒召紅量

焼士粒子多量，粘土粒子少量
赤愛した粘土粒子多量

13　暗　褐　色

14　暗赤褐色
15　暗　褐　色

16　黒　褐　色
17　褐　　　色

ローム粒J’・少量

焼土粒子中量，炭化物微量

ロームブロック少量

ロームプロ、ソク・焼士プロ、ソク微量

ローム粒子少鼠　黒色粒子微量

ぽッ匪　6か所。P　～P射深さ渕～祁cmで主柱穴である。P　は深さ測cmで　南壁際に位置していること

からタ　出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6の性格は不明である。

貯蔵究　南東コーナー部に位置し学長軌00cm，短軸80cmの長方形でタ深さは30cmである。底面は平坦でタ壁

は外傾して立ち上がっている。覆土中層から土師器嚢が出土している。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　　ロームブロック0焼土ブロックe炭化粒子少量　　3　褐
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

色　　ローム粒√多量

尊堂　9層からなる。床面上から覆土下層に太量の石が混入してお酌　ロームブロックが不規則に見られるこ

とから人為堆積と考えられるp

土層解説

1　窯　褐

褐
褐
　
褐

暗
黒
褐
暗

2
　
3
　
4
　
5

色
色
色
色
色

ロームブロックの炭化粒子少量，焼士粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ローム粒J’・少量，炭化粒子微量

ロームブロックe炭化粒子微量

ロームプロ、ソク小甘，炭化物微量

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　明　褐　色

9　褐　　　色

ローム粒子中量，炭化物微量

ロームプロ、ソク・炭化物微量

ロームプロ、ソク多量．焼l二プロ、ソク微量

ローム粒子多量，焼土粒子あ炭化粒子微量

遺物出羞状況　土師器片罰点　琢類把　嚢楽器説堵自　須恵器片　点　嚢東上鉄浮　点の胤埋没時に混

入したと考えられる弥生土器片5点夕石器温点（剥鋸が出土している。膵　0相は床面からタ膵は貯蔵穴

覆土中層から出土してお酌住居廃絶時に遺棄された　のと考えられる。膵　の膵は覆土下層から出土してお

酌　廃絶直後に投棄されたものと考えられる。

所凰　時期は，出土土器から5世紀後半と考えられる。

第膵号住居跡出土遺物観察表（第79囲）

番号 料 別 器 種 日経 器高 底径 胎　 土 ［ 色 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

17 6 士 師 器 林 は4．8］ 6．5 － 石英 ・長石
さ
明赤褐 普通 休 部外 面ナデ，内面放射状 の

へラ磨 き
覆土下層 4 0％

17 7 土 師器 柑 8．3 8．0 3．2 石 英 ・長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通 目線部横 ナデ，底部へ ラ削 り 覆土下層 9 0％　　　　 P L 88

178 士 師 器
［
I 婆

［
1 6．3 28 ．2 9．3

石英 ・長右 ・赤色粒
千 ・黒色粒子 ・雲母 にぷい橙 普通 休部外面上 部へラナデ，下部

へ ラ削 り， 内面 へラナデ
床 面 80 00　　　　 P L 9 1

179 士 師 器 婆 17．6 （26．1ラ － 有英 ・長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通
体部外面へラ磨 き，内面上部へ

ラナデ，下部へ ラ削り後ナデ
貯蔵穴
覆土中 70％　　　　 P L 9 1

18 0 土 師器 嚢 16。8 （2 2．6） － 石英 ・長右 ・雲母 灰赤 普通 体部外面パケ臥　 内面へラナデ 床面 6 0％

第閻梯考健腰跡（第8の囲）

位置　調査区東部のLl蝕区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第173号住居の第498号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東側が削平されており全容は不明である。確認できたのは長辺4．2m，短辺2．2mで，方形または

長方形と推定され，主軸方向はN当好㌧Wである。残存する壁高は1～霊cmで　外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。壁溝は南壁から酋壁にかけて見られ，断面U字形である。

ぽッ匪　8か所。P2～P4は深さ30～50cmで主柱穴と考えられる。他のピットの性格は不明である。

ーl一一一IA－88ll－1．－
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第8図　第膵号住居跡◎出土遺物実測図

尊堂　2層からなる。壁際から堆積した自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　2m

』：：≡；：≡≡：器器藍器≡≡芸芸≡』

0　　　　　　　　　　　　10cm

；ニ‥一二二二一「一　二二二　二「一一一

2　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

遣物出藍状況　土師器片85点（杯類20，婆類65）タ鉄浮1息　土製品2点（不明）の胤埋没時に混入したと

考えられる縄文土器片1点，弥生土器片2点が出土している。15は南東部の覆土下層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から6世紀複葉と考えられる。

第174号住居跡出土遺物観察表（第80図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 士 色　 調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考

15 土師器 林 ［14．5］ （4．6） － 雲母 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 覆土下層 15％

第膵5号健屠跡（第81図）

位置　調査区東部のL18jO区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

規模と形状　南は調査区域外へ延びており全容は不明である。確認できたのは長辺4。5m，短辺4。Omで，方形

－89－



0　　　　　　　　　　　　　2m

第81図　第175号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　1m

0　　　　　　　　　　　　10cm

または長方形と推定され，主軸方向はN－15。－Wである。壁高は10－40cmで，各壁とも外傾して立ち上がっ

ている。東側は，壁と床が削平され確認できなかったが，土層の立ち上がりにより範囲を推定した。

床　ほぼ平坦で，竃前が踏み固められている。ローム土を含む黒色土で貼床されている。

－90－



竃　北壁の中央部に位置しているがタ撹乱により構築材が破壊されている。規模は焚き口部から煙道部先端ま

で100cm　袖部幅は鮒cmと推定される。煙道部は壁外へ却cmほど掘　込み　外傾して立ち上がっている。天井

部は削平され確認できないが芦　崩落した天井部の残存が第7e9e旺層に見られる。袖部は土師器凛を補強樹

としており，左裾には構築材の砂質粘土が残存している。第3砂4e5層は掘り方の士層と考えられ夕凪状に

掘り込んだ後，ローム士で埋め戻されている。火床部は第3層の上面と推定される。

竃土層解説

ユ　褐　灰　色

2　暗赤褐色

3　灰　褐　色

4　灰　褐　色

5　灰　褐　色

6　褐　灰　色

ローム粒子の焼士粒子微量

焼土粒子少量，ロームブロックの砂質粘土粒子
微量

砂質粘土粒子微量
ロームブロック微量

ロームブロック0砂質粘土粒子微量

砂質粘土粒子中量，焼士ブロック少量

7　赤　褐　色

8　暗赤褐色

9　褐　　　色

10　暗赤褐色

焼土ブロック中量，砂質粘土粒子微量
焼土ブロック。砂質粘土粒子少量，ローム粒子
微量

焼土粒子をローム粒子少量，砂質粘土粒子微量

焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子
微量

尊堂　3層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。第3層は貼床の士層である。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームプロ、ソク・焼士プロ、ソク微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子微量

遺物出藍状況　土師器片215点（埠類35　聾類膵軌　高球目　銑淳　点の胤埋没時に混入したと考えられる

縄文土器片4息　弥生土器片3点が出土している。膵は竃左裾から正位でタ　相は竃右裾から北壁付近にかけ

て破片の状態で出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

第膵号住居跡出土遺物観察表　第鋸図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　徴 出土位置 備　 考

ユ81 土師器 嚢 19．8 （13．2） －
諦 喜苧蛮遠赤 にぷい黄褐 普通 体部外面ナデ，内面上部へラ

ナデ 竃袖部 20％　　 焼土付着

182 土師器 賓 ［20．0］ （15．6） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通 体部外面ナデ，内面上部へラナデ 床面 10％

第膵6号健腰掛（第82883回）

位置　調査区東部のL19i2区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第178号住矧臥　第446号士坑を掘り込みタ　第16号掘立桂建物に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4。6m，短華絶息mの方形で，主軸方向はN－4の〇一Wである。壁高は且0～2艶mで　各壁とも直

立している。

床　ほぼ平坦でタ　竃前から中央部が踏み固められている。壁溝は北壁の竃西側に見られ，断面U字形である。

聴　北壁の中央部に位置し，規模は焚き口部から煙道部先端まで1輌cm　袖部幅は80cmである。煙道部は壁に

沿って立ち上がっている。天井部中央は崩落し竃内に堆積している。第2。3層は天井部内側で被熱した部分

と考えられる。袖部は地山上にローム土を盛り，その上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は血

状にわずかにくぼみ赤変硬化している。

篭土層解説

1　暗　褐　色

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　灰　褐　色

5　灰　褐　色

（i　黒　褐　色

7　にぷい赤褐色

焼土粒子微量

焼土ブロック少量，ローム粒子微量

焼士ブロック少量，炭化粒子微量
焼土粒子の炭化粒子微量

焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
焼土粒子微量

焼土ブロック少量，ローム粒子微量

8　灰　褐　色

9　灰　褐　色

10　にぷい赤褐色

11灰　褐　色
12　褐　灰　色

－91－

焼土ブロック少量，炭化粒子e砂質粘土粒子微
巨ヨ

月廿

砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
焼土ブロック中逼，炭化粒子0砂質粘土粒子微
量

ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量

砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量



13　灰　褐　色　　ローム粒子少量

14　灰　褐　色　　焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子微量
15　にぷい黄褐色　　ローム粒子多量

16　褐　灰　色　　焼土ブロック・ロームブロック微量

17　灰　褐　色　　砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
18　灰黄褐色　　ロームプロッタ微量

19　黒　褐　色　　ロームブロック微量

20　灰　褐　色
21灰　褐　色

22　暗　褐　色

23　灰　褐　色
24　灰　褐　色
25　黄　灰　色

26　灰　褐　色

砂質粘土粒子多量

砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量

焼土ブロック・砂質粘土粒子多量
ローム粒子・焼土粒子微量

砂質粘土粒子多量
ローム粒子微量

0　　　　　　　　　　　　1m

第82図　第176号住居跡実測図

ピット　5か所。Pl～P4は深さ30～40cmで主柱穴である。P5は深さ40cmで，覆土中層に砂質粘土層があ

り，その下から土師器片が出土している。性格は不明である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径80cm，短径60cmの楕円形で，深さは70cmである。底面は血状で，壁は

外傾して立ち上がっている。覆土中層から土師器杯が出土している。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子微量，粘性強
2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック微量

4　暗　褐　色

5　にぷい褐色

ローム粒子・鹿沼パミス微量
鹿沼パミス中量，ローム粒子少量

覆土　6層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。
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土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　　ロームブロック少量

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片350点（杯類103，嚢類246，高杯1），須恵器片4点（嚢類），土製品片3点（支脚），

鉄棒19点の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片8点，弥生土器片8点が出土している。183は逆位

で，184は破片で貯蔵穴から出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，185は竃左脇上

部から，DP8は左袖西側の床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から6世紀中葉と考えられる。

第83図　第176号住居跡出土遺物実測図

第176号住居跡出土遺物観察表（第83図）

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器 種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

183 土師器 杯 15．7 5．5 － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 貯蔵穴 100％　　　 PL86

184 土師器 j不 ［13．2］ （4．8） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 貯蔵穴 15％

185 土師器 杯 ［13．2］ （4．3） － 赤色粒子 ・雲母 にぷい褐 普通 休部外面へラ削り，内面ナデ 竃袖部上 10％

番号 器　 種 長さ 径 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

DP8 支脚 14．1 4．7～6．8 － 485．0 土 ナデ，被熱病有り 床面 PLlO3

第178号住居跡（第84図）

位置　調査区東部のL19il区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第176号住居，第306号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．3m，短軸3．6mの長方形で，主軸方向はN－50。－Wである。壁高は16～23cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，北壁際の中央部が踏み固められている。壁溝は東壁の一部を除き巡っており，断面U字形で

ある。

ピット　3か所。Pl・P2は深さ20～40cmで柱穴と考えられる。P3の性格は不明である。

覆土　3層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積と考えられる。
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土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　　ロームブロック微量

造物出土状況　土師器片73点（杯類26，嚢類47），鉄津2点の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片

2点，後世の耕作等で混入したと考えられる須恵器片3点（嚢類）が出土している。187は，北部の床面から

出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から5世紀中葉と考えられる。

三二′
第84図　第178号住居跡・出土遺物実測図

第178号住居跡出土遺物観察表（第84図）

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種 別 券 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　徴 出土位置 備　 考

187 土師器 嚢 ［13．7］ （8．9） － 石英 ・赤色粒子 明赤褐 普通 休部外面パケ目，内面ナデ 床面 20％

第183号住居跡（第85図）

位置　調査区東部のL19e2区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第185号住居跡を掘り込み，第445・454・456号土坑に掘り込まれている。
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規模と形状　東側が削平されており全容は不明である。確認できたのは長辺3．8m，短辺2．5mで，方形または

長方形と推定され，主軸方向はN－00である。壁高は22cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃前から中央部が踏み固められている。東半分は削平され確認できない。壁溝は竃の部分を

除き巡っており，断面U字形である。

竃　北壁の中央部に位置しているが，ほとんど削平されており覆土も確認できない。粘土塊は左袖と推測され，

径30cmの円形を呈する焼土溜まりは火床部と考えられる。

ピット　2か所（Pl・P2）。性格は不明である。

覆土　3層からなる（第1～3層）。覆土が薄く堆積状況は不明である。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒　　2　黒　褐　色　　炭化物少量，ローム粒子微量
子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片3点（杯類1，賓類2）が出土している。いずれも小片で図化できなかった。

所見　時期は，7世紀中葉と推定される第185号住居跡を掘り込んでいることと出土遺物から，7世紀後半ご

ろと考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

第85図　第183・185号住居跡実測図

第184号住居跡（第86図）

位置　調査区東部のL19g3区に位置し，東側へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第186・188号住居，第3号地下式横，第309・331・348・391・393・429号土坑に掘り込まれている。
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第鵬図　第柑号住居跡実測図
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親機藍形状　東側は削平されており全容は不明である。確認できたのほ長紛mm芦短軸m短で＼ピットの位

置から方形と推定されタ主軸方向はN－180－Eである。壁高は14～30棚でチ各壁とも直立している。

床　はぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は南壁下に見られ，断面U字形である。

ぽッ紅12か所。Pl～P射ま深さ70～80cmで，主柱穴である○またP3・P4には柱痕が見られ，第5層が

該当する。Pll昏P12は南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

その他のピットの性格は不明である。

ピット土層解説（Pl～P4）

1　褐　　　色　　ロームプロ、ソク少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量
3　褐　　　色　　ローム粒子中量

4　褐　　　色　　ローム粒子少量

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　にぷい黄褐色

ローム粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子中量

尊堂14層からなる。壁際や中心部から堆積していることや，覆土中に炭化物が多く含まれ，ブロック状の堆

積状況からÅ為堆積と考えられる。

土層解説

l　黒　褐　色　　ローム粒戸車是，炭化物少量
2　暗　褐　色　　炭化物のローム粒子中量

3　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物中量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化物微量

5　褐　　　色　　ロゎムブロック少量，炭化物微量

6　黒　褐　色　　炭化粒子少量，ロームブロック微量
7　黒　褐　色　　炭化物・ローム粒子少量

8　黒　褐　色

！）黒　褐　色

10　褐　　　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

14　黒　褐　色

ロームブロック・炭化粒子微量
炭化物中量，ローム粒子少量
ローム粒子中量

ロームブロック少量，炭化物微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ロームプロ、ソク微量

ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物出立状況　土師器片443点（杯類81，嚢類323　高棒2第堵1，ニチュアⅢ），鉄浮8点，石器3点（砥

石），石材54点の鶴埋没時に混入したと考えられる弥生土器机4点，後世の耕作等で混入したと考えられる

須恵器楕悠6点（杯類8，嚢類8）が出土している。且9　の膵は南壁際の床面から横位でタ189の1910192は北

西部の覆土下層から横位で，194e195◎197は床面から破片の状態でそれぞれ出土しており，これらは住居廃

絶時に遺棄されたものと考えられる。Q28は破壊された状態で南西部の覆土中層から出土しており，周りから

多数の石材が出土している。また，656eQ84は中近世と考えられる重複する土坑から出土しており，いずれ

も本跡に伴う遺物の可能性があるため，本稿で取り上げた。

所凰　面積が約49I扇と推定されタ古墳時代中期の住居跡では当遺跡最大である。ミニチュアや複数の高杯が投

げ込まれたような状態で出土していることや，重複する士坑から本跡に伴うと考えられる剣形石製模造品が出

土していることから，住居廃絶に伴い何らかの祭祀的な行為があったと考えられる。また，炭化物e炭化材が

多く見られるが，覆土中から焼士が検出されないことから，これらは焼失によるものではなく廃絶後に投棄さ

れたものと考えられる。また，石材や砥石が大量に出土していることからタ工人の存在も考えられる。時期は，

出土土器から5世紀中葉と考えられる。

第184号住居跡出土遺物観察表（第87図）

番号 種 別 器 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

189 土 師器 椀 10．5 6．5 3．8 長石 ・雲母 赤褐 普通
目線部内面一部へラ磨き，体部外

面ナデ，内面棒状工具によるナデ 覆土下層 8 0％ 内面赤彩 PL 87

1 90 土 師 器 柑 － （5．8） 2．4
石 英 e 長石 ・赤色
粒子 ・雲母 橙 普通 体部外 面へ ラ削 り，頚部内面

指頭庄痕 ，底 部ナデ 床面 70％

19 1 土 師器 高埠 16．9 16 ．8 1 1．7
石英 ・長石 や赤色
粒千 ・雲母 橙 普通 杯部 内面 ・脚 部へ ラ磨 き，脚

接合部へ ラ削 り 覆土 下層 95％　　　　　 P L 88

19 2 土 師 器 高杯 ［14．4］ 12．6 11 ．0
石英 e長石 ・赤色
粒子 0雲母 明褐 普通 杯部内面 ・脚部 へラ磨 き，脚

接合部へ ラ削 り 覆土 下層 45％

193 土 師器 高圭不 15．1 （5．9） － 石英 8長石 ・雲母 橙 普通 杯部内外面ナ デ，脚接合 部へ
ラ削 り 覆土下層 50％

1 94 土 師器 聾 17．0 2 5．1 7．0 石 英 ・長石 明赤褐 普通
体部内外面へ ラナデ，体部調
整後穿孔 1 箇 所，底部へ ラ削 り 床面 80％　　　　　 PL 9 1

19 5 土 師 器 嚢 － （3 3．0） 7．8
石英 ・長石 ・赤色
粒子 ・雲母 橙 普 通 体部外面 へラ磨 き，内面へ ラ

ナデ
床面 65％
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番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

196 土 師器
ミ　ー
チュア 7．1 5．8 4．1

石英 ・長石 ・雲母 にぷ い褐 普通
体部下端へ ラ削 り，内面へラ

ナデ，杯模倣
床 面 80％内面赤彩 PL9 2

19 7 土師器
ミ　ー‾
チュア 6．4

（4．4） －
石英 ・長石 ・赤色
粒子 ・雲母 にぷい赤褐 普通

休部外面へ ラナデ，内面指ナ

デ，巧こ模倣
床面 70％

198 土師器
ミ　ー
チュア

［7．9］ （5．5） －
長石 ・赤色粒子 ・
雲母 にぷい黄褐 普通

外面荒れの ため調整不 明，内
面ナデ，斐模倣 覆土下層 45％　　　 輪積痕

656 土師器 高杯 －
（4．1） － 石英 ・長石 ・雲母 明赤褐 普通 杯部外 面へ ラ削 り， 内面 へラ

磨 き
SK 3 3 1
覆土中 10％

番号 器　 種 長 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 28 砥石 （20．7） （12．3） （2．2） （298．0） 片岩 砥 面 1 両 覆土中層

Q 84 剣形模造品 3．1 1．3 0．36 1．56 滑石 孔径0．15 S K 3 09 覆土 中 PL lO4

第185号住居跡（第85・88図）

位置　調査区東部のL19f2区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第183・186号住居，第307・315・456号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東は削平されており全容は不明である。確認できたのは長軸4．5m，短軸3．5mで，方形または長

方形と推定され，主軸方向はN－60－Wである。壁高は5～19cmで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。壁溝は北壁から西壁・南壁下に見られ，断面U字形である。南壁際の中央に半円形の高

まりがあり，出入り口施設に伴うものと考えられる。

竃　北壁の中央部に位置していたと考えられる。上部を第183号住居に掘り込まれているため，構築材と推測

される砂質粘土と，火床部と考えられる赤変した硬化面がわずかに確認できる程度である。

ピット　2か所（P3・P4）。主柱穴と考えられる。

覆土　3層からなる（第4－6層）。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量　　　　　　　　6　暗　褐　色　　ローム粒子微量
ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片36点（杯類12，碧類23，ミニチュア1），石製品1点（錘ヵ）が出土している。51は

覆土下層から正位で出土しており，埋め戻される際に投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から7世紀中葉と考えられる。

第88図　第185号住居跡出土遺物実測図

第185号住居跡出土遺物観察表（第88図）

Q18　0　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

32 土師器 椀 ［9，8］ （5．0） － 長石・雲母 にぷい橙 普通 体部外面ナデ，内面へラ磨き 覆土下層 15％

33 土師器 杯 ［13．0］ （4．2） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 覆土下層 5％

51 土師器 ミ　ーチュア 7．9 2．3 4．0
雲母 灰褐 普通 休部外面へラ削り，内血へラ

ナデ．杯橙倣
覆土下層 95％　　　　 PL92
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番号 器　 種 長 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 18 錘 カ 4．7 4．6 3．8 10 4．9 変成岩 カ 孔径0．75，穿孔未貫通，底部平坦に整形 覆土下層 PL lOヰ

第臓2号健腰跡（第89図）

位置　調査区東部のM19a2区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第193号住居e第16号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状　南は調査区域外に延びており全容は不明である。確認できたのは長辺l。8m，短辺l。6mで，方形

または長方形と推定され　主軸方向はN一拍0－Eである。壁高は38cmで，各壁とも外傾して立ち上がってい

る。

床　ほぼ平坦である。

覆土　3層からなる。堆積状況は不明である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼上粒子微量　　3　暗　褐　色　ローム粒子射＿L焼上プロ、ソク・炭化物微量
2　暗　褐　色　　ローム粒！一中量，炭化物微量

遺物出丑状況　土師器片2温点（埠類10　嚢類柑　高塚1），須恵器片3点（舞楽），鉄棒1点の凰埋没時に混

入したと考えられる縄文土器片3点，弥生土器片l点が出土している。6020603は覆土下層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から5世紀未から6世紀初めと考えられる。

第鍋図　第摘号住居跡◎出土遺物実測図

第192号住居跡出土遺物観察表（第89図）

l‾三二一二一l二｛：二

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

6 0 2 土 師 器 椀 1 1 ．5 5 ．8 4 ．0 石 英 ・長 石 に ぷ い 黄 橙 普 通
体 部 外 面 へ ラ 削 り ， 内 面 へ ラ

削 り 後 ナ デ 覆 土 下 層 9 5 ％　　　　 P L 8 6

6 0 3 土 師 器 高 杯 － （2 ．0 ） －
石 英 ・長 石 ・赤
粒 子 ・雲 母 に ぷ い 橙 普 通 脚 接 合 部 粘 土 貼 り 付 け ， ヘ ラ

削 り 覆 土 下 層 5 ％
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第197号住居跡（第90・91図）

位置　調査区東部のM19C6区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第200号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　西は調査区域外に延びており，南部は削平されているため全容は不明である。確認できたのは長

辺3．3m，短辺1．6mで，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－420－Wである。壁高は20cmでほぼ直立

している。

床　削平・撹乱のため北側の一部のみが残存している。目立った硬化面は確認できなかった。

竃　北西壁の中央部に位置しており，規模は焚き口部から煙道部先端まで80cm，袖部幅は90cmである。煙道部

は壁外へ15cmほど掘り込み緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部は一部崩落し，第2層がそれに該当す

る。第3・4層は天井部の構築材が崩落し流れ出した層である。袖部は砂質粘土を厚く盛り上げて構築されて

いる。火床部は赤変硬化し，焼土が5cmほど堆積しており，土師器嚢が出土している。火床部の奥から土師器

杯と小形要が逆位で出土している。

寵土眉解説

1　灰　褐　色

2　青　灰　色

3　灰　褐　色

4　灰　褐　色

5　暗　褐　色

ピット　2か所。

砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子微量

砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量

ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子・砂質粘土
粒子少量

砂質粘土粒子中量，焼土ブロック微量
焼土粒子中量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子微量

7　褐　灰　色　　砂質粘土粒子少量

8　暗赤褐色　　焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
9　黒　褐　色　　焼土粒子微量

10　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
11灰　褐　色　　砂質粘土粒子多量

Pl・P2は深さ40～90cmで，主柱穴である。

第90図　第197号住居跡実測図
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第91図　第197号住居跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片83点（杯類25，賓類58）の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片2点が出土

している。199・202は，199が202の中に収まった状態で竃内から逆位で出土している。組み合わせて転用支脚

として利用した可能性がある。また，201は竃内の火床部上から破片の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

第197号住居跡出土遺物観察表（第91図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

19 9 土 師器 椀 8．8 7 ．7 － 長石 ・赤色粒子 ・雲母 に ぷ い橙 普 通 休部外面へラ削り，内面へラ削り後ナデ 火 床 部 奥 95 ％　　　　 P L 8 7

2 00 土 師 器 椀 1 6．6 12 ．1 － 長 石 ・雲 母 に ぷ い 褐 普 通 器面荒れのため調整不明，底部へラ削り 火 床 部 上 75 ％　　　　 P L 8 7

2 0 1 土 師 器 要 ［20 ．8 ］ （3 0 ．6 ） － 石 英 ・長 石 に ぷ い 褐 普 通 休 部 内 面 へ ラ削 り後 ナ デ 火 床 郡 上 4 0 ％

2 02 土 師 器 要 15 ．9 （1 0．5 ） － 石 英 ・長石 ・雲母 に ぷ い 橙 普 通 休 部 内外 面 へ ラ削 り 火 床 部 上 4 0 ％　 転用 支脚 力

第198号住居跡（第92図）

位置　調査区東部のM19b4区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第410号土坑を掘り込み，第193・199号住居，第403・409号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西は調査区城外に延びており，東は削平を受けているため全容は不明である。北壁のみ4．6m

ほどが残存している。形状は方形または長方形と推定され，主軸方向はN－220－Wである。壁高は10～14cm

で，ほぼ直立している。

床　削平と撹乱のためほとんど残存していない。

竜　北壁の中央部に位置しているが，撹乱のため煙道部は破壊されている，残存部の規模は焚き口部から煙道

部下端まで35cm，袖部幅は65cmである。煙道部は緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部は削平され確認

できない0袖部はローム土の土台上に砂質粘土で構築されており，内側が広範囲に赤変硬化している。火床部
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も赤変硬化し，焼土が厚く堆積している。

埴土層解説

1灰　褐　色　　焼土ブロック多量，ローム粒子少量

ピット　3か所。Plは深さ40cmで，主柱穴と考えられる。その他のピットの性格は不明である。

遺物出土状況　土師器片107点（杯類53，襲類52，高杯2），鉄津5点の他，埋没時に混入したと考えられる弥

生土器片9点が出土している。203はPlの覆土上層から破片の状態で出土しており，住居廃絶時に遺棄され

たものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

第92図　第198号住居跡・出土遺物実測図
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第198号住居跡出土遺物観察表（第92図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

20 3 土 師 器 甑 ヵ ［1 6．4］ （14 ．5） － 石英・長石 ・赤色粒子 褐灰 普通 体部内外面へ ラナデ P l 覆 土 10 ％

第200号住居跡（第93・94図）

位置　調査区東部のM19a6区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第197号住居，第402・408・411・435・438号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．6m，短軸5．2mの方形で，主軸方向はN－50－Eである。壁高は14～21cmで外傾して立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦で，炉の周りが踏み固められている。

炉　中央部に位置し，長径120cm，短径70cmの長楕円形である。火床部は2か所見られ，それぞれ赤変硬化し

ている。

ピット　4か所。Pl～P4は深さ20∵40cmで，主柱穴である。

覆土　6層からなる。ロームブロックが目立つことから人為堆積と考えられる。
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第93図　第200号住居跡実測図
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第94図　第200号住居跡出土遣物実測図

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
微量

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

l‾「二二二

0　　　　　　　　　　10cln

ロームブロック微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片391点（杯類98，嚢類291，高杯2），須恵器片10点（杯類5，嚢類5），鉄津41点，桃

の種子1点の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片4点，弥生土器片34点，後世の耕作などで混入し

たと考えられる陶器片1点，瓦1点が出土している。210は炉の火床部から，211は床面から破片の状態で出土

しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，炉の火床部から炭化した桃の種子が出土してい

る。

所見　時期は，出土土器と住居の形状から5世紀後半と考えられる。

第200号住居跡出土遺物観察表（第94図）

番号 種 別 器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

20 9 土 師器 高杯 － （8．1） － 赤 色粒 子 ・雲母 灰褐 普通 脚部へ ラ削 り後ナデ 床面 2 0％

2 10 土 師器 斐 ［2 1．0］ （16 ．8） － 赤 色粒子 ・雲母 にぷ い橙 普通 休部外面 ナデ，内面一部へ ラ
削 り 炉 10％

2 11 土 師器 甑 － （1 1．5） ［8．4］ 石 英 ・長石 ・赤
色粒子 橙 普通 体部外面横方 向へラ削 り，内

面へ ラ削 り後 ナデ
床 面 10％

第201号住居跡（第95・96図）

位置　調査区東部のL19j6区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

規模と形状　長軸3．5m，短軸3．0mの長方形で，主軸方向はN－200－Wである。壁高は12～24cmで，各壁とも

外傾して立ち上がっている。
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床　ほぼ平坦で，全体に踏み固められている。

竜　北壁の中央部に位置している。規模は焚き口部から煙道部先端まで70cm，袖部幅は100cmである。煙道部

は壁外に20cmほど掘り込み，外傾して立ち上がっている。天井部は竃内に崩落している。袖部は，地山上に炭

化粒子混じりのローム土を盛り，さらに粘土を盛り上げて構築されている。火床部は確認できなかったが，支

脚と考えられる石材が竃内に見られる。竃周辺からは土師器聾・甑が横位でつぶれた状態で出土している。

寵土層解説
1暗　褐　色　　ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化　　5　褐　　　色　　砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

物微量

2　灰　褐　色　　焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量

炭化粒子微量
3　青　灰　色　　粘土粒子多量

4　褐　　　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

6　青　灰　色　　粘土粒子多量，焼土粒子少量，ロームブロッ

ク・炭化物微量
7　暗　褐　色　　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量

8　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物微量
9　育　灰　色　　粘土粒子多量

覆土　3層からなる。西側の斜面上部から土砂が流れ込んだ自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　3　褐　　　色　　ロームブロック中量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片274点（杯類30，嚢類240，高杯4），須恵器片2点（杯類，嚢類），灰粕陶器片1点

（皿），鉄淫3点の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片4点，後世の耕作などで混入したと考えられ

る陶器片1点（賓類），瓦1点が出土している。69・71は竃脇から倒れた状態で，70は竃前から横位でそれぞ

れ出土しており，本跡に伴うものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から6世紀復業と考えられる。

第95図　第201号住居跡実測図
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第96図　第201号住居跡出土遺物実測図

第201号住居跡出土遺物観察表（第96図）

0　　　　　　　　　10m

！　　　：　　　！

番号種別券種口径器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

68 土師器高杯 －（7．8）－石英・赤色粒子 橙 普通
脚部へラ削り後へラ磨き 覆土下層15％

69 土師器 棄 20．1 31．7 8．0
石英・長石・赤色

粒子
にぷい橙普通
休部外面へラ磨き，内面削り
後へラナデ底部ナデ 覆土下層70％

70 土師器 嚢［20．2］35．4 6．5
石英・長石・赤色
粒子・雲母

にぷい赤褐普通
体部外面縦方向へラ削り，内

面ナデ
床面 70％

71 土師器 甑［24．6］29．6 11．0 石英・長石・雲母にぷい褐普通
体部内外面へラ磨き，休部下
端へラ削り

覆土下層75％　　　　 PL92

第207号住居跡（第97図）

位置　調査区東部のL20f3区に位置し，東へ傾斜する斜面裾部に立地している。

規模と形状　長軸4．5m，短軸4．4mの方形で，主軸方向はN－60－Wである。壁高は2～16cmで，外傾して立

ち上がっている。

床　削平と撹乱のためほとんど確認できない。中央部にわずかな硬化面が見られる。また，南東部で直径50cm

ほどの円形に焼土の範囲が見られ，炉の可能性がある。
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覆土　5層からなる。撹乱が激しいため，堆積経緯は不明である。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック微量

2　褐　　　色　　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片216点（杯類27，嚢類175，壷1，高塚13），須恵器片3点（嚢類），鉄津2点，土製品

片1点（羽口）の他，埋没過程で混入した弥生土器片4点が出土している。撹乱が激しいため遺物の元位置を

特定することはできないが，図化した遺物は何れも覆土下層または床面から破片の状態で出土している。

所見　羽口や鉄淳が出土していることと南東部の焼土の存在から，鍛治に関連する遺構の可能性がある。時期

は，出土土器から5世紀後半と考えられる。
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第97図　第207号住居跡・出土遺物実測図
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第207号住居跡出土遺物観察表（第97図）

番号 種 別 器 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

2 12 土 師 器 高 杯 － （3．8） － 赤 色粒 子 ・雲母 にぷい橙 普通 杯部外 面へラナデ，内面へ ラ
磨 き 床面 10％

2 13 土 師 器 高 杯 － （6．0） － 赤 色粒 子 ・雲母 橙 普通 脚部外面 ナデ 覆土下層 10％

2 14 土 師 器 高杯 － （7．2） － 石 英 ・長石 にぷい黄橙 普 通 脚部外面へ ラ削 り 覆土下層 10％

2 15 土 師 器 雲夏 ［12，2］ （9．4） － 長 石 ・雲 母 にぷい赤褐 普通 体部外面へ ラナデ， 内面へ ラ
削 り 覆土下層 5％　　　 輪積痕

2 16 土 師器 嚢 ［15．4］ （5．2） －
石英 ・長石 ・赤色

粒子 ・雲母
にぷい赤褐 普通 体部外面へ ラナデ 覆土下層 5％

2 17 土 師 器 嚢 ［14．8］ （5．3） －
石英 ・長石 ・赤色
粒子 橙 普通 口緑 部横ナデ 覆土下層 5％

番 号 器　 種 長 さ 幅 孔径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 9 羽 ロ （10．3） 6．0－ 6．3 2．2 （2 32 ．0） 土 ナ デ，先端部に鉄津付着，一部 欠損 床面

第210号住居跡（第98・99図）

位置　調査区東部のM19dO区に位置し，東へ傾斜する台地の裾部に立地している。

重複関係　第452号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西部は調査区域外へ延びているが，長軸4．5m，短軸2．5mの長方形で，主軸方向はN－50－W

である。壁高は20cmで直立している。

床　ほぼ平坦である。

／

第98図　第210号住居跡実測図
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炉　2か所。いずれも中央部のやや西寄りに位置している。炉1は長径78cm，短径64cmの楕円形で，床面を16

cmほど掘り込んでいる。炉2は長径48cm，短径38cmの楕円形で，床面を10cmほど掘り込まれている。いずれも

火床面は硬化しており，熱を受けた固いロームブロックが堆積しているが，全く赤変していないことから，短

期間の使用であったと考えられる。

炉土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量 2　暗　褐　色　　ロームブロック中量

ピット　Plは深さ23cmで，底面からミニチュアが出土している。性格は不明である。

覆土　8層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
ロームブロック微量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　極暗褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

7　暗　褐　色　　ロームブロック少量
8　暗　褐　色　　ロームブロック少量，しまり強

遺物出土状況　土師器片148点（杯類33，嚢類110，高杯4，ミニチュア1），須恵器片14点（杯類10，嚢類3，

壷1），石製品1点（剣形模造品），鉄津2点，瓦2点の他，埋没時に混入したと考えられる縄文土器片1点，

弥生土器片10点が出土している。612はPlの底面から横位で出土している。611は中央部の覆土下層から出土

している。

所見　炉の様子や竃を持たない長方形の形状から，工房または特別な用途に使用された遺構の可能性がある。

また，ピットの底面からミニチュアがほぼ完形で出土していることから，廃絶に伴い何らかの祭祀的な行為が

あったと推測される。時期は，出土土器から7世紀代と考えられる。

⊂⊃⊃

； 茫
第99図　第210号住居跡出土遺物実測図

第210号住居跡出土遺物観察表（第99図）

0　　　　　5cm

亡＿＿＿し」

J

Q77　0 5師

：　　：　　l

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手　法　の　特徴 出土位置 備　考

611 須恵器互夏［8．8］（7．5）－長石
灰黄 普通ロタロナデ 覆土下層5％　　　自然粕

612 土師器
ミ　一．
チュア4．3 2．6

4．0雲母 にぷい橙普通
体部外面指頭痕，内面へラナデ，

底部ナデ
Pl底面80％　　　　PL92

番号器　種 長さ 幅 厚　さ重　量材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q77剣形模造品（3．2） 1．5 0．6 （2．88）滑石孔径0．2，磨き 覆土中 PLlO4

第211号住居跡（第100図）

位置　調査区東部のL20h4区に位置し，東へ傾斜する台地の裾部に立地している。

重複関係　第17号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南部が削平されており全容は不明であるが，長軸3．7m，短軸3．6mの方形と推定され，主軸方向
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はN－50。－Wである。、壁高は10～20cmで，外傾して立ち上がっている。

床　やや起伏があり，束へ傾斜している。

穫蓋　3層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遣物出土状況　遣物は認められなかった、、

所凰　時期を特定する土器が存在しないが，偽の確認された住居跡の主軸方向との関係から古墳時代中期から

後期と考えられる。

㊨＼

第肇の⑳図　第2m号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

』芸意

第2帽常住贋跡　第相国）

位置　調査区東部のL20g5区に位置し，東へ傾斜する斜面裾部に立地している。

規模と形状　大部分が調査区域外に延びており全容は不明である。確認できたのは長辺2．6m，短辺2Jmの南

西コーナー部のみで，方形または長方形と推定される。主軸方向はN－00である。壁高は5～11cmで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，わずかに硬化面を確認できる。

穫豊　単一層である。覆土が薄く堆積状況は不明である。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
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遺物出土状況　土師器片89点（杯類31，要類55，高杯3），須恵器片10点（杯類），石製品1点（勾玉模造品），

石器1点（磨石），鉄津12点の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片4点が出土している。218は南部

の床面から逆位で出土している。Q23は南壁際の床面から，Q24は東側の覆土下層から出土している。いずれ

も住居廃絶時または直後に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から古墳時代後期と考えられる。

④

0　　　　　　　　5cl【

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　　」

第101図　第212号住居跡・出土遺物実測図

第212号住居跡出土遺物観察表（第101図）

A

－55・2m l KI K I K l
K l

0　　　　　　　　　　　　2m

番号 種 別 券 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考

218 土師器 1不 8．8 5．0 5．7 石英 ・長石 にぷい黄褐 普通 体部外面ナデ，内面へラナデ，
底部へラ削 り 床面 95％　　　　 PL 86

番号 器　 種 長 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 23 磨石 9．5 8．1 6．6 763．0 安山岩 両端に磨り痕 床面

Q 24 勾玉 （2．4） （2．3） 0．68 （4．06） 雲母片岩 孔径0．18，両面穿孔 覆土下層
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第214号住居跡（第102図）

位置　調査区東部のM20a8区に位置し，東へ傾斜する斜面裾部に立地している。

重複関係　第1・2号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．6m，短軸3．3mの長方形で，主軸方向はN－70－Eである。壁高は26C皿で，外傾して立ち

上がっている。

可　可　Ul　可　凸l

甘言
第102図　第214号住居跡・出土遺物実測図

一一一11131－－－

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　1m
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床　ほぼ平坦で　全体に踏み固められている○壁溝は西壁から南壁中央に見られ，断面U字形である。

聴　北壁やや東寄りに位置しているが，天井部や煙道部先端は第2号井戸と削平により破壊されている。袖部

幅は摘配mである。袖部は砂質粘土で構築されてお娠左裾の内側は赤変硬化している。火床部は血状に掘り

込まれ，その上に天井部の崩落した砂質粘土が焼土と共に堆積している。

竃土層解説

1暗赤褐色　砂質粘土粒子中量，ローム粒子。焼土粒子も炭　　3　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロックe炭化物微量
化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，砂質粘土粒子少乳　ロームプロ
、ソク・揖化物微量

ぽッ睦　9か所。Pl～P4ほ深さ且5～触mで，主柱穴と考えられるo P5は深さ朝cmで9南壁際の中央部に

位置することからタ出入り口施設に伴うピットと考えられるo P6は深さ30cmで，東南コーナーに位置するこ

とから柱穴と考えられるが，他に対応するピットは確認できなかったo P7eP8は深さ2～器cmで　酋壁際

に並んで位置していることから，西側の屋根を支える柱穴と推測される。その他のピットの性格は不明である。

穫羞　8層からなる。ロームブロックや粘土の堆積状況が不自然なことから人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子。炭化凝子微量　　5　黒　褐　色　ロームブロック0炭化物少量

鵠灰　誓霊霊莞量誹士粒子。炭化物微量　冒芸霊芝　讐霊㌫完粘土ブロック少量誹化物微量
4　黒　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　8　黒　褐　色　ロームブロック中亀炭化粒子少量

遺物出藍状況　土師器机且点　杯贅持説聾類柑お高塚2）士製品　点は錘上鉄製品　点　鍍）の亀埋

没時に混入したと考えられる弥生土器片5点やタ後世の耕作等で混入したと考えられる須恵器尉点杯類針

婆楽日が出土している。220は中央部の床面から逆位で出土している。りPlOのM19はいずれも床面から出

土している。これらは住居廃絶後に遺棄されたものと考えられる。

荷風　主柱穴の配置が東側へ寄っておりタ住居西側に空間がある○また，この空間を囲むように南西部にのみ

壁溝が見られることからタ西側へ住居を拡張した可能性が考えられる○時期は，出土土器から摘摘複葉と考

えられる。

第別号住居跡出土遺物観察表　第摘図）
番可 種 別

器 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　 考
22車 師器

高杯 － 賂8） ［13．0］石英・赤色粒子を雲母 にぷい赤褐 普通 脚部へラ磨き 床面 30％

番号 器　 種 径 厚 さ 孔径 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P lO 土錘 4．5 3．3 0．6 56．7 土 算盤玉状 ，両面穿孔 ，ナデ 床 面 P L lO 3

番号 器　 種 長さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 19 鉄 （5．4） 2．4 0．3 （10．2） 鉄 先端部，茎部欠損 床面

第2帽常住贋跡（第且の3弓掴図）

位置　調査区西部のJl5b3区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　南西コーナー部が調査区域外へ延びているがほぼ全容を確認でき，一辺4．9mの方形で，主軸方

向はN－260－Wである。壁高は21～36cmでほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている○壁溝は竃部を除いて巡っており，断面U字形である。
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＼・二‾

第103図　第215号住居跡実測図

甘 0　　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　　1m

竜　北壁の中央部に位置し，規模は焚き口部から煙道部先端まで110cm，袖部幅は110cmである。煙道部は壁外

へ50cmほど掘り込み，緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部は被熱した構築材の砂質粘土が竃内に崩落

している。袖部は地山上にローム土で土台を作り，その上に砂質粘土を盛り上げて構築されている。内側は被

熱で赤変している。火床部は皿状に掘り込んだあとローム土で埋め戻されており，焼土が堆積している。

竃土層解説
1　暗オリーブ褐色　　焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロ

ック・炭化物微量
2　暗オリーブ褐色　　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・

砂質粘土粒子微量
3　暗赤褐色　　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

4　にぷい赤褐色　　焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック
炭化物微量

5　赤　褐　色　　焼土ブロック中量

6　にぷい赤褐色　　砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物・ロ
ーム粒子微量
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7　褐　　　色

8　にぷい赤褐色

9　褐　　　色

10　オリーブ褐色

ロームブロック・焼土ブロック微量
砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量，

ローム粒子微量
ロームブロック微量

砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム
粒子・炭化粒子微量

11にぷい赤褐色

12　褐　　　色

13　褐　　　色

焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量

ピット　5か所。Pl～P4は深さ60～70cmで，主柱穴である。P5は長径70cm，短径40cm，深さ25cmの長楕

円形で，土師器嚢の破片が出土している。配置から貯蔵穴の可能性がある。

ピット土層解説（Pl～P4）
1暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・炭化粒子微量　　　6　褐　　　色

2　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量　　　7　褐　　　色
3　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量

5　黒　褐　色　　ロームブロック少量
8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・
鹿沼パミス微量

ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス微量
ロームブロック少量

覆土16層からなる。ブロック状の含有物が多いことから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，砂

質粘土粒子微量

確定ク228

4　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂

質粘土粒子少量

5　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微
Ilt

第104図　第215号住居跡出土遺物実測図
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6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　色

11暗　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量

ロームブロック微量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

12　暗　褐　色
13　暗　褐　色

14　暗　褐　色
15　暗　褐　色

16　褐　　　色

焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子微量
炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片387点（杯類91，嚢類294，高杯1，ミニチュア1），須恵器片7点（杯類3，嚢類4）

の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片1点，後世の耕作などで混入したと考えられる陶器片1点が

出土している。221・222・225は，いずれも竃左脇の床面から破片の状態で出土しており，住居廃絶時に遺棄

されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。

第215号住居跡出土遺物観察表（第104図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　 考

22 1 土 師 器 杯 ［12 ．9 ］ （3．6） － 赤 色 粒 子 明 赤 褐 普 通 口緑 郡 横 ナ デ ， 器 画 荒 れ の た
め 調 啓 不 明 床 面 10 ％

2 22 土 師 器 椀 14 ．7 14．8 － 石英 ・長 石 ・雲母 橙 普 通
器 面 荒 れ の た め調 整 不 明 ， 内
面 へ ラナ デ 床 面 55 ％　　　　 P L 8 7

2 23 土 師 器 椀 ［1 1．8 ］ 6．7 ［5．3］ 石 英 ・長 石 にぷ い 赤褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り， 内 面 ナ デ 覆土 下 層 20 ％

2 24 土 師 器 嚢 ［19 ．0 ］ （10．3） － 長 石 ・雲 母 にぷ い 褐 普 通 体 部 内 面 へ ラ ナ デ 覆 土 下 層 20 ％

2 25 土 師 器 牽 ［2 0，6］ （1 1．6 ） － 石英 ・長石 ・雲 母 にぷ い 赤禍 普 通 体 部 内 外 面 ナ デ 床 面 10 ％

22 6 土 師 器 璽 － （3．8） 7．6 石 英 ・長石 ・雲 母 明赤 褐 普 通 休 部 下 端 へ ラ削 り 竃 及 び
覆 土 下 層 5％

22 7 土 師器 嚢 － （7．3） ［6．7］ 石 英 ・長 石 にぷ い赤 褐 普 通 体 部 内外 面 ナ デ ， 底 部 木 葉 痕 覆 土 中 層 10％

22 8 土 師 器 ミ－
チ ュア

［6ふ］ 2．3 4．0 石 英 ・赤 色 粒 子 に ぷ い 橙 普 通 体 郎外 面 磨 き， 底 部 ナ デ一 部
磨 き． 杯 模 倣 覆 土 下 層 5 0％

（2）土坑

第176号土坑（第105図）

位置　調査区中央部のJ17h4区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

規模と形状　長径0．53m，短径0．43mの楕円形で，主軸方向はN－330－Wである。深さは95cm，底面は平坦で，

壁は直立している。

覆土　2層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子微量 2　暗　褐　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片2点（杯類，嚢類）が出土している。637は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から7世紀中葉以降と考えられる。

旦63．2m
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第105図　第176号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　5cm
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第176号土坑出土遺物観察表（第105図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

63 7 土 師 器 杯 ［1 1．4］ （3．5） － 長石 ・白 色 粒 子 橙 普 通 休 部 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 ナデ 覆 土 中 10％

第191号土坑（第106図）

位置　調査区中央部のJ16h9区に位置し，尾根上の平坦部に立地している。

規模と形状　長径0．75m，短径0．60mの楕円形で，主軸方向はN－150－Wである。深さは91cm，底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　4層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，粘性弱
2　褐　　　色　　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片2点（杯類，嚢類）が出土している。640は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から7世紀中葉以降と考えられる。

七6h。　旦64血
－S2m．Wlm

0　　　　　　　　　　　　1m

第106図　第191号土坑・出土遺物実測図

第191号土坑出土遺物観察表（第106図）

0　　　　　　5cm
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

640 土師器 呵こ ［12．8］ 4．2 － 赤色・黒色粒子・雲母 橙 普通 体部外面器面荒れのため調整不猟内面ナデ 覆土中 40％

第295号土坑（第107図）

位置　調査区東部のL18g4区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

重複関係　第160住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．4m，短径1．0mの楕円形で，主軸方向はN－810－Eである。深さは82cm，底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　9層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　6　褐　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

7　褐　　　色　ロームブロック微量
8　褐　　　色　ローム粒子微量

9　褐　　　色　ローム粒子少量
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遺物出土状況　土師器片43点（杯類14，嚢類22，高杯7）の他，埋没時に混入したと考えられる弥生土器片2

点が出土している。649は壁際の覆土下層から，650・652は覆土上層から，651は覆土中層から，いずれも破片

の状態で出土している。

所見　出土した高杯は，重複する第160号住居跡から出土した高杯と同形である。また，椀は底部に穿孔があ

り，意図は不明だが破棄する際に開けられたと考えられ，何らかの祭祀行為が推測される。重複する第160号

住居跡は遺物の出土状況から廃絶時に祭祀行為が行われたと推測されることから，本跡はその祭祀行為の一環

として掘り込まれ，埋め戻しながら土器が投棄された可能性がある。時期は，出土土器から5世紀末から6世

紀初めと考えられる。

④五

0　　　　　　　　　　　　2m

第107図　第295号土坑・出土遺物実測図

第295号土坑出土遺物観察表（第107図）

0　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 券種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

649 土師器 杯 ［14．8］（4．6） －
長石・白色粒子
雲母 にぷい黄褐 普通 休部外面へラ削り後へラ磨

き，内面へラ磨き 覆土下層 20％

650 土師器 椀 ［9．8］（10．5） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通
休部外面へラ削り，内底面へラ
磨き，底部穿孔及び一部欠損 覆土上層 50％　　　　 PL87

651 土師器 高林 16．5 （5．8） －
石英・長石・赤色
粒子・雲母

橙 普通 杯部外面へラ磨き 覆土中層 45％

652 土師器 高杯 － （7．1）［9．9］石英・長石・雲母 橙 普通 脚部削り後ナデ，裾部横ナデ 覆土上層 25％

第450号土坑（第108図）

位置　調査区東部のM20a2区に位置し，東へ傾斜する斜面部に立地している。

規模と形状　撹乱のため全容は不明である。確認できたのは長径0．97m，短径0．71mの楕円形と推定され，主

軸方向はN－270－Eである。深さは13cm，底面は平坦で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなる。ロームブロックや粘土ブロックが見られることから，人為堆積と考えられる。
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土層解説
1黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量 2　褐　　　色　　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遣物出土状況　土師器片19点（杯類4，嚢類4，高杯11）が出土している。661は斜位で出土している。

所見　時期は，出土土器から5世紀中葉と考えられる。

⑥　　　㌦2。a。

第108図　第450号土坑・出土遺物実測図

第450号土坑出土遺物観察表（第108図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　 考

66 1 土 師 器 高 林 ［15．9 ］ 14．6 13 ．2 長石 ・赤色粒子 t 雲母 明 赤 褐 普 通 土不部 内 外 面 ・脚 部 へ ラ磨 き，
師 部 下 端 へ ラ削 り

覆 土 中層 60 ％

（3）遺構外出土遺物

遺構に伴わない古墳時代の主な遺物について，観察表で記述する。

659

第109図　遺構外出土遺物実測図（1）
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Q108　　　　⊂コ⊃

第110図　遺構外出土遺物実測図（2）

遺構外出土遺物観察表（第109・110図）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　調 焼成 文様の特徴 出土位置 備　考

2 土師器 聾 － （7．6） 8．4 石英・長石 橙 普通 体部下端横方向のヘラ削り，
底部ナデ SI－39覆土 15％

53 土師器 甑 － （2．9） ［7．6］石英・長石・雲母 赤褐 普通
底部外面下部へラ削り，底部

10か所穿孔
SI－43覆土 5％

127 土師器 ま不 ［11．2］ 4．1 － 長石・白色粒子 橙 普通
口緑内側に沈線，休部外面へ
ラ削り SI－99覆土 25％

132 土師器 杯 ［10．8］ （3．8） － 赤色粒子・雲母にぷい橙 普通 体部外面へラ削り SI－99寺安土 5％

155 土師器 杯 13．8 4．5 －
石英・長石
赤色粒子・雲母 橙 普通 器面荒れのため調整不明 SI－167覆土

70％

へラ記号「＋」PL86

241 土師器 杯 ［14．1］ （4．8） －
石英・赤色粒子

雲母
橙 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ SI－99覆土 10％

242 土師器 杯 ［13月］ （3．4） － 長石 橙 普通 口縁部・体部内面へラ磨き，
外面へラ削り SI－99覆土 10％

653 須恵器 高杯 － （2．4） ［8．4］石英・白色粒子 褐灰 普通 ロクロナデ UP－3覆土 10％

657 土師器 坪 ［15．4］ （4．7） －
石英・長石
雲母

にぷい貴橙普通 ヘラ磨きヵ UP－6覆土 30％

659 土師器 ま不 ［14，4］ 4．1 － 長石・雲母 にぷい黄橙普通
休部外面へラ削り後ナデ・磨
き，内面へラ磨き UP－6覆土 75％

684 土師器 椀 ［8．9］ （5．9） － 赤色粒子・雲母にぷい褐 普通 口緑部横ナデ，輪積痕 SI－62覆土 5％

695 土師器 杯 9．1 3．7 － 長石 にぷい黄橙普通 休部外面へラ削り，内面器面荒れのため調整不明 K17h7区 75％
口線部煤付着

697 土師器 椀 9．5 5．7 5．8
石英・長石
赤色粒子・雲母

明赤褐 普通
体部外面下部へラ削り，内面

ナデ
L18の区 80％　　 PL86

番号 券　種 直　径 厚　さ 孔　径 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

DP31 紡錘車 （4．5ト3．1 2．2 0．75 （20．0） 土 円錐台形 SK－327覆土
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番号 器　 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　　 徴 出士位置 備　 考

Q 74 双孔円板 2．4 2．4 0．7 3．64 滑石 孔径0．2，磨 き SI－19 3覆土 PL lO 4

Q lO 6 丸玉 1．2 1．2 1．1 2．22 ガ ラス 孔 径0．2，外面 ナデ，両 面穿孔 表採

Q lO7 勾玉 3．2 1．7 0．5 3．7 滑石 孔経0．15，表面研 磨， ・部 欠損 段切 り遺構 PL lO4

Q lO8 双孔門板 2．7 2．8 0．4 4．34 滑石 孔径0．2，表面研磨 段切 り遺構 P L lO4

Q lO9 双孔閂板 1．9 2．0 0．3 1．90 滑石 孔径0．2，表面研磨 段切 り遺構 P I。104

Q l lO 双孔円板 2．1 （1．2） 0．3 （0．97） 滑石 孔径0．2，表面研 磨，1／2遺存 段 切 り遺構

Q lll 双孔 出板 （2．0） （1．6） 0」 （1．40） 滑石 孔径0．15，表面研磨 ，1／2道春 段 切 り遺構

M 81 鉄 （9．4） （1．4） （0．6） （15．50） 鉄 箆被部断面 四角形 ，鍍 身先端 e 茎部欠損 SK －346覆土

4　奈良傍平安時代の遺構と遺物

今回の調査でタ　奈良の平安時代の竪穴住居跡柑軒　掘立社建物跡柑棟　溝跡　条　柵跡　条　土坑柑基を

確認した√　以下，遺構と遺物について記述する。

（1）竪穴式住居跡

第瑠考健腰跡（第引用図）

位置　調査区西部のm鞄区に位置し，尾根上の平坦商に立地している。

規模と形状　真率由3。m　短躯　mの方形でタ　主軸方向はN－120…Eである。壁高は摘～臓cmでこ　各壁とも外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　竃前面から中央部にかけて踏み固められている。壁藩は東壁の北側と南西コーナーを除いて

巡っており，断面はU字形である。

畿　北壁の中央部に構築されている。規模は，焚き口部から煙道部先端まで90cm，袖部幅は98cmである。煙道

部は壁外へ60cmほど掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部は崩落しており，構築材と考え

られる粘土が竃前面に流出している。袖部は，砂質粘土で構築されている。火床部は地山を掘り込んでおり，

火床商はあまり火熱を受けていない。
、、

竃土層解説

1　褐　　　色　　粘土粒子中量，焼土粒子微量

2　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子一・炭化物微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子中量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子も炭化物微量
5　明　褐　色　　ローム粒子中量

6　にぷい赤褐色

7　褐　　　色

8　灰　褐　色

9　褐　　　色

ローム粒子少量，焼土粒子せ炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量

粘土粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ぽッ紅　1か所。南西コーナーに位置し，深さは18cmである。貯蔵穴の可能性もあるが，性格は不明である。

穫蓋　7層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
3　明　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

5　褐　　　色　　ローム粒子少量
6　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子微量

7　褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出立状況　土師器片66点（榛東28，聾類38），瓦片1点，石製品1点（砥石日，石材は点の他，埋没する

過程で混入した須恵器片7点（捧類4タ　襲類3）が出土している。252は竃の煙道部先端から逆位の状態で，

253は竃前面の床面付近から破片の状態でそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀前半と考えられる．
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⑥

第111図　第1号住居跡・出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表（第111図）

ト駁

番 号 番 号 器 種 口 径 器 高 底 径 胎 　 土 色 　 調 焼 成 手 　 法 　 の 　 特 　 徴 出 土 位 置 備 　 考

2 5 2 土 師 器 高 台 付 椀 － （ 3 ．4 ） －
長 石 ・ 赤 色 粒

子 ・ 雲 母
明 赤 褐 普 通 内 面 ナ デ ， 底 部 回 転 へ ラ 切 り 煙 道 部 2 0 ％

2 5 3 土 師 器 甑 － （ 2 2 ．2 ） ［ 1 5 ．3 ］ 左 孟 i 望 黒 に ぷ い 褐 普 通 外 面 縦 位 の 削 り 床 面 1 5 ％
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番　 号 券　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 31 砥石 （9．3） （2．5） 2．4 （45．6） 粘板岩 砥面 3 面 覆土下層

第2号住居跡（第112図）

位置　調査区西部のJ15b9区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第1号溝・第5号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．6m，短軸3mの長方形で，主軸方向はN－220－Eである。壁高は15－28cmで，外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，ピットの内側が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竃　北壁の中央部に構築されている。規模は，焚き口部から煙道部先端まで112cm，袖部幅は105cmである。煙

第112図　第2号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　1m
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遺部は壁外へ触mほど掘　込まれ　外傾して立ち上がっている。天井部は崩落してお酌　第　0柑層がその土

層と考えられる。袖部は灰褐色粘土を芯材とし，周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は地山

を掘り込んでおり．火床面が赤変している。

電土層解説

1　褐

2　褐

3　褐

－1　褐

5　暗

6　灰

7　褐

8　暗

9　暗

10　黒

1＿1暗

褐
褐
　
褐
褐
褐
褐

12　暗赤褐

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

13　褐　灰　色
14　灰　褐　色

焼I二粒子少量．ローム粒J’l・炭化粒自微量　　　　15　暗赤褐色

焼土粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　16　灰　褐　色
焼土粒子・炭化粒子多量．ローム粒子微量　　　　17　暗赤褐色

ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　18　にぷい褐色
ローム粒子・焼土粒千・歳化粒召故量　　　　　　19　灰　褐　色

粘土粒子中量，焼士粒子少量，ローム粒子微量　　20　灰オリーブ色
ローム粒千微量
ローム粒子・焼日針子微量

ローム粒子微量

ローム粒子微量
ローム粒子・焼十粒子微量

焼士粒j「一少鼠　ローム粒千・炭化粒J「一・粘巨粒
子微量

粘土粒子多量，ローム粒子微量

ローム粒子・焼巨粒子・炭化物・粘土粒f一微量

21．灰オ当－ブ色

22　灰　褐　色

23　にぷい赤褐色

24　灰オリーブ色

25　にぷい赤褐色

26　明　褐　色

271天オリーブ色

28　灰がノープ色

29　明　褐　色

焼土ブロック少量，ローム粒子微量
粘土粒子少量，焼土粒子微量

焼土プロ、ソク・粘土粒子微量
ロームブロック・炭化物微量

粘土粒子中量，焼十粒千少量
粘土粒子中量，焼士粒子微量

粘土粒子多量，焼士粒子微量

焼土粒子e粘土粒子中量，炭化粒子微量
焼土粒子多量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

粘土粒子多量，ローム粒子せ焼士粒子微量
焼士粒子多量夕　粘土粒子少量

ローム粒子多量，粘土粒子微量
粘土粒子多量，ローム粒子微量

粘土粒子多量夕　焼土粒子少量

ローム粒子多量，粘土粒子少量

ピット　4か所。深さ16′、26clllで，位置から主柱穴と考えられる。．

尊堂　5層からなる。含有物を均等に含んでいることからタ　自然堆積と考えられる。

色
色褐

説解
褐
暗

層土
1
・
Z

ローム粒J’・少鼠　炭化粒J’・・粘上プロ、ソク微量

ローム粒J’一少鼠　焼巨粒子・炭化粒J’－・粘上粒

子微量

3　褐　　　色

∴1　暗　褐　色

5　明　褐　色

ローム粒J’・中量，炭化粒日放量

ローム粒J’一中量

ローム粒子多量

遺物出藍状況　土師器片38点（榛東9芦　聾類29）タ須恵器片2点　捧類別　聾類且）㍉粘土塊3慮撃石財9点が

出土している。缶は㌘　付近から斜位の状態で，鶉は逆位の状態でそれぞれ床面付近から出土している。

255はP2酉側の床面から破片の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀前半と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表（第112図）

番 号 番 号 器 種 日 経 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 士 位 置 備　 考

2 54 須 恵 器 林 13．5 4 ．2 8 ．0 石 英 ・長石 灰 自 普 通 底 部 回 転 へ ラ削 り後 ナ デ 床 面 25％ 益子　 P L96

2 55 須 恵器 蓋 16．3 4 ．4 － 長 石 ・雲 母 成すリーブ 普 通 天 井 部 回 転 へ ラ削 り 床 面 ヘ ラ記号
70％ 「キ」カPLlOO

25 6 須 恵 器 蓋 12 ．2 （2．3） － 石英・長か 窯鋸抒 灰 普 通 天 井 部 回 転 へ ラ削 り 床 面 i
90 ％　　 P L lO O

第3号健腰掛（第m3回）

位置　調査区西部の招飯区に位置し　尾根上の平坦商に立地している。

重複関係　第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3。2mタ　短軸2。8mの長方形でタ　主軸方向はN－粥0…Eである。壁高は柑～蟻cmで　外傾して

立ち上がっている。

床　はぼ平坦で，竃の前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竃　東壁の南寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで66cm，袖部幅は102cmである。煙道

部は壁外へ媚cmほど掘　込まれ　途中角度を変えて外傾して立ち上がっている。天井部は崩落してお娠　第

485。788層がその士層で，土師器嚢が補強材として健用されている。袖部はタ　砂質粘土で構築されてい
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る。火床部は地山を掘り込んでおり，火床面が赤変している。石製支脚を煙道部側に設置している。

電土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　灰　褐　色

5　褐　　　色

ローム粒子微量
ローム粒子・粘土粒子微量

粘土ブロック微量

粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量

焼土粒子多量，粘土粒子少量，ロトームブロッ
ク・炭化物微量

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗赤褐色
10　暗赤褐色
11暗　褐　色
12　暗赤褐色

ローム粒子・粘土粒子微量

焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量
粘土粒子中量，焼土粒子少量

焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物微量
焼土粒子多量，粘土粒子微量

焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
炭化粒子中量

ピット1か所。南西コーナーに位置し，深さは26cmである。貯蔵穴の可能性もあるが，性格は不明である。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

A
－64．8m

3

B　　　257　258

ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　2m

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿亡＿　　　」

］

て±二二⊆＝
】　l

甘　口　M21

0 10cm

第113図　第3号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出藍状況　土師器片蟻点（榛東46，整類123），須恵器片9点（種類6，聾類3），鉄製品主査（刀子），

鉄洋3点，石材10点が出土している。257は5層中から破片の状態で，258は竃の補強材として使用されたと考

えられ，竃内から前面にかけてそれぞれ出土しているご　M21は床面付近からr虹上している。、，

所見　時期は，出土土器から9世紀末から10世紀前葉と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表（第113図）

番号 種　 別 器種 日経 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

2 57 土師器 林 ［15．0］ （4．7） － 石英・赤色鮮ト 雲母 にぷ い橙 普通 内面へ ラ磨 き 覆 土中層 1 0％

2 58 土師器 嚢 ［2 0．2］ （24．0） －
石英・長石・赤色粒
十 空母

灰 黄褐 普 通 体部外面下部横方向のへラ削 り 竃 30°。

番　 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 21 刀子 賂 3） 1．2 0．5 （8．3） 鉄 刀身断面三角形，先端部 ・茎部欠損 床面

第鵡考健腰跡（第114el温5図）

位置　調査区西部のJ蟻g区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　西側は調査区域外に延びており，全容は不明である。規模は，調査された範囲で長辺2．7m，短

辺2。3mで，長方形と推定され，主軸方向はN－50－Wである。壁高は　～蟻cmで　外傾して立ち上がってい

る。

床　平川で，竃前面からr‾上火部にかけて踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

電　北壁に構築され，西側は調査区域外に延びる．規模は調査された範囲で，焚き口部から煙道部先端まで17

clll，右袖部までの幅は48eIllである。煙道部は壁外へ47cInほど掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。

第椚臓図　第4号住居跡実測図
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天井部は崩落しており，第3層がその土層と考えられる。袖部は，砂質粘土で構築されている。火床部は地山

を掘り込んでおり，火熟をあまり受けていない。

埴土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

2　黒　褐　色　　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　褐　灰　色　　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子微量

5　暗赤褐色
6　暗　褐　色

7　褐　　　色

炭化粒子少量
焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子微量

ピット1か所。北東コーナーに位置し，深さは14cmである。位置から主柱穴と考えられるが，対応する柱穴

は確認されなかった。

覆土　5層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　　ローム粒子微量

4　暗　褐　色

5　明　褐　色

炭化物中量，ローム粒子微量
ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片49点（杯類16，嚢類30，高杯3），鉄製品3点（鉄），鉄津1点，粘土塊2点，石材8

点の他，埋没する過程で混入した須恵器片5点（杯類3，嚢類2）が出土している。259は床面から正位の状

態で，260は竃の前面から破片の状態でそれぞれ出土している。M22は東壁に平行して鉢を南に向けた状態で

出土している。

所見　時期は，出土土器などから10世紀以降と考えられる。

第115回　第4号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表（第115図）

0　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備　 考

259 土師器 高台付椀 － （2．9） 7．7 赤色粒子・雲母 橙 普通 内面へラ磨き 床面 20％

260 土師器 要 ［13．5］ （12．4） － 長石・赤色粒子 明赤褐 普通 内外面調整不明 覆土下層 10％

番号 種　 別 器種 胎　士 色　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

TP23 土師器 棄 長石 明赤褐 普通 内外面ナデ 覆土上層 5％へラ書き「□」

番　 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 22 鍍 （15．6） 2．9 0．3～0．7 （22．4） 鉄 三角形式鍍身，関部・茎部断面四角形，先端欠損 覆土上層 PLlO5
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第5号住居跡（第116図）

位置　調査区中央部のK17gl区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第137・145号住居跡，第2号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

可
A
634m

‾三‾l l・、一一
〇

第116図　第5号住居跡・出土遺物実測図
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立ち上がっている。

床　平坦で資竃の前面から西壁にかけて踏み固められている○壁溝は北西コーナー付近で確認され，断面はU

字形である。

聴　東壁の南寄りに構築されている。規模は焚　日部から煙道部先端間で粥cm　袖部幅は鍼cmである。煙道部

は壁外へ約mほど掘り込まれ芦緩やかに立ち上がっている。天井部は削平されており，残存していない。袖部

は砂質粘土で構築され，右裾には構築材と考えられる石材が残存している。火床部は地山をわずかに掘り込ん

で構築され，火床面が赤愛している。若干煙道部寄りから支卿または構築材と考えらえる石材が出土している。

竃土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒J′・少量
2　暗赤褐色　　焼土粒子少量

3　暗　褐　色　　焼土粒子微量

4　暗　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
5　暗　褐　色　　ローム粒子微量

ぽッ睦　2か所。Plは北東コーナー部に位置し，深さは28cmである○位置から主柱穴と考えられるが，対応

する桂穴は確認されなかった。P2は竃の前面に位置し，深さは22cmである。性格は不明である。

穫豊　7層からなる。ロームブロックを含む層が見られることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ロームブロック微量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ロームブロック微量

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

7　褐　　　色

ローム粒子中量

ロームプロ、ソク微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器鍋0点（琢類39，賓翫且）灰庵陶器片当意　瓶）石潮は点の傲埋没する過程で混入

した須恵器片5点（杯類）が出土している。2鋸は西壁寄りの覆土上層から逆位の状態で，262はPl付近の床

面からそれぞれ出土している。264は打線部を欠いているが，竃の煙道部から逆位の状態で出土している。

所凰　時期は，出土土器などからⅢ世紀前半と想定される。

第5号住居跡出土遺物観察表（第m6図）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位 置 備　 考

26 1 土 師器 皿 ［9．5］ 2．5 6．2 長石・赤色粒子・雲母 橙 普通 底 部回転 糸切 り 覆土上層 70％

26 2 土師器 杯 ［1 1．0］ （3．6） － 石英 ・長石・雲母 黄褐 普 通 内面 へラ磨 き 床面 30％

2 63 土師器 林 白2．6］ （4．1十 － 赤色粒子 ・雲母 灰黄褐 普通 内面へ ラ磨 き 覆土上層 2 0％

2 64 土 師器 高台付椀 － （4．2） 8．7 石英・赤色凝十 雲母 にぷい黄褐 普通 内面一部へラナデ，底部回転へラ切り後ナデ 煙道部 3 0％　 煤付着

番　 号 券　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 3 2 磨石 8．8 6．1 5．7 37 5．0 安 山岩 端部 に使用 痕 覆 土上層

第6号健贋跡（第m7囲）

位置　調査区西部のH5hO区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　長車由4庭m，短車酪8mの長方形で，主車由方向はN－20－Wである。壁高は35～47cmで，ほぼ直立

している。

床　平坦で，竃の前面からピットの内側が踏み固められている。壁溝は竃の部分を除いて巡っている。

磯　北壁の若干東寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで102cm，袖部幅は97cmである。
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0　　　　　　　　　　　　1m

0　　　　　　　　　　　10cm

第117図　第6号住居跡・出土遺物実測図

煙道部は壁外へ27cmほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。天井部は崩落しており，第5・8～10・

12・13層がその土層と考えられる。袖部は，灰黄褐色粘土を芯材とし砂質粘土を貼り付けて構築されている。

火床部は地山を掘り込んでおり，火床面が赤変している。

竜土層解説
1褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　灰　色

4　黒　褐　色

5　灰　褐　色

粘土粒子少量，ロームブロック微量
ロームブロック・粘土粒子微量

ローム粒子・粘土粒子微量

焼土ブロック微量，粘性弱
粘土粒子多量，粘性強

6　褐　　　色　　ローム粒子少量
7　暗赤褐色　　焼土粒子少量

8　灰　褐　色　　粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

9　褐　灰　色　　粘土粒子中量，炭化粒子微量
10　灰黄褐色　　粘土粒子多量
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11黒　褐　色

12　褐　灰　色

ユ3　灰　褐　色

＿1」　褐　灰　色

15　褐　灰　色
16　褐　灰　色

焼土ブロック少量
焼土粒子8粘土粒子少量

焼土粒子・粘土粒子少量

粘土粒子多量，焼土粒子少量
粘土粒子微量
粘土粒子少量

ヱ7　灰黄褐色
18　灰黄褐色

19　褐　　　色

20　褐　灰　色
21褐　灰　色

粘土粒子多量

ローム粒子中量，粘土粒子少量

ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子
微量
粘土粒子少量

粘土粒子多量

ぽッ睦　5か所。Pl～P4は主柱穴と考えられ，深さは20～34cmである。P5は深さ凱cmで　竃に向い合う

位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

尊堂　且3層からなる。ブロックを含みタ　しまりの弱い士層が多いことから芦Å為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

・1　黒　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

ロームプロ、ソク少量，焼土ブロック・炭化物微量

ロームブロック中量

ロームブロック少量，炭化物微量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土

ブロック微量

ロームブロック少鼠　焼土粒子・粘土粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量

ロームブロック中量

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色

11暗　褐　色

12　褐　　　色

13　褐　　　色

ローム粒千・焼工粒J’一・粘l二プロ、ソク微量

ロームブロック少鼠　焼土ブロック・粘土粒J’・

微量

ロームブロック少量．焼士粒子・粘土粒子微量

ロームプロ・ソク少鼠　炭化物・焼吊白’一・粘土

粒子微量

粘土プロ、ソク・焼土粒j「一・炭化粒子微量

ロームプロ、ソク中量

遺物出藍状況　土師器片56点（棒類Ⅲ，餐類45）須恵器机点　琢類針葉類の　士製品片　点　支脾2タ

紡錘車接着材1点の胤竣没する過程で混入した弥生土器片2点（体部）が出土している。265は竃東側の

壁藩士から正位の状態で，りP11は覆土上層からそれぞれ出土している。

所凰　時期は，出土土器などから　世紀前葉と考えられる。

第　号住居跡出土遺物観察表　第且膵囲）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

265 須恵器 杯 10．9 3．5 7．2 石英 ・黒色粒子 灰 普通 底部回転へ ラ削 り 床 面
98％　 油聖 霊

番　 号 器　 種 直　 径 厚　 さ 孔　 径 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

O P l l 紡 錘 車 4 ．7 ～3 ．8 ま．8 0．70 2 2 ．9 土 円錐 台形 ， 全 面 の孔 内 丁 寧 な磨 き ，硬 質 覆 土上 層

第謬考健腰跡（第m86m強固）

位置　調査区西部のJl5i9区に位置しタ　尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第　号溝と第測e別号土坑に掘　込まれている。

規模と形状　長卓蛤7m，短軸2．9mの長方形で　主戟方向はN－920－Eである。壁高は20～28cmで，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，竃の前面から中央部にかけて踏み固められている。壁港は確認されなかった。

篭　東壁の南寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで105cm，袖部幅は82cmである。煙道

部は壁外へ68cmほど掘り込まれ，緩やかに内湾しながら立ち上っている。壁面付近からは補強材と考えられる

土師器の嚢が出土している。天井部は崩落してお酌第4。5層がその士層と考えられる。袖部はあまり残存

していないが，砂質粘土で構築されている。火床部は地山を掘り込んでおり，火床面が赤変している。石製支

卿を火床部の煙道部側に設置し，住居側に掘り方のピットを設けている。

色
色

説

　

褐

解層

褐

黒

土寵
「

1

リ

一

ローム粒子微量

ローム粒子微量

3　黒　褐　色

4　灰　褐　色
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焼土粒子・粘土粒子中量



第118図　第7号住居跡実測図

5　灰　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗赤褐色
8　にぷい赤褐色

9　暗赤褐色

10　暗　褐　色
11暗　褐　色

粘土粒子多量
焼土粒子微量

焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・炭

化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　1m

12　黒　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒
子微量

13　時赤褐色

14　暗赤褐色
15　褐　　　色

16　褐　　　色

焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
ローム粒子少量

ピット　3か所。Plは深さ18cmで，南壁中央付近にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P3は深さ21cmで，竃の火床部に接し，覆土に焼土粒子を含んでいることから竃の掘り方に伴うピットと考え

られる。P2は深さは64cmで，性格は不明である。

覆土　4層からなる。ブロックを含み，しまりの弱い土層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土眉解説

1褐　　色　　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量　　4　明　褐　色　　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片224点（杯類64，嚢類159，高杯1），須恵器片25点（杯類21，嚢類4），土製品1点

（紡錘車），石器1点（砥石），鉄製品1（釘），瓦片4点，石材12点が出土している。267は南壁の床面上から，

269は竃の底面から破片の状態で，また268・M23は第1層中からそれぞれ出土している。Q33はP2の内部か

ら出土している。

所見　Q33は，P2を埋める際に廃棄されたと考えられる。時期は，他の南東コーナー付近に竃を持つ住居の

年代や出土土器などから9世紀代と推定される。
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第119図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表（第119図）

1伽爪

里　　　l　　　！

0　　　　　　　　　5cm
已　　　　こ　　　！

番号種　別 器種 口径 器高底径 胎　　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

266 土師器 杯 ［13．9］ 4．0 ［8．6］赤色粒子 にぷい赤禍普通内面へラ磨き Pl覆土20％

267 土師器 珂こ － （1．7）7．2 赤色粒子・雲母 橙 普通内面へラ磨き，底部回転へラ切り 床面 40％

268 土師器 襲 ［21．8］（6．3）－長石・赤色粒子 黒褐 普通外面縦位のナデ 覆土中層10％

269 土師器 嚢 －
（13．3）［7．7］石英・長石 橙 普通底部ナデ 竃 25％

番　号券　種 長　さ 幅 厚　さ重　量 材　　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

Q33 砥石 21．4 12．3 8．8 2820．0 粘板岩 砥面3両 P2覆土中 PLlO4

M23 釘 （3．9） （0．7） 0．45 （3．9） 鉄 断面四角形，両端欠損 覆土上層

第8号住居跡（第120図）

位置　調査区西部のK15b8区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　西側は調査区域外に延びており，全容は不明である。規模は，調査された範囲で長辺3．1m，短
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第120図　第8号住居跡・出土遺物実測図

辺1．6mで，方形または長方形と推定され，主軸方向はN－2O－Eである。壁高は22～28cmで，外傾して立ち

上がっている。

床　平坦で，南壁から竃周辺まで踏み固められている。壁溝は北壁から南東コーナー付近まで巡っており，断

面は逆台形またはU字形である。
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寵　北壁に構築され，西側は調査区域外に延びている。規模は調査された範囲で，焚き口部から煙道部先端ま

で89C恥右袖部までの幅は67cmである。煙道部は壁外へ22cmほど掘り込まれタ角度を変えながら外反して立ち

上がっている。天井部は崩落してお娠第　の　e摘0且層がその士層と考えられる。磯部は砂質粘土を芯材

として構築されている。火床部は地山を掘り込んでおり，火床商が赤愛している。翫4層に焼土ブロックを含

んでいることからタ　第且5層は掘り方の士層と考えられる。

竃土層解説

1黄　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子少量

2　褐　　色　　粘土ブロック少量，ローム粒子を炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子サ粘土粒子微量
4　褐　灰　色　　粘土粒子中量

5　黒　褐　色　　尉ヒ粒子少鼠　ロームブロック・焼土粒召数量
6　褐　　　色　　粘土ブロック中量，ローム粒子少量
7　黒　褐　色　　炭化粒子・粘土プロ、ソク少量．ロームプロ、ソ

ク・焼士粒子微量
8　黒　褐　色　　炭化粒子微量

9　にぷい黄褐色　　粘土粒子少量，焼土粒子や炭化粒子微量

10　暗　褐　色
11暗　褐　色

12　褐　灰　色

13　黒　褐　色
14　褐　　　色

15　褐　　　色
16　にぷい黄褐色

17　黒　褐　色

粘土ブロック少量，ローム粒子微量

焼土粒子少鼠　炭化粒子・粘土ブロック微量
粘土粒子少量，焼土粒子微量

焼土粒子e炭化粒子少量，ローム粒子微量
焼土ブロック少量，粘土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

粘土ブロック多量，焼土粒子。ローム粒子微量
焼士ブロック0粘土ブロック少量，ローム粒子
微量

18　にぷい黄褐色　粘土ブロック多量，ロームブロックの焼土粒子

微量

ピット　確認されなかった。「

穫羞　9層からなる。ロームプロッタe焼士粒子を含む層が見られることからタ人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子中鼠　焼土粒子0炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　炭化粒J’一少量，ロームブロック・焼廿日つ数量
3　極暗褐色　　ローム粒子・焼十粒子微量

L－1明　褐　色　　ローム粒千中鼠　炭化粒千微量

5　褐　灰　色　　粘土粒子中量，ロームブロック微量

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

！）　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック0焼土粒子0炭化粒子微量
焼土粒子e粘土ブロック少量，ローム粒子微量
ローム粒f・・炭化粒J′1微量

へ二二‘打「、∴㍑・．　用．五、十・、∴ノ、上　こ′1∴　「∴し、／・‥　‥J小∵　　先　主′　ノ′ノ；∴‥カ、い　－し∴、′、

る。27002mま竃前面の床面から，破片の状態で出土している。270は大半の破片が内側を上に向けて出土し

ている。

所凰　時期は　出土土器などから　世紀複葉から柑世紀前葉と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表（第120図）

番号 種　 別 器種 日経 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

270 土師器 嚢 23．5 36．0 6．7 石英戌 石・雲母 にぷい橙 普通 調整不明，底部木葉痕 床面 80％　　 P LlO2

27ユ 土師器 小形嚢 ［15．2］ ヱ4．4 6．0 石英・長か 赤色粒子 にぷい橙 普可 外面へラ削り後ナデ，底部木葉痕 床面 i40％

第9号健贋跡（第且2且囲）

位置　調査区西部のK蟻a区に位置し　尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第摘号住居跡を掘り込み　第摘号士坑と重複している。

規模と形状　長軸鼠m　短軸。mの長方形で，主軸方向はN弓貯㌧十㌢である。壁高はl～器cmで　ほぼ直立

している。

床　平坦で，中央部北側はロームで踏み固められているが，南側は焼土混じりのローム土による貼床で，軟弱

である。壁溝は確認されなかった。

囁　東壁の南寄　に構築されている。袖部はな　残存状態は良　ない。規模は焚　打部から煙道部先端まで59

cm，竃の掘り込み幅は50欄である。煙道部は壁タへ彪cmはど掘　込まれ　ほぼ直立している。天井部は削辛さ
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第121区l　第9号住居跡・出土遺物実測図

れ，第7層はその残存部で，第4・11層は崩落した土層と考えられる。火床部は第10号住居跡の覆土を掘り込

んでおり，火床面はあまり火熱を受けていない。

寵土層解説

1　暗　褐　色　　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロ
ック微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロッ
ク・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化物微量
5　暗　褐　色　　焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子・粘土

粒子微量
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6　暗赤褐色

7　褐　灰　色

8　褐　灰　色

焼上粒J’・少；古　ローム粒J’一・歳化粒j’・・粘廿．′：

子微量

粘土粒子中量，炭化物e焼土粒子微量

粘土粒子多量

！）暗赤鋸色　　ローム粒J∴焼上プロ、ソク・炭化粒J’・・粘l二粒
子微量

10　褐　　　色　　廃土粒子少量，ローム粒子微量

ピット　確認きれなかった．、、

尊堂　9層からなる。各層にブロックを含んでいることから，人為堆積の可能性がある。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

・l　黒　褐　色

5　暗　褐　色

ロームブロックe焼土ブロックe炭化粒子微量　　6　暗　褐　色

ロームブロック中量，焼土ブロック微量　　　　　ア　黒　褐　色

ロームプロ、、ノク・焼上ブロック少量，粘l二ブロ

ック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色

ロームプロ、ソク・焼土プロ、ソク・炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　　9　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量
焼上ブロック・粘上プロ、ソク少品　ローム粒J’一

微量

粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化
物・焼土粒子微量

ローム粒子0焼士粒子。炭化粒子。粘土粒子微量

遺物出藍状況　土師器鋸複の点（琢類22，嚢類甘摘），鉄製品温点（鎌）タ鉄淫3点資石材温点の胤須恵器片且2

頗（琢類針葉類3）が出土している。272は竃内から竃前面の床面上にかけて破片の状態で　M別は覆土下

層からそれぞれ出土している√

新風　時期は，出土土器などから柑世紀後半と考えられる。

第　号住居跡出土遺物観察表　第は固）

番号 種　 別 器種 日経 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

272 士師器 婆 ［20．6］ 28．8 D l。9］ 石英 ・長石 にぷい黄褐 普通 体部外面下部横位へラ削 り 床面 20％

番　 号 器　 楯 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

M 24 鎌 0 7．日 0 0．日 0．35 （79．5） 鉄 刃身断面三角形，茎部欠損 覆土下層 PL 105

第頂の号住居跡（第且22◎且23回）

位置　調査区西部のK15bO区に位置し，尾根上の平坦商に立地している。

重複関係　第9号住居，第m　蹄は号士坑に掘　込まれている。

規模と形状　長軸4。9m，短軸4．6mの方形で，主軸方向はN…40－Wである。壁高は42～64cmで，外傾して立

ち上がっている。、

床　平坦で，ほぼ全面にわたって踏み固められている。壁溝は全属しており，断面はU字形である。

囁　北壁のやや東寄りに構築され，上部は第9号住居によって破壊されている。規模は，焚き口部から煙道部

先端まで114cm，袖部幅は159cmである。煙道部は壁外へ亜cmほど掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がって

いる。天井部は崩落しておりタ　第209層がその土層と考えられる。袖部は砂質粘土を芯材として構築されて

いる。火床部は地山を掘り込んでおり，火床面が赤愛している。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　灰　色

3　暗赤褐色
4　灰黄褐色
5　にぷい黄褐色

6　明　褐　色

ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

粘土粒子中量，焼士粒子・炭化粒子微量
炭化粒子中量，焼士ブロックe粘土粒子少量
焼士粒子微量

粘土粒子少量，ローム粒子e焼土粒子e炭化粒
子微量
焼士粒子多量

7　暗　褐　色

8　褐　灰　色

9　褐　灰　色

10　褐　灰　色

11にぷい赤褐色

12　褐　　　色

焼土粒子の炭化粒子・粘土粒子微量

粘土粒子少量，ローム粒子微量
粘土粒子中量，焼土粒子微量

粘土粒子中量，焼土粒子微量

粘土粒子少鼠　焼土プロ・ソク・炭化粒召微量
ロームプロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子微量

ぽッ紅　5か所。Pl～P4は主柱穴と考えられ芦深さは30～鮮cmである。P5は深さ32cmで，竃と向い合う

位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第122図　第10号住居跡実測図

覆土14層からなる。第3層の上面まではレンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられ，第1・2層

はブロックを含んでいることから人為堆積と考えられる。第10～14層はP5の土層である。

土眉解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ロームブロック少量

ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック微量

ローム粒子少量
ローム粒子微量

ローム粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量

8　褐　灰　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色

11褐　　　色

12　暗　褐　色

13　褐　　　色

14　褐　　　色

焼土ブロック多量，ローム粒子少量
ローム粒子少量，焼土ブロック微量

ローム粒子少量
ローム粒子少量

ロームブロック微量
ローム粒子多量

ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片109点（杯類13，整類94，高杯1，壷1），須恵器片31点（杯類28，棄類2，壷1）の

他，埋没する過程で混入した縄文土器片1（胴部），弥生土器片1（体部）が出土している。273は竃東側の床

面付近から，275は覆土下層からそれぞれ正位の状態で出土している。274はP4付近から正位の状態で，277

はP3付近の床面から逆位の状態で出土している。276は南壁際から斜位の状態で出土しており，埋没の過程

で遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器などから8世紀前葉と考えられる。
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第123図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表（第123図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 ・ 備　 考

2 73 土 師 器 坤こ 15．0 3．4 －
石 英 ・長 石

・雲 母
に ぷ い 橙 普 通 底 部 手 持 ち へ ラ削 り 床 面 80 ％　　 P L 9 3

2 74 須 恵 器 坤こ 13．9 3．9 8．2 黒 色 粒 子 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ削 り 覆 土 下 層 ユ鵬 墨付着　 PL96

27 5 須 恵 器 杯 14．4 4 ．5 9．0 石 英 ・長 石 灰 普 通 底 部 手 持 ち へ ラ削 り 覆 土 下 層 眺 詣 け温

27 6 須 恵 器 杯 10．4 3 ．7 7．1 石英 ・長石 ・雲母 灰 白 普 通 体 部 下 端 ・底 部 回 転 へ ラ削 り 覆 土 下 層 8 5 ％　　 P L 9 6

27 7 須 恵 器 珂こ 1 1．3 3 ．6 7．6 長 石 ・雲 母 灰 自 普 通 底 部 手 持 ち へ ラ 削 り 床 面 70％ 譜 引 p誌

第11号住居跡（第124図）

位置　調査区西部のK15C9区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第1号溝，第116・117号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．2m，短軸2．1mの方形で，主軸方向はN－20－Wである。壁高は4～14cmで，外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南壁から竃周辺にかけて踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竃　北壁の中央部に構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで99cm，袖部幅は60cmである。煙道部

は壁外へ43cmほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。天井部は崩落しており，第1層がその土層と考え

られる。袖部で構築されている。火床部は地山を掘り込んでおり，火床面が赤変硬化している。

寵土屑解説

1　褐　灰　色　　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
2　灰黄褐色　　焼土粒子・粘土粒子微量
3　灰黄褐色　　粘土粒子少量，焼土粒子微量
4　灰黄褐色　　焼土粒子・粘土粒子微量
5　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　確認されなかった。

6　暗　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子微量

7　褐　　　色　　ロームブロック少量
8　黒　　　色　　炭化粒子多量，焼土粒子少量

9　橙　　　色　　焼土ブロック多量
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④

第124図　第11号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　7層からなり，第2・3・5・6層は，竃から流出した土層と考えられる。含有物を均等に含んでいる

ことから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子

微量

4　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒　褐　色　　炭化粒子中量，粘土ブロック少量，焼土ブロック

微量

7　褐　　　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片19点（杯類12，嚢類7），鉄澤1点が出土している。278～280は竃の焚き口付近から，

内面を上に向けて重なった状態で出土している。完形のものが見られないことから，支脚に転用されていたも

のが動いたと考えられる。

所見　時期は，出土土器などから10世紀前半と考えられる。

第11号住居跡出土遺物観察表（第124図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

2 78 土 師 器 杯 ［14．8］ 4．6 7 ，8 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い橙 普 通 内面 へ ラ磨 き，底部 回転糸切 り 寵 40 ％

2 79 土 師 器 高台付椀 － （2．7） 8 ．2 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い橙 普 通 内 面 へ ラ磨 き 竃 30 ％

2 80 土 師器 高台付椀 － （3．0 ） ［8 ．0 ］ 石英 ・長石 ・雲母 橙 普 通 内 面 へ ラ磨 き 竃 10 ％
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第12号住居跡（第125・126図）

位置　調査西部区部のK16cl区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　長軸2．7m，短軸2．6mの方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は9～14cmで，外傾に立ち

上がっている。

床　若干起伏があり，西壁付近から竃前面まで踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竃　東壁の南寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで68cm，袖部幅は73cmである。煙道部

は壁外へ50cmほど掘り込まれ，2段にわたって外傾して立ち上がっている。天井部は確認されず，対応する土

層もみられないことから破壊されたと考えられる。神都は石材を補強材とし，その周囲に砂質粘土を貼り付け

て構築されている。火床部は地山を若干掘り込んで構築され，火床面が赤変している。石製支脚を火床部の煙

道部側に設置している。

竃土層解説
1　暗赤褐色　　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

3　極暗赤褐色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗赤褐色　　焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　確認されなかった。

5　灰　褐　色　　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

6　灰黄褐色　　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
7　褐　　　色　　ロームブロック中呈，炭化粒子少量，焼土粒子

微量

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む層が多いことから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
微量

2　褐　　　色　　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック
微量

遺物出土状況　土師器片211点（杯類51，棄類160），鉄淳2点の他，埋没する過程で混入した須恵器片5点

（杯類3，賓類2）が出土している。ほとんどの遺物が竃の内外から出土している。281・283は煙道部の底面

付近からそれぞれ破片の状態で，282は南壁寄りの第1層中から正位の状態で出土している。284は横位で，

3

第125図　第12号住居跡実測図
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285・286は石製支脚の周辺からそれぞれ破片の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器などから10世紀後半と考えられる。

第126図　第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表（第126図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

28 1 土 師 器 珂こ 12 ．5 3 ．6 7．9 石英 ・長石 ・雲母 にぷい赤褐 普 通 底 部 回 転 へ ラ 削 り 煙 道 部 90 ％　　 P L 9 3

2 8 2 土 師 器 高台付椀 14 ．2 5．8 7．3
長石 ・黒色 粒子
雲 母 に ぷ い 褐 普 通 内 部へ ラ磨 き 覆 土 中 層 90％ 放熱痕　 PL95

2 8 3 土 師 器 高台付椀 13 ，9 （4息） － 石 英 ・雲 母 橙 普 通 内部 へ ラ磨 き 煙 道 部 5 5 ％

2 84 土 師 器 要 18 ．8 （3 0．0 ） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい赤褐 普 通 内 面 ナ デ ，外 面 下 部 へ ラ 削 り 奄 7 0 ％　　 P L lO2

2 85 土 師 器 要 ［16 ．0 ］ （12．8 ） － 石 英 ・長 石 橙 普 通 ロ緑 部 横 ナ デ ，外 面 ナ デ 竃 15％

28 6 土 師 器 賓 ［19 ．0 ］ （14．1） － 赤色 粒子 ・雲母 にぷ い橙 普 通 休 部 外 面 縦 位 のヘ ラ削 り 竃 10％
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番　 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 34 砥石 賂6） 6．1 2．5 （149．6） 粘板岩 砥面 3面 覆土中層

第臓号健贋跡　第は図）

位置　調査区西部のK15d9区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

親機と形状　長卓絶7m，短車酪6mの方形で，主軸方向はN…780…Wである。壁高は温～劫cmで　外傾して立

ち上がっている。

床　平坦でタ　中央部が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

炉・竃　いずれも確認されなかった。

ピット　確認きれなかった。

覆豊　8層からなる。ブロックを含む層が多いことから，Å為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ロームプロ・ソク中量，炭化物微量

2　暗　褐　色　　ロームプロ、ソク少量．焼抽「「・炭化粒自敬量

：3　暗　褐　色　　ロームプロ、ソク・焼「プロ、ソク微量

4　褐　　　色　　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　　ロームプロ、ソク出し　焼j二粒子微量

6　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

7　褐　　　色　　ロームブロック中量

8　暗　褐　色　　ロームブロック中鼠　炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器机4点（塔類1，嚢類13），須恵器片3点（舞楽1，整類2）石材摘点が出土している。

遺物は小片のため，固化できなかった。

所凰　硬化している床面の範囲は確認できるものの，竃◎炉が認められなかったことからタ通常の住居とは異

なる遺構と考えられる。時期は覆土中に含まれた遺物の状況から，平安時代以降と想定される。

第帽署図　第柑号住居跡実測図

第掴号住居跡（第128e129図）

位置　調査区西部のK15eO区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第81魯94e103号土坑に掘り込まれている。
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規模と形状　長軸3．5m，短軸3．0mの長方形で，主軸方向はN－960－Eである。壁高は7～12cmで，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，西壁から竃前面までが踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

萄　東壁の南寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで152cm，袖部幅は80cmである。煙道

部は壁外へ79cmほど掘り込まれ，2段にわたって内湾しながら立ち上がっている。天井部は崩落しており，第

1・8層がその土層と考えられる。袖部は左袖は残存せず，右袖は砂質粘土で構築されている。火床部は地山

を若干掘り込んでおり，火床面が赤変している。

寵土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　明　褐　色

粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロー
ム粒子微量

炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒
子微量

炭化粒子中量，焼土粒子少量，粘土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子多量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　赤　褐　色

9　黒　褐　色

10　褐　　　色

11灰　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量

粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

炭化粒子中量，焼土粒子・粘土粒子微量
粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
粘土粒子中量

ピット　確認されなかった。

覆土　8層からなる。含有物を均等に含んでいることから自然堆積と考えられる。第6～8層は，竃から流出

した土層である。

288　287289291

10

第128図　第14号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　2m
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土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
微量

3　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　　色　　ローム粒子少量
5　褐　　　色　　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック微量

7　暗　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ローム粒子
炭化粒子微量

8　黒　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロ
ック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片127点（杯類45，嚢類82），灰粕陶器片1点（瓶），鉄製品7点（鉄4，刀子1，釘2），

瓦片1点，石材2点の他，埋没する過程で混入した須恵器片7点（杯類2，嚢類5）が出土している。287は

竃左袖上から逆位の状態で，289～291は竃内から破片の状態で出土し，これらは天井部の土層より下に位置し

ている。また，291は口緑部を欠いているため，煙道部の補強に使われた可能性がある。M25は床面付近から

出土している。

所見　竃内から出土した遺物は，層位との関係から本住居が廃棄された段階のものと推定される。時期は，こ

れらの土器から10世紀後半と考えられる。

！，iHi

くここ7

⊂⊃

CI

M25

第129図　第14号住居跡出土遺物実測図

第14号住居跡出土遺物観察表（第129図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

28 7 土 師 器 高台付椀 ［14 ．2 ］ 5．2 ［7 ．2 ］ 赤色 粒子 ・雲母 にぷい黄橙 普 通 内 面 へ ラ磨 き 竃 袖 部 5 0％

288 土 師 器 高台付椀 ［15 ．0 ］ （4．0） －
赤色 ・黒色 粒子
雲母 にぷい黄橙 普通 ロ ク ロナ デ 覆 土 中 層 3 0％

2 89 土 師 器 高台付椀 － （4 ．8） －
石英 ・長 石
赤色 粒子 ・雲 母 にぷ い 橙

普 通 ロ ク ロナ デ 竃 30 ％

2 90 土 師器 皿 1 1．7 2 ．0 8．1 石英 ・長石 ・雲母 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り 竃 85 ％　　 P L 9 9

2 9 1 土 師 器 嚢 － （20 ．0 ） ［10．4 ］ 石英 ・赤色粒 子 褐 普 通 休 部 外 面 下 部 縦 位 の ヘ ラ削 り 竃 30 ％
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番　 号 券　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 25 鉄 （9．6） 1．2 0．5 （12．3） 鉄 柳 菓式鍍身，先端 ・茎部欠損 床面 PL lO 5

M 26 鍍 （9．7） 1．8 0．55 （14．2） 鉄 柳 葉式鉄身，台状閑，先端 ・茎 部欠損 覆土上層 PL lO 5

第15号住居跡（第130・131図）

位置　調査区西部のK15g8区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第108号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　西側は調査区城外に延びており，全容は不明である。規模は，調査された範囲で長辺3．0m，短

辺2．1mで，長方形と推定され，主軸方向はN－900－Eである。壁高は15～20cmで，外傾して立ち上がってい

る。

床　平坦で，やや軟弱である。壁溝は確認されなかった。

竃　東壁の南寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで103cm，袖部幅は86cmである。煙道

部は壁外へ46cmほど掘り込まれ，緩やかに外傾して立ちあがっている。天井部は崩落しており，第7層がその

土層と考えられる。袖部は砂質粘土を芯材とし，粘土混じりの土を貼り付けて構築されている。火床部はわず

かに地山を掘り込んで構築され，火床面が赤変している。

竃土層解説

1　褐　　　色　　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒
子微量

2　暗　褐　色　　炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒
子微量

第130図　第15号住居跡実測図

3　黒　　　色

4　褐　灰　色

∈
く〇

°り

七15h。苛

－147－

炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子
微量
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5　褐　灰　色　　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

7　褐　灰　色　　粘土粒子中量，粘性強
8　褐　灰　色　　粘土粒子多量

9　赤　褐　色　　焼土粒子中量，粘土粒子微量
10　灰黄褐色　　粘土粒子中量，ローム粒子微量

11灰黄褐色　　ローム粒子・粘土粒子少量

12　にぷい黄褐色　　粘土粒子少量，ロームブロック微量

ピット　1か所。Plは竃の火床部に接しており，深さは30cmである。竃の掘り方に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　4　褐

2　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　5　褐

3　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

色　　ローム粒子中量，炭化物・粘土粒子少量
色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片190点（杯類23，嚢類166，高杯1），瓦片1点，石材6点の他，埋没する過程で混入

した須恵器片8点（杯類2，嚢類6）が出土している。292は竃左袖の床面付近から，294は竃右袖周辺から横

位の状態で，295は竃火床面から同じく横位の状態でそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器などから10世紀代と推定される。

第131図　第15号住居跡出土遣物実測図

第15号住居跡出土遣物観察表（第131図）

＼て二二Iユ二二二勇9。

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

292 土師器 杯 ［18．0］ （6．3） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 内面へラ磨き 床面 30％

293 土師器 1不 － （1．8） ［8．8］ 長石・雲母 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り 覆土中層 15％ 墨書「□」

294 土師器 嚢 ［19．4］ 29．9 ［7．8］ 石英・長石・雲母 にぷい褐 普通
休部外面縦位のヘラ削り，
内面ナデ 覆土下層 60％　　 P LlO2

295 土師器 嚢 ［20．4］ （22．0） － 石英・長石・雲母 橙 普通 休部へラナデ 竃 40％
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第16号住居跡（第132～134図）

位置　調査区西部のK15g9区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第140号住居跡，第180号土坑を掘り込み，第17・18号住居，第2号溝に掘り込まれている。

規模と形状　西側は第2号溝跡に掘り込まれており，全容は不明である。規模は，長辺4．2m，短辺3．3mの長

方形と推定され，主軸方向はN－40－Wである。壁高は20～24cmで，ほぼ直立している。

床　若干起伏があり，ほぼ全面が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竜　北壁に構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで117cm，袖部幅は123cmである。煙道部は壁外

へ64cmほど掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部は崩落しており，第3層がその土層と考

えられる。袖部は丸瓦を芯材とし，周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は若干掘り込んでお

り，火床面が赤変している。

題土層解説
1　にぷい褐色　　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子微量

2　褐　　　色　　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック微量

4　明　褐　色

5　褐　　　色

3　褐　　　色　　粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量　　　6　暗　褐　色

第132図　第16号住居跡実測図

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・炭化粒子微量

粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　1m
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7　褐　灰　色　　粘土粒子中量，焼土粒子微量
8　暗　褐　色　　炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量
9　灰黄褐色　　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　確認されなかった。

10　暗　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
11暗赤褐色　　炭化物少量，焼土ブロック・粘土粒子微量

覆土　5層からなる。第5層は粘土層で，第1～4層は含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考え

られる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量

4　褐　　　色　　ロームブロック中量

5　褐　灰　色　　粘土粒子中量

1
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第133図　第16号住居跡出土遺物実測図（1）
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第134図　第16号住居跡出土遺物実測図（2）
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遺物出藍状況　土師器飢49慮僻事21も嚢類12郎　須恵器片配点（琢類鴫婆類温結石製品温点（砥石）芦

石材2息鉄製品l点（刀子），瓦片親点，石材2点の鶴竣没する過程で混入した瓦質土器片1点が出土し

ている。出土した遺物は大きく2群に分かれタ296㍗机は正位の状態で警部は逆位の状態で北東部の床面か

ら出土している。298は正位の状態で，299の湖は逆位の状態で南壁寄りの床面上からそれぞれ出土している。

竃からほT2eT3が袖部の芯材として使用され，303が左裾から内部に落ち込んだような状態で出土してい

る。床面上から石材が出土しているが，用途は明らかではない。

所凰　本跡の竃に使用された瓦は，新治廃寺や周辺の窯跡などから持ち込まれたものと考えられる。時期は芦

㌔仕上土器などから9世紀前葉と考えられる。

第16号住居跡出土遺物観察表（第且33。134回）

番 号 種　 別 器種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

2 96 須 恵 器 林 12 ．8 5．0 6 ．8 石 英 0長 石 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ナ デ 床 面 75 ％ 堀 ノ内 ヵ

P L 9 6

2 97 須 恵 器 埠 12．6 4 ．6 7．3 長石 ・白色 粒子 灰オリーブ 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り 後ナ デ 床 面 75 ％ 益 子 P L 96

2 98 須 恵 器 埠 14．6 5 ．1 7。6 石 英 ・長 石 灰 黄 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り後 ナ デ 床 面 70 ％　　 P L 96

29 9 須 恵 器 高台付杯 ［13．1］ 5．6 8．9 石 英 ・長 石 灰 普 通 底 部 回転 へ ラ 削 り 床 面 5 000

30 0 須 恵 器 盤 20 ．6 4．7 14 ．1 長 石 ・黒色粒子 黄 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ 削 り 床 面 6 0％ 堀 ノ 内
P L lO2

30 1 I須 恵 器 蓋 15 ．3 3．5 － 石 英 ・長石 黄 灰 普 通 天 井 部 回 転 へ ラ削 り 床 面 7 0％ 益 子 カ

P L lO O

3 0 2 須 恵 器 蓋 15 ．0 汀 5） － 右 奥 ・長有 灰 普 通 ロク ロナ デ 覆 土 下 層 45 ％ 堀 ノ内 ヵ

3 03 須 恵 器 蓋 19 ．0 4．4 － 長石 ・黒色 粒子 灰 普 通 天井 部 回 転 へ ラ削 り 竃 40 ％ 堀 ノ 内

番号 種　 別 器種 日経 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

T P 26 須恵 器 嚢 － － －
長右 ・雲母 ・
赤色粒子 黄灰 良 外面クシ書 き波状文 覆土中層

番　 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

Q 3 5 砥 石 （11．0） 7．4 3 ．1 （37 4．0 ） 凝 灰 岩 砥 面 4 面 穫 土 上 層

M 2 7 刀子 （10．0 ） （1．4） 0」 （ 10．4 ） 鉄 刀 身 断 面 三 角 形 ， 茎 部 木 片付 着 覆 土 上 層

T 2 丸 瓦 3 6．6 15 ．9 2．0 （24 80 ．0 ） 土 玉 縁 式 ， 凸 面 ナ デ ， 凹面 布 目痕 ， 吊紐 痕 竃 右 袖
被 熱 痕 有 り

P L lO 7

T 3 丸 瓦 （35 ．0 ） （16 ．3 ） 1．7 （22 50 ．0 ） 士 玉縁 式 ，凸面 へ ラナデ， 凹面布 目痕， 吊紐 痕 竃 左 袖 被 熱 痕 有 り
P L lO 7

第閻考健腰掛（第且35図）

位置　調査区西部のK15gO区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第且66摘号住居跡，第柑号土坑を掘　込み　第柑号住居に掘　込まれている。

規模と形状　南側は第18号住居に掘り込まれ，全容は不明である。規模は東壁2愚mが確認でき，方形または

長方形と推定され　主軸方向はN－00である。壁高は　～柑cmで　ほぼ直立して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，西側が若干下がる。西側にロームを主体とした貼床が施されており，中央部付近が踏

み固められている。壁溝は確認されなかった。

聴　2か所確認されている。竃lは北東コーナーに構築されている。規模は，焚き口部から煙道部先端まで

且28C恥袖部幅は132cmである。煙道部は壁夕へ蒔cmはど掘　込まれ，外傾して立ち上がっている。天井部は，

崩落してお娠　第　層がその士層と考えられる。袖部は，砂質粘土で構築されている。火床部は地山をわずか

に掘り込み，火床面が赤変硬化しているこ．

・－1＿52－



萄1土層解説
1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　褐　灰　色

ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物微量

4　暗赤褐色
5　褐　　　色

6　褐　　　色

焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量
ローム粒子中量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

竃2は東壁に構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで63cm，竃の掘り込み幅41cmである。煙道部

は壁外へ39cmほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。天井部は崩落しており，袖部も残存していない。

火床部は地山を掘り込んでおり，火床面が赤変している。

竜2土眉解説

1暗　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
2　時赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，粘土粒子微量
3　灰黄褐色　　粘土粒子中量，焼土粒子微量

4　黒　褐　色

5　褐　　　色

焼土ブロック・炭化粒子少量

ローム粒子中量

ピット　確認されなかった。

覆土　5層からなる0第4層は貼床の土層で，これより上面は含有物を均等に含んでいることから，自然堆積

と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

ローム粒子中量，焼土粒子微量，粘性弱
ロームブロック多量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片36点（杯類12，嚢類24），須恵器片2点（杯類）。灰粕陶器片1点（瓶），石材3点が

0　　　　　　　　　　　2m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿亡＿　　　」

第135図　第17号住居跡・出土遺物実測図
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出上している。、3田・305は竃の内部から，l日立の状態でJ．旧二している、、．．

新風　2基の竃が確認されているが，竃2の残存状況が良好ではなく，遺物も見られないことから竃1に先行

するものと判断される。時期は，重複関係と出土土器から第18号住居跡に先行する柑世紀前半と考えられる。

第17号什井邦亦出土遺物観察表（第1＿35図）

番 号 種　 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　 考

3 04 土 師 器 皿 ［10．5］ 2 ．4 6．ユ 赤色 粒子 ・雲母 橙 普 通 底 部 回転 糸切 り 竃 40 ％

3 05 土 師器 高台付椀 ［11．0］ ⊥0 5．8 長 石 ・雲 母 赤 褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ 磨 き 竃 40 ％

3 06 灰 粕 瓶 － （7 ．1 ） ［H ．6 ］ 長石 灰 黄 良 体 部 外 面 下 部 へ ラ 削 り後 ナ デ 覆 土 上 層 5％

第柑考健贋跡（第温360且37図）

位置　調査区西部のK15110区に位置し，尾根上の平甘面に立地している．

重複関係　第蟻e膵踏摘号住居跡　第柑号士坑を掘　込み　第鋸号士坑に掘　込まれている。

規模と形状　長軸3。3m芦　短軸3強mの方形で，主軸方向はN…30…Eである。壁高ほほ～摘cmで　外傾して立

ち上がっている。

床　若干起伏があり，竃の前面から中央部にかけて炭化物混じりのロ如ムによる貼床が施され，若干踏み固め

られている。壁溝は確認されなかった。

D

2
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第相国　第18号住居跡実測図
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竃　北壁の東寄りに構築され，袖部はすでに失われている。規模は焚き口部から煙道部先端まで45cm，竃の掘

り込み幅は83cmである。竃は壁を掘り込んで設けられ，煙道部は緩やかに外傾して立ち上がっている。天井部

は確認されず，対応する土層も見られないことから，破壊されたと考えられる。火床部は地山を掘り込んでお

り，火床面が赤変している。第4層は，火床部から煙道部にかけて補修のために貼られた粘土と考えられる。

埴土層解説
1　灰黄褐色　　焼土粒子・炭化粒子中量

2　明　褐　色　　焼土粒子中量，炭化粒子微量

ピット　確認されなかった。

3　明黄褐色　　ローム粒子多量
4　にぷい黄褐色　　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

覆土　7層からなる。ブロックを含む層が多いことから，人為堆積の可能性が考えられる。第3・6層は，貼

床の土層で，第1層からは炭化物が出土している。

ミ≡‡妄三召。8

第137図　第18号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色

4　褐　　　色

炭化物小結　ロームブロック・焼上プロ・ソク少量

ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化物微量

ロームプロ、ソク日射ヒ物少量．焼上プロ、ソク・

粘士粒子微量

ロームプロ・ソク中量．焼‖三‾白’一・歳化粒子微量

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　黒　褐　色

ロームプロ、ソク少軋　焼0位√・炭化粒子微量

ロームブロック多量，焼土粒子。炭化粒子微量

焼十粒子中量．炭化物少量．ロームブロック・

粘土粒子微音

遺物出藍状況　土師器飢42点（榛東55，嚢類87），石製品2点（砥石）タ鉄製品1点（釘ヵ），瓦片1嵐石材

4点の胤埋没する過程で混入した縄文土器片2点（胴部）芦　須恵器片33点（塔類18　嚢類は，鉢4）が出土

している。灘は正位の状態で芦　別は破片の状態でそれぞれ竃内から出土している。別は床面上から逆位の

状態で出土し汐　内部が摩滅していることから転用硯と考えられる。

所凰　時期は　重複関係と出土土器から第膵号住居跡に後出する用世紀後半と考えられる。

第18号住居跡出土遺物観察表（第温37図）

番 号 種　 別 器 種 廿 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 山 土 位 置 備　 考

30 7 士 師 器 林 ［13 ．7 ］ （4．8） －
長 石 ・赤 色粒子
雲 母 にぷい黄橙 普 通 内 面 へ ラ磨 き 覆 土 上 層 2 5％

3 08 士 師 器 皿 リ．丁 2．2 4 ．9 有英 ・長石 ・ま母 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ナ デ 竃 10 0 ％　　 P L 9 9

3 09 須 恵 器 鉢 ［30 。6 ］ （13．2 ） … 長 石 灰 普 通 ＝縁 部 外 反 覆 土上 層 20 ％

3 10 土 師 器 嚢 ［2 0 ．8］ （9．0 ） － 石 英 ・長 石 橙 普 通 休 部 内 面 ノ＼ケ ＝ 竃 10 ％

番号 楯　 別 器種 長さ 幅 厚さ 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

3m 須恵器 硯 25。3 15濾 0．8 石英 ・長石 黒褐 普通 聾転乳 体部片を長楕円形に整形 床面 100％　 益子カ
PLlOl

番　 号 器　 種 長　 さ
ー

幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出上位置 備　　 考

M 28 釘 ヵ （鋸 ） 0．65 0．45 （7．55） 鉄 断面川 角肱　 両端欠損 魔士中

第臓号健腰跡　第臓園）

位置　調査区西部監蟻区に位置し　尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第112号住居跡と重複している。

規模と形状　南側は調査区域外に延びてお酌　全容は不明である。規模は　調査された範囲で長辺姐m　短

辺且。8mでヲ　方形または長方形と推定され学　童軸方向はN…40－Wである。壁高は2～墟cmで　ほぼ直立して

いる、、

床　若干起伏があ娠　竃前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝は，東壁の一部を巡っている。

竃　北壁の中央部に構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで172C恥　袖部幅は162cmである。煙道

部は壁外へ紺cmほど掘　込まれ　外傾して立ち上がっている。天井部は崩落しており，第2鋒4070m層が

その士層と考えられる。磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は第13層の上面に形成されている。

竃土層解説

1　にぷい褐色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　赤　褐　色

6　暗　褐　色

7　にぷい黄褐色

粘土粒子少量，焼士ブロック・炭化粒子微量

粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土ブロッ
クの炭化物微量

机上プロ、ソク少量，焼上ブロック・ローム粒
J′・・炭化粒子微量

粘土粒子多鼠　焼上粒子・炭化粒子微量

焼土粒子中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
焼土粒子少量，ローム粒子を炭化粒子の粘土粒
子微量

粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土ブロッ
クの炭化粒子微量

8　暗赤褐色
9　褐　　　色

＿10　褐　　　色

11褐　灰　色

12　褐　　　色
13　暗赤褐色

14　褐　　　色

15　にぷい黄褐色

1－156－

焼土粒子中量，粘土ブロック少量，炭化物微量

焼土ブロック。粘土粒子少量，ローム粒子・炭
化粒子微量

焼‖粒子・粘士粒子少量，ローム粒J’・・炭化粒
子微量

粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼士粒子。粘土粒子少量，炭化粒子微量

ロームプロ・ソク・炭化粒千少量，焼上ブロッ
クの粘土ブロック微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量
焼土粒子の粘土粒子微量



ピット　確認されなかった。

覆土10層からなる。ロームブロック・粘土を含む層が多く，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　褐　　　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

3　褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・粘土

ブロック微量
4　褐　　　色　　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

7　褐　　　色　　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロ
ック・炭化粒子微量

8　褐　　　色　　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒
子微量

9　褐　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土
粒子微量

5　褐　　　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒　　10　褐　　　色　　ローム粒子中量
子・粘土粒子微量

6　褐　　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒

子微量

第138図　第19号住居跡・出土遺物実測図

－157－

0　　　　　　　　　　　　　1m

315

0　　　　　　　　　　　　10cm



遺物出土状況　土師器片112点（杯類6，襲類106），須恵器片43点（杯類36，整類6，高盤1），鉄製品1点

（不明），瓦片1点，石材14点が出土している。312は竃東側の壁際から，313・315は竃前面の覆土下層付近か

らそれぞれ出土している。314は束壁際の壁溝上から倒れた状態で出土している。

所見　時期は，出土土器などから8世紀後葉と考えられる。

第19号住居跡出土遺物観察表（第138園）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

3 12 須 恵 器 坤・ ［13 ．4 ］ 4．4 ［9 ．2 ］ 石 英 ・長 石 黄 灰 普 通 休部 下端 ・底部 手持 ちへ ラ削 り 覆 土 下 層 3 0％　 堀 ノ内カ

31 3 須 恵 器 蓋 ［25 ．4 ］ （3．2 ） － 石 英 ・長 石 黄 灰 普通 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り 覆 土 下 層 4 0％

31 4 須 恵 器 高 盤 17 ．9 （8．4 ） － 石 英 ・長 石 灰 普通 盤 部 外 面 回 転 へ ラ 削 り 壁 溝 8 0％　 堀語 02

31 5 土 師 器 嚢 ［22 ．0 ］ （11．4 ） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い褐 普通 内外 面 ナ デ 覆 土 下 層 3 0％

第21号住居跡（第139図）

位置　調査区西部のJ16e2区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第22号住居，第511号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．3m，短軸3．0mの長方形で，主軸方向はN－850－Eである。壁高は2～6cmで，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竃　東壁の南寄りに構築されている。規模は，焚き口部から煙道部先端まで68cm，袖部幅は94cmである。煙道

部は壁外へ58cmほど掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。天井部は削平され，袖部は右袖の基部が残存し

ている。袖部は砂質粘土で構築されている。煙道部は壁外へ60cmほど掘り込まれ，媛やかに立ち上がっている。

火床部は床面とほぼ同じレベルに構築され，火床面が赤変している。

－158－

第139図　第21号住居跡・出土遺物実測図



ピット　確認されなかった、－、

穫豊　4層からなる。含有物を均等に含んでいることから9　自然堆積と考えられる。第3の4層は，竃の土層

であるご　また床面に接して粘土が堆積している。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量

4　赤　褐　色　　焼土ブロック中量

遺物出藍状況　土師器片22点（捧類5　嚢類膵）が出土している。316は北壁際から高台を上に向け斜位の状

態で出土しているご

所凰　時期は，第22号住居跡との重複関係や出土土器などから9世紀前半と考えられる。

第21号住居跡J野上遣物観察表（．第1∠頼来日

番号 種　 別 器種 日経 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

3 16 須恵 器 盤 ［17．5］ 3．4 ［1 1．8］ 石英 ・長石 灰 普通 底部 回転 へラ削 り 床面 3 0％

第題号健腰掛（第且40図）

位置　調査区西部の日録区に位置し学　尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第21号住居跡を掘り込んでいる。）

規模と形状　長軸3．8恥　短軸2思mの長方形で　主軸方向はN－鋸0…Eである。壁高は12～25cmで，外傾して

立ち上がっている。、

床　平坦で，竃の前面から中央部にかけてが踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竃　東壁の南寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで86cm，袖部幅は61cmである。煙道部は

壁外へ59cmほど掘り込まれており，緩やかに立ち上がっている。天井部は失われておりタ袖部は砂質粘土で構築

されている。火床部は地山を若干掘り込んで構築され，火床面が赤変している。

竃土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒千微量
2　褐　　　色　　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　焼士粒子e粘土粒子微量

4　褐　　　色　　焼士粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　　色　　焼土粒子微量
6　暗赤褐色　　焼土粒子中量，炭化粒子微量

7　暗　褐　色　　ローム粒子。炭化粒子少量，粘土粒子微量

ぽッ睦　4か所。P　～P　は深さ2～彪cmで　主柱穴と考えられる。P　に対応する南東側の柱穴は確認さ

れなかった。P4は深さ26cInでヲ　南壁に接していることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

孝蓋　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　　ロームブロック微量

4　褐　　　色　　ローム粒子中量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量
6　暗　褐　色　　ロームブロック少量

遣物出藍状況　土師器片103点（塔類27　襲類閥）鉄製品1点（釘ヵ），瓦片2息　石材2点の鶴埋没する

過程で混入した須恵器片20点（捧類16，嚢類3，壷1）が出土している。317はP2付近の床面から逆位の状

態で，318は東壁際から正位の状態で出土しており，319は竃内から日録部を煙道部側に向けて横位の状態で出

土している。

所見　時期は，出土土器などから10世紀前半と考えられる。
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第140図　第22号住居跡・出土遺物実測図

第22号住居跡出土遺物観察表（第141図）

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　1m

番号 種　 別 券種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

317 土師器 皿 10．0 2．2～2．7 6．1 長石 ・雲母 橙 普通 底部回転へラ切り後へラ削り 床面 100％　　 PL99

318 土師器 皿 ［11．6］ 3．2 5．2 長石 ・雲母 にぷい黄橙 普通 内面へラ磨き，底部回転糸切り 床面 60％

319 土師器 要 ［18．4］ （24．7） － 石英 ・長石 にぷい褐 普通 休部外面下部へラ削り，内面ナデ 竃 40％

一一160－－－



第調号健贋跡　第射～摘園）

位置　調査区西部の日録区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第24号f拭朋亦を掘り込んでいる．、、

規模と形状　長軸5洩m　短軸。mnの方形で　主軸方向はN－30…Eである。壁高は28～封cmで　外傾して立

ち上がっている。

床　平坦でタ　ピットの内側が踏み固められている。壁港は北東コーナー及び両壁中央部を除いて巡っておりタ

断面はU字形である．

竃　北壁の中央部に構築されている。規模は焚き「」部から煙道部先端まで130ml，袖部幅は143elllである。煙道

部は壁外へ55cmほど据l）込まれておi），外傾して立ち上がっている∴天井部は崩落しており，第1・5・18・

20層が対応する上層と考えられる∴袖部は砂質粘十で構築されており，内側は火熱を受けている。火床部は第

m層の上面と考えられ野　火床面が赤愛している。土師器の聾を転用した支郷が煙道部寄りから出土しタ　被熱し

ている予　第10・11・15層よl）下は竃の据l）方と考えられる。、

竃土層解説

1　褐　灰　色　　粘土粒子多量，焼土ブロック微量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量，粘土ブロック微量
3　褐　　　色　　ローム粒子・焼1斗白′・・粘上粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量
5　灰　褐　色　　粘土粒子多量，粘性0しまり強

6　褐　灰　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
7　暗赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子少量

8　暗赤褐色　　焼土粒子少量

9　黒　褐　色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量
柑　灰　褐　色　　粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

H　灰　褐　色　　焼土粒子少量
12　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

13　褐　　　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
14　黒　褐　色　　焼土粒子e粘土粒子少量

15　灰　褐　色　　粘土粒子多量，焼土ブロック少量
16　灰　褐　色　　焼土粒子e粘土ブロック少量

17　灰黄褐色　　粘土粒子少量，焼土粒子微量

18　灰黄褐色　　粘土粒子多量夕　焼士粒子微量

19　灰　褐　色　　粘土粒子少量，焼土ブロック微量
20　褐　灰　色　　粘土粒子中量

21黒　褐　色　　焼土ブロック少量

22　暗　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子微量
23　灰　褐　色　　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
24　暗　褐　色　　焼士粒子8炭化粒子も粘土粒子微量

25　灰　赤　色　　焼土粒子。粘土粒子少量
26　暗　褐　色　　ローム粒子極微最

27　灰　褐　色　　焼＝粒千・粘上位丁一少量．ロームブロック微量

28　灰　褐　色　　粘土粒子中量
29　褐　灰　色　　粘土粒子中量，小磯少量

30　褐　灰　色　　粘土ブロック中量

31褐　灰　色　　粘土粒子少量
32　灰　褐　色　　粘土粒子中量

33　黒　褐　色　　粘土粒子中量，焼土粒子少量
34　黒　褐　色　　焼土ブロック0ローム粒子少量

ピット　6か所。．P1－～P4は深さ33～50cmで，主柱穴と考えられる。P5・P6は深さ31・～33cmで言有壁寄

り中央に位置して－いることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土16層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられるJ

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　　ロームブロックや焼士粒子微量
5　褐　　　色　　ローム粒子少量

6　にぷい褐色　　ローム粒子中量
7　褐　　　色　　ローム粒子少量，赤色粒子1鋸音

8　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

褐
暗
褐
窯
褐
褐
灰
極

9

　

1

0

日

　

1

リ

二

は

1

1

　

1

5

1

6

褐
　
褐
灰
　
褐
暗褐

色
色
色
色
色
色
色
色

ローム粒子中量

ローム粒子中量，粘土粒子微量
粘土粒子少量，焼土粒子。炭化粒子微量

ローム粒子少量，粘土粒子微量，粘性強

粘土粒子中量，焼土粒子微量，粘性強
粘土粒子少量．ロームプロ、ソク日射ヒ粒千微量

粘土粒子多量，焼土粒子少量
焼土粒子。炭化粒子微量

遣物出土状況　土師器片565点（杯類139，棄類426），須恵器片52点（杯類41，聾類10，壷1主　石製品「点

（砥石上　鉄製品3点（釘1，不明2主　銅製品1点　描；こ先金其主　石材5点の他，理没する過程で混入した縄文

土器片1点（胴部），石器1点（、右鉱‘）が出土している。電内からは須恵器3点，土師器3点が出土している。．

320は正位の状態で，324は斜位の状態で，325は破片の状態でそれぞれ出土している。竃内の土師器はすべて

碧で，332は竃の煙道部寄りから逆位の状態で出上し．1支脚に転用きれていたと考えられる。324は332付近か

ら焚き口部にかけて，328は竃内から中央部付近の覆土中層からそれぞれ破片の状態で亡＿I十上している。竃以外

では南寄りから比較的遺物が多く見られ，32鼠は南壁際の確認面付近から住居内に落ち込んだような状態で，
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第141図　第23号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　2m
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323は南東コーナー付近の床面付近から正位の状態で出土している。M30は南東部の覆土下層から出土している。

所見　下野産（益子窯か）と考えられる須恵器（323・324）が2点出土している。また，帯先金具の存在から

当遺跡内では有力者の住居と考えられる。時期は，出土土器などから8世紀前葉と考えられる。

占▼慧

323

三二．‾ミ＿

－163－

第142図　第23号住居跡出土遺物実測図（1）
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第143図　第23号住居跡出土遺物実測図（2）

第23号住居跡出土遺物観察表（第142・143図）

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

32 0 須 恵 器 杯 10 ．6 3 ．2 7 ．0 長 石 灰 普通 休 部 下 端 回 転 へ ラ 削 り，
底 部 回 転 へ ラ切 り後 へ ラ 削 り 床 面 80 ％　　 P L 9 6

32 1 須 恵 器 呵こ ［12 ．6 ］ 3．4 8 ．7 長 石 灰 黄 普通 底 部 回 転 へ ラ削 り 覆 土 上 層 60 ％

32 2 須 恵 器 杯 ［12 ．0 ］ 3．2 ［7 ．9 ］ 長石 ・白色 粒子 オリーブ灰 普 通 体 部 下 端 ・底 部 回 転 へ ラ削 り 覆 土 上 層 30 ％

32 3 須 恵 器 蓋 ほト は5 3．9 － 長 石 灰 普 通 天井 部 回転 へ ラ削 り 床 面 10 0％ 望 濫

32 4 須 恵 器 蓋 13 ．8 3 ．4 － 長 石 灰 普 通 天 井 部 回転 へ ラ削 り 竃 55 ％　　 P L lOO

3 25 須 恵 器 蓋 17 ．4 5 ．6 －
石 英 ・長 石
赤 色 粒 子

灰 黄 普 通 天 井 部 回転 へ ラ 削 り 竃 65 ％

3 26 須 恵 器 蓋 ［17．2］ （3 ．7 ） － 石 英 ・長 石 灰 普 通 天 井 部 回転 へ ラ 削 り 覆 土 上 層 2 0 ％　 益 子 カ

3 27 須 恵 器 宣E － （2 ．9 ） － 長 石 灰 良
刺 突 文 を 2 段 施 し，

2 条 1 単 位 の沈 線 で 区 画
覆 土 上 層 10 ％

3 28 土 師器 斐 2 5．2 33 ．0 10 ．0 石英 ・長石 ・雲母 に ぷ い 橙 普 通
体 部 外 面 下 部 へ ラ 磨 き，
底 部 大 童 痕 竃 6 0％

32 9 土 師器 要 ［15．7］ （11 ．9 ） － 石英 ・長石 ・雲母 明 赤 褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ磨 き 覆 土 上 層 15％

33 0 土 師 器 嚢 ［1 8．8 ］ （9 ．6） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい赤褐 普 通 内 外 面 ナ デ 覆 土 下 層 10％

33 1 土 師 器 嚢 ［2 1．0 ］ （5 ．5）
－ 石英 ・長石 ・雲母 橙 普 通 内外 面 ナ デ 覆 土 中 5％

33 2 土 師 器 嚢 － （10 ．3） 7 ．8 長 石 ・雲母 にぷ い褐 普 通
体 部 外 面 下 部 へ ラ磨 き，
底 部 へ ラ削 り 竃 3 0％

番号 種　 別 券種 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

T P27 須 恵器 要 赤色粒子 ・雲母 灰自 普通 外面円形叩き 覆土上層 5％

番　 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

Q 38 砥 石 9 ．4 4 ．2 1．8 15 1．8 粘 板 岩 砥 面 4 面 ， くの 字 形 覆 土 中

M 29 釘 （6 ．5 ） 0 ．8 0 ．3 5 （9．7 ） 鉄 断面 四角 形 覆 土 上 層

M 30 帯 金 具 2．0 2．4 0 ．4 5 6 ．4 鋼 胴 地 金 銅 カ ，鋲 3 カ所 覆 土 下層 P L lO6

第24号住居跡（第144図）

位置　調査区西部のJ16f4区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第23・139号住居に掘り込まれている。

規模と形状　東壁は第23号住居跡に掘り込まれており，全容は不明である。規模は長辺3．0m，短辺2．8mの方

形または長方形と推定され，主軸方向はN－40－Eである。壁高は8～14cmで，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，壁溝は確認されなかった。

寵　北壁に構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで73cm，竃の掘り込み幅は41cmである。煙道部

は壁外へ60cmほど掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。天井部は削平され，袖部も第139号住居によって

－164－



破壊されたと考えられる。火床部は地山を若干掘り込んで構築され，あまり熱を受けていない。

埴土屑解説

1　灰　褐　色　　粘土粒子少量
2　黒　褐　色　　焼土粒子少量

3　暗赤褐色　　焼土粒子少量

4　黒　褐　色

5　赤　褐　色

焼土粒子微量

焼土ブロック多量

ピット　床面を精査したが確認されなかった。

覆土　6層からなる。ローム粒子を含む層が多く，人為堆積の可能性がある。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量

3　黒　褐　色　　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量

5　褐　　　色　　ローム粒子中量
6　にぷい黄褐色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　石器片1点（磨石）が出土している。Q39は覆土上層から出土している。

所見　時期は，第23号住居跡との重複関係などから8世紀以前と考えられる。

④　　I一

第144図　第24号住居跡・出土遺物実測図
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第24号住居跡出土遺物観察表（第144図）

番　 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

Q 39 磨 石 12 ．6 6 ．9 4．5 50 7．0 安 山 岩 端 部 に磨 り痕 覆 土 上 層

第26号住居跡（第145図）

位置　調査区西部のJ16fl区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

規模と形状　長軸3．2m，短軸3．0mの方形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は36～42cmで，北壁・東

壁・南壁はほぼ直立しており，西壁は外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，東側が踏み固められている。壁溝は，竃の東側から西壁にかけて巡っており，南東コーナー・南

西コーナー付近で途切れている。断面はU字形である。

⑥　　）

第145図　第26号住居跡・出土遺物実測図
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磯　北壁の中央部に構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで88cm　袖部幅はl蟻cmである。煙道

部は壁外へ55cmはど掘り込まれており，外傾して立ち上がっている。天井部は失われておりき　対応する士層も

確認されなかった。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は地山を掘り込んでおり芦　火床面が赤変し硬化

している。、

竃土層解説
1　褐　　　色　　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　　ローム粒子0焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　　焼土粒子少量

5　褐　　　色　　ロームブロック微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少量

7　褐　　　色　　ローム粒子少量
8　暗　褐　色　　ローム粒子少量

ピット　確認されなかった。

覆土　8層からなる。含有物を均等に含んでいることから．自然堆積と考えられる．

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量　　　　5　暗　褐　色　　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　　　色　　ローム粒子中量

3　にぷい黄褐色　　ロームブロック・炭化物微量　　　　　　　　　　　7　にぷい黄褐色　　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出藍状況　土師器片楓蕉（棒類9，聾類39），須恵器片且2点　聯類7　聾幸弘　壷1），石材2点の飽，埋

没する過程で混入した縄文土器片8点が出上している。337は第3層中から破片の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器などから9世紀代と推定される。、

第26㌢住居跡出土遣物観察表（第145図）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

336 須恵器 短頸壷 ［10．8〕 （4．2） － 長石・自・黒色粒子 暗灰黄 普通 ロクロナデ 覆土上層 200。　 自然軸

337 士師器 婆 は9．8］ （7．2） － 石英 ・長石 明赤禍 普通 体部外面へラ削り 覆土中層 20％

第2ア考住居跡（第146砂且47回）

位置　調査区西部の日毎区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第140号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長車由2。8m，短軸2．5mの長方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は8～12cmで，外傾して

立ち上がっている。

床　平班で，竃の甘面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝は確認されなかったt、

聴　北壁の西寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで81cm，袖部幅は57cmである。竃は壁

外へ65cmほど掘り込まれ，煙道部は外傾して立ち上がっている。天井部は失われており，構築材と考えられる

石材が倒れ込んでいる。袖部は砂質粘土で構築され，平瓦を補強材として使用している。火床部は地山を若干

掘り込んで構築され，火床面が赤愛している。

竃土層解説

1　褐　灰　色

2　褐　灰　色

3　黒　褐　色

4　灰　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　灰　色

粘土粒子少量，焼土粒子微量
粘土粒子微量

焼土粒子・粘土粒子少量

焼土粒子e粘土粒子少量
焼土粒子・炭化粒子微量

粘土粒子多量，炭化粒子微量

7　黒　褐　色　　焼士粒子少量

8　暗赤褐色　　焼土粒子少量
9　暗赤褐色　　焼土粒子中量

10　暗赤褐色　　焼土粒子少量
11極暗赤褐色　　焼土粒子微量

12　極暗赤褐色　　焼土粒子少量

ピット　2か所。・）Pl・P2は深さ38～40cmで，主柱穴と考えられるものの，対応する南側の柱穴は確認され

ていない。
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第146図　第27号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　5層からなる。含有物を均等に含んでいることから，自然堆積と考えられる。竃の前面に若干焼土が堆

積している。

土屑解説

1黒　褐　色　　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
2　暗　褐　色　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

ロームブロック少量

焼土ブロック少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片93点（杯類42，嚢類51），須恵器片4点（杯類2，嚢類2），石材11点が出土している。

339は南壁付近から逆位の状態で，DP12は南東コーナー付近の床面上からそれぞれ出土している。T4・T

5は竃の袖部から出土している。
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第147図　第27号住居跡出土遺物実測図

所見　竃に使用された瓦と同様の叩きを持つ瓦は，新治廃寺からも出土しており，新治廃寺あるいは周辺の瓦

窯跡からもたらされた瓦を転用したと考えられる。時期は，出土土器などから9世紀後菓～10世紀前半と考え

られる。

第27号住居跡出土遺物観察表（第146・147図）

番 号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

33 8 土 師 器 高台付椀 ［15．8］ 6．7 7．5 雲 母 にぷい赤褐 普通 底 部内面へ ラ磨 き 覆土中 30％

33 9 須 恵 器 硯 1 1．3 2 ．1 10．1 長石 ・白色粒子 灰 普通 高台付杯転用，破断面研磨整形 床面 10 0％　 p 吾 孟

番　 号 器　 種 直　 径 厚　 さ 孔　 径 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

D P 12 紡 錘 車 7．2 1．7 1．0 65 ．4 長 石 ・雲母 高台付杯底 部転 用，高台脱落部研 磨整形 床面

番　 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 40 砥 石 4．3 （3．4） 1．9 （ 44 ．9） 粘 板 岩 砥 面 3 面 覆 土 中

T 4 平 瓦 （12．2） （2 1 ．0） 2．5 （11 50 ．0） 土 凸 面瓦当箔 による叩 き， 凹面布 目痕 竃袖 P L lO 7

T 5 平 瓦 （10．5） （17．8） 2．6 （76 0．0 ） 土 凸 面瓦当箔に よる叩 き， 凹面布 目痕 竃袖 P L lO 7

第28号住居跡（第148図）

位置　調査区西部のJ16h3区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第30・150号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3・8m，短軸3．0mの長方形で，主軸方向はN－810－Eである。壁高は12～26cmで，外傾して

立ち上がっている。

床　若干起伏があり，やや軟弱である。壁溝は確認されなかった。
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第148図　第28号住居跡・出土遺物実測図
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魔　東壁の南寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで58cm　袖幅は粥cmである。煙道部は

壁外へ35撒ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。天井部は失われており，対応する土層は確認されな

かった。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は地山を若干掘り込んで構築され汐火床面が赤愛している。

電土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土ブロック微量　　　　　　　3　暗赤褐色　焼土ブロック微量
2　灰　褐　色　粘土粒子少亀焼士ブロック微量　　　　　　　　4　暗赤褐色　焼土ブロック少鼠炭化粒子微量

ぽッ睦　2か所。Plは深さ25cm，P　は深さ摘cmで　性格は不明である。P2内から石材が出土している。

尊皇　7層からなり汐　第384層は竃から流出した土層である。含有物を均等に含んでいることからタ　自然堆

積と考えられる。

土層解説

＿l　黒　褐　色　　ローム粒子少軋　焼十粒r一・歳化粒千微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子e炭化粒子少量

3　暗赤褐色　　炭化粒子微量

4　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子微量
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褐
褐

色
色
色

ローム粒子・粘「粒子微量
ローム粒子中量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出藍状況　土師器片274点（杯類88，聾類186）9着机蟻の胤埋没する過程で混入した縄文土器片温風

須恵器机8点（杯類蟻　聾類3）が出土している。341ぬ342は床面付近からタ破片の状態で出土している。

所凰　時期は，出土土器などから用世紀後半以降と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表（第且48図）

番号 種　 別 器種 口径 器 高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

34 0 士 師器 皿 ［ユ0。6］ 1。6 5．5 長石 ・雲母 にぷい橙 普通 底部 回転 へラ切 り 覆土上層 6 0％

3射 土 師器 婆 ［20．2］ （ユ息8） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通 外面横位 のへ ラ削 り，内面一
部パ ケ目 床面 3 0％

3 42 土 師器 嚢 － （10．4） 10．6 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い褐 普通 体部外面下端 へラ削 り 床 面 2 0％

第調号健腰掛（第149図）

位置　調査区西部の日蝕区に位置し，尾根上の平坦面に立地している。

重複関係　第30号住居跡を掘り込み，第58号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．0m，短軸2愚mの長方形で，主軸方向はN－910－Eである。壁高は15－23cmで学外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，竃の前面から中央部付近にかけて踏み固められている。壁清は南東コーナー付近から竃の左裾部

まで巡っており，断面はU字形である。

魔　東壁の南寄りに構築されている。規模は焚き口部から煙道部先端まで87cm，竃の掘り込み幅は80cmである。

竃は壁外へ70cmほど掘り込まれ，煙道部はほぼ直立している。天井部と袖部は失われており，対応する土層も

確認されなかった。火床部は床面と同じレベルで，火床面が赤変している。石製支脚が煙道部寄りに設置され

ている。

篭土層解説

1　黒　褐　色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

ピット　3か所。

2は深さ12cIllで，

焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量　　　　　4　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒　　5　暗赤褐色　焼土ブロック少鼠炭化粒子微量
子0粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　6　暗赤褐色　焼土ブロック微量

焼士ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量　　　7　暗赤褐色　焼土ブロック0炭化粒子0粘土粒子微量

Plは深さ18cmで，主柱穴と考えられるが，対応するその他の柱穴は確認できなかった。P

ピット内に石塊が置かれている。P3は深さ43cmで，性格は不明である。
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